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　パティシエにとって一年で一番の正念場であるクリスマスが終わり、年が明けて一月。

　持てるすべての体力と気力を振ふり絞しぼり、初めて陣頭指揮を執とったクリスマスの疲れが、二週間過ぎてもまだ取れない。

　今朝も枕元で起床を促うながすアラームを止めたまではよかったが、そのまま目覚まし時計を抱かかえ込こんで二度寝してしまった。念のために十分ずらしでセットしてあった二個目の目覚ましが鳴って（こっちは部屋の隅すみに置いてあった）、どうにかこうにかベッドから這はい出だすことができたけれど、危うく遅刻するところだった。

　パティシエの宿命とも言える早朝五時半起床生活も十一年目。今まではどんなに疲れていても、どれだけ短時間の睡眠でも、アラームが鳴れば目が覚めたのに。

「考えたくないけど……年ってやつ？」

　頭をしゃっきりさせるために冷水で顔をざぶざぶ洗ったあと、洗面所の鏡に映うつり込こんだ浮かない顔に向かって、日鷹亨ひだかとおるはひとりごちた。

　亨は去年の十二月二十四日で二十九歳になった。教会に捨てられていた日を便宜上べんぎじょうの誕生日としているので、正確には二十四日生まれではないが（たぶん本当の出生日は一ヶ月から一ヶ月半くらい前）、昨年の後半に二十九歳になったことは確かだ。

　しかし、三十の大台を間近にして鏡に映っている顔は相変わらずの童顔。

　男にしては細い眉まゆと二重ふたえの大きな目、細い鼻筋、ぽってり小さな唇くちびる──と、大人の男としての風格は微塵みじんもない。時々店の常連さん（主に年配の女性客）に「アイドルみたいねぇ」なんて言われることもあるが、アラサーでアイドルも何もないもんだ……と心の中で思う。

　顔が童顔なだけでなく、体も薄っぺらくてひょろっとしているからか、いつまで経たっても貫禄かんろくが出ないのが悩みだが、そんな風体ふうていでも年齢だけはしっかり重ねているわけで。

「体力落ちてんのかな？　ヤバイよなー……」

　ここでへばっている場合じゃないのだ。

　来月には、第二の正念場であるバレンタインデーが控えている。さらに三月には三番目の山、ホワイトデーもある。

　年末から春にかけての三大イベントを乗り越えずして、パティシエの心と体の平穏は訪おとずれない。

　オーナー兼シェフパティシエの日鷹は今年で還暦かんれきを迎える。洋菓子に対する熱い情熱と職人としての衿持きょうじの高さは若い頃から変わらないが、さすがに体は以前のようには動かない。持病の腰痛も冬場は調子がよくないようだし、これからますます厨房ちゅうぼうの冷気が堪こたえる時期だ。

　腰痛持ちのオーナーの分も、スー・シェフの自分ががんばって、『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』を守り立てていかなければならない。

　いずれ店を継つぐことを条件に自分を養子にしてくれた日鷹への、それがせめてもの恩返しだ。

　去年、クリスマスケーキを初めて任せてくれたのも、期待の表れだと思うし……。

「がんばらねーと」

　気合いを入れるために、パンッと顔を叩たたき、亨はタオルで水の残滓ざんしを拭ぬぐい取とった。

　洗面所から八畳一間はちじょうひとまのリビング兼寝床に戻ると、ちょうどトーストが焼き上がったところだった。バターを塗ぬったトーストを齧かじりながらジーンズを穿き、フリースのパーカを羽織はおる。今朝は寝坊で十分ロスしたので、朝食はこのトーストと紅茶のみだ。

　朝食を手早く胃に押し込んだ亨は、パーカの上にダウンを羽織り、バックパックのショルダーを肩に引っかけた。玄関でスニーカーに足を突っ込み、ダウンのポケットから革かわの手袋を引き出す。

　うっとりするほど柔らかくて上質な手触てざわりのそれは、亨が持っている衣料小物の中で、間違いなくダントツの高級品だ。誰でも知っている海外高級ブランドの製品で、正直自分には分不相応ぶんふそうおうな品。こんなことでもなかったら、おそらく一生縁がなかったブランドだろう。

　──日付は変わっちゃったけど、誕生日おめでとう。

　去年のクリスマスに誕生日プレゼントとして秋守あきもりから受け取ったそれを、翌日早速店にしていったら、目敏めざといマリに「どうしたんですか、それ!?」とチェックを入れられた。

「あー……もらった」

「えー、もらったんですか？　いいなぁ。誰からのプレゼントですか？」

「……秋守に」

　マリの顔が納得の表情を浮かべる。

「これ、おそらくオーダーメイドですよ？　こんなデザイン、見たことないもの」

「オーダーメイド？　そ、そうなのか。……高価たかいのかな？」

「ここのブランドは既製品きせいひんでも高嶺たかねの花ですけど、特注となると相当だと思います。裏地もムートンですものね」

　特注と聞いて、ますます気後きおくれがしたが、せっかくもらったものを箱に入れてしまっておくのも味気ない。それに実際、高価いだけのことはあった。縫製ほうせいが立体的だからグリップが握にぎりやすいし、裏地のムートンがものすごく暖かい。

　大事に使おうと心に決めて、クリスマス以降は毎日嵌はめている。今となっては欠かせない通勤の友だ。

（サンキュー、秋守）

　今朝も胸の中で感謝の念をつぶやき、手袋を嵌めてアパートの階段を下りる。愛用のロードバイクに跨またがった亨は、まだ薄暗くて人気ひとけのない住宅街を走り出した。

「うー……寒さみぃ」

　マフラーを巻いて耳当てもしているけど、剝むき出だしの顔が冷気でぴりぴりと痛い。だが、この苦行も一分だと思えば我慢できる。アパートと店が近くて本当によかった。

　駅前の商店街から少し外はずれた住宅街の一角に位置する『HIDAKA』の裏口にロードバイクを停とめ、チェーンでロックすると、通用口から店の中に入る。廊下を少し歩き、厨房の両開きのドアを押し開けた。

「うーす」

「おはようございまーす」

「はよっす」

　すでに仕込みに入っている後輩ふたり──マリと敦志あつしに声をかけ、控え室に移って作業用のユニフォームに着替える。

　白のコックコートに黒のボトム、白のタブリエの腰紐こしひもをきゅっと縛しばり、仕上げはコック帽。

　最近は、コック帽代わりにツバ付きのキャップを被かぶったり、コックパンツの代わりにジーンズを穿はいたりと、スタッフがカジュアルな服装で働くパティスリーも多いようだが、『HIDAKA』はオーナーの日鷹の意向で、オーソドックスな白衣を着用している。パティシエはあくまで職人であることが基本、ちゃらちゃらすべきでない、という日鷹らしい頑固がんこなこだわりだ。

　亨も、ユニフォームは機能的であることが一番だとは思っているが、特別な日などに限ってスタッフのモチベーションを高めるためにも、多少雰囲気を変えるのもありかな……と思ったりする。

　そう、たとえばバレンタインデーとか。

「亨さん、バレンタインの進行ってどうなってます？」

　息つく間もない午前中のノルマをどうにかクリアし、やっとこさ腰を下ろすことのできたランチタイム。控え室で一緒にお昼を食べていたマリにそう振られ、亨は食べかけのクロワッサンサンドの残りを口の中に押し込んだ。

　昨年までの『HIDAKA』は、バレンタインにさほど力を入れていなかった。いつものケーキにプラスしてチョコレートケーキを一種類増やすくらいで、特別にバレンタイン限定商品を作ることもしなかった。

　バレンタインの主役はやっぱりショコラトリーという役割分担意識と、マスコミに踊らされるミーハーなお祭り騒ぎとは一線を画かくしたいというオーナーのポリシーがあってのことと亨は理解していた。

　だが今年は、年明け早々日鷹に「クリスマスに引き続き、バレンタインも仕切りを頼む」と言われた。「おまえの感覚で好きにやっていいから」と。

　クリスマスの評判がよかったこともあり、どうやら日鷹は徐々に、亨に店のプロデュースを任せていくつもりのようだ。

　ゆくゆくは店を継ぐ覚悟でいたし、大きなイベントを任せてもらえるのはうれしいが、同時に責任も感じる。『HIDAKA』は古くからのお客さんがついているから、下手へたをうって顧客こきゃくをがっかりさせられない。

（けど、どうせやるなら自分らしい企画にしたい。自分なりの新しい『HIDAKA』を演出したい）

『HIDAKA』らしさを踏襲とうしゅうしながらの変革を、オーナーもまた期待している気がするから。

　そのバレンタインまで一ヶ月余あまり、そろそろ頭の中であれこれ考えるだけでなく、具体的に形にしていかなければならない時期が迫って来ていた。

「ん、それなんだけどさ、ちょっと相談乗ってもらっていい？」

　バレンタインは、名目はどうあれ、贈り手である女性のためのイベントだ。もらうのは男でも、あくまで店としてのターゲットは女性。彼女たちに「欲しい」と思ってもらわなければ話にならない。

「やっぱバレンタインって女の子が主役だからさ。最近は、自分のためにご褒美ほうびチョコ買う子も増えてるし、友達同士でチョコの交換とかもするんだろ？」

「しますねー。むしろ義理チョコは適当なもので済ませても、女子同士の交換チョコには気合い入ります。女子は甘いものには目が肥こえていて厳しいですし、生半可なまはんかなものをあげると『使えない女』の烙印らくいん押されますからね」

「そ、そうなんだ」

　女子の社会は想像以上に厳しいらしい。ちょっと怯ひるみつつも、亨は後輩にアドバイスを求めた。

「そのあたり、女子代表としていろいろ意見聞かせてよ」

「女子代表なんて言われると責任重大ですけど……でも私でお役に立てるなら、なんでも訊きいてください」

　まんざらでもない顔で、マリが力強く請うけ負おってくれる。やはり女子イベントは燃えるものがあるようだ。

「今までうちって特別な商品とか作ってこなかったじゃん？　でも今年はバレンタイン限定商品も手がけてみようかなって思ってるんだよね。ケーキ以外で」

「ガナッシュとトリュフの詰め合わせとかですか？」

「うん、ボンボンショコラ……けど……なんかありきたりだよなぁ。最近はチョコ専門のショコラトリーも多いし、海外有名ブランドの日本出店も定番化してきたからな。バレンタインに命かけてる本職のチョコ屋と渡り合うとなると……」

「味ではうちのブシェ・オ・ショコラも負けていないと思いますけど、あとはプレゼンテーションですよね？」

　マリの台詞セリフにうなずく。

　そうなのだ。『HIDAKA』の商品は、職人肌はだのオーナーのレシピだけあって、総じて質実剛健というか、若干じゃっかん外連味けれんみに欠けるところがある。顧客がしっかりついているし、普段はそれでいいと思うが、ことバレンタインイベントで女子心を惹ひきつけるには何かが足りない気がするのだ。

「パッケージに凝こるのもひとつの手だと思うんだけど……女の子が欲しいって思うようなスイートな感じの」

　亨のつぶやきに、マリが身を乗り出してきた。

「実は、前からひとつやってみたいことがあるんですけど」

　言い出したものの、逡巡しゅんじゅんしている様子のマリを亨は促した。

「何？　なんでも言ってよ。今はどんな意見でも聞きたいからさ」

「友達にスイーツデコを趣味でやっている子がいて、すごくかわいいんですよ。彼女にうちの人気商品のミニチャーム作ってもらって、ショコラの詰め合わせとセットにするのってどうでしょう？」

「スイーツデコって、レジンとかパテとか使ってミニチュアの菓子作るやつ？　前にテレビで観みたけど」

「そうです。マカロンのキーチェーンとか、ホールケーキのバッグチャームとか、いろいろあります。どれもめっちゃかわいいんですよ！　あ、そうだ。今、持ってます」

　マリが携帯を取り出して見せてくれる。

「その子が作ってくれたカヌレのストラップです」

「へー、すげー、初めて本物見たけどよくできてる！」

「友達は、趣味が高じてブログで販売もしているんです。だからクオリティは保証します。手作りなので限定生産になっちゃうと思うんですけど、その分プレミア感出るかなって」

「うん……女の子は限定ものとか好きだしな」

　ストラップを手に取り、亨はデコのパーツを指で弄いじったり、顔に近づけてしげしげと眺ながめたりした。見れば見るほどよくできている。女の子の好きな「甘いもの」と「かわいいもの」を合体させたんだから、そりゃあ最強だ。流行はやるのも当然。

　しばし観察してから、亨は大きくうなずいた。

「よし。やってみよう。日頃がんばっている女の子へのご褒美チョコってことで」

「ほんとですか!?」

　マリが一オクターブ高い声を発して目を輝かせる。

「どんなショコラと合わせるか、中身のアイディアが固まったらオーナーにプレゼンしてみるから、このストラップちょっとの間貸してもらっていい？」

　どうぞどうぞと、マリがストラップを携帯から外して渡してくれた。

「あー、思いきって言ってみてよかったぁ。浮ついてるって叱しかられるんじゃないかと思って、なかなか言い出せなくて」

　マリもオーナーの職人気質は重々わかっているから、言い出しづらかったんだろう。

『HIDAKA』の顧客は年配客が多く、コンサバティブな印象があるからなおさらだ。

「確かに一番大事なのは中身だけど、逆を言えばその中身がちゃんとしていれば、今の常連のお客さんもついてきてくれると思うんだよね。その上で新しいお客さん……若い女の子とかを呼び込めたら最高だし。最初のきっかけさえあれば、絶対美味おいしいって思ってもらえると思うから」

「そうですよね！　うちのケーキは本当に美味しいですもん」

「オーナーも、俺に仕切りを任せてくれるのは、実はそのあたりを期待してのことって気がするんだ」

　亨の言葉にマリが「新しい『HIDAKA』ですね！」と弾はずんだ声を出す。

　マリも、オーナーの作るケーキの質の高さをキープした上で、そろそろ若い自分たちが『HIDAKA』の次の展開を模索もさくしていかなければならないと感じているんだろう。亨自身、マリや敦志のモチベーションのためにも、現状維持いじだけではいけないと感じている。

　折しも近年、パリのスイーツ業界では『新古典菓子』がフィーチャーされている。

　古典に学びながら、最先端の技術や食材を取り入れていく。

　先達せんだつの仕事をリスペクトしつつ、現代いまの感性で伝統の菓子をリニューアルしていく。

　その流れは『HIDAKA』が求めている変化とも相通じるところがある気がするのだ。

　もちろん需要あってのことだから、急激な改革というわけにはいかない。昔ながらの定番商品と新しい商品が同じショーケースに並び、お客さんにとっての選択肢がより増える──というのが亨の理想だ。

　変革の過程において、食べ心地を軽くするためのバターとクリームの使い方やカラメルの粘度ねんど、果物のフレッシュ感を残すために砂糖の量をどこまで減らすか……などなど今後の課題は山積み──。

「新しいって言えば、敦志がさ、うちのホームページ作りましょうかって」

　マリが「えっ」と目を丸くした。

「敦志くんにそんなスキルあるんですか？」

「俺も驚いた。人は見かけによらないよな？　でも最近じゃサイト持ってない店のほうが少ないくらいだし、折を見てオーナーに相談してみようかと思ってる。サイトがあればイベントの告知もできるし、ネットで予約取れたらお客さんも便利だろうし……最終的にホームページで物販できたら、遠方のお客さんにもうちの菓子を食べてもらえるしさ」

　際限なく広がる夢を語っていると、腰の携帯がブルルッと震え始める。

（あ……メールだ）

　時間的にたぶん秋守。

　その勘は正しく、腰のポケットから取り出した携帯のサブ液晶画面には、果たして【秋守】の名前が表示されていた。

　同じ養護施設『美国みくにハウス』育ちで幼なじみの士堂しどう秋守に、「友人」以上の特別な感情を持っていると告白され、思い悩んだ末、その想いから逃げずに向き合うことを決めたのが去年の十一月。

　その後、とりたてて目立った進展はないものの、毎日メールや携帯で連絡を取り合っている。（や……まったく何もないってわけじゃないけど）

　イブに、誕生日プレゼントを持ってアパートを訪たずねてきた秋守とキスをした。

　──もう一回……いいか？

　口から心臓が飛び出そうにドキドキしたけど、二度目のキスの心地よさにいつしか意識が遠ざかり、数日まともに寝ていなかった自分は秋守の胸の中で寝落ちしてしまった。

　それで呆あきれたのかどうかわからないけれど、以来、秋守から積極的なモーションはない。お互いに仕事が忙しくて、ふたりきりで会うような機会がなかなか持てないせいもあるが。

　秋守のことだから、自分がふたりの関係に解答を見つけるまで、根気強く待つつもりなのかもしれない。もしそうならば、正直助かる。

　秋守が他の誰とも違う特別な存在だということはわかっているけれど、それでもまだ、この気持ちが恋愛感情である確信を抱いだくまでには至いたっていないからだ。

　男同士であること。セレブな秋守と庶民しょみんな自分の生きる世界のギャップ。家族同然の仲間たちとの関係。

　乗り越えなくちゃいけないハードルは多い。

　それと……やっぱりまだケイトさんのことが心に引っかかっている。

　秋守に会うために日本に来て、不慮ふりよの事故で亡くなってしまった秋守の恋人。

　彼女のことをあっさり忘れて、さっさとくっつくなんて……できない。

　もしかしたら、秋守もそう思っているんじゃないだろうか。

　ふっと小さく息を吐つき、フリップを開く。

【今夜は十時過ぎには自宅に戻れそうだ。戻ったら電話する】

　短い文面に視線を走らせた亨は、十時過ぎか……と心の中でひとりごちつつ、ぱちっとフリップを閉じた。携帯を腰に戻して顔を上げると、にんまりと唇の両端を持ち上げたマリと目が合う。

「何？」

　怪訝けげんな面持おももちの問いかけに、マリがふふふと意味深な笑みを浮かべた。

「なんでもありませーん」

　明らかに「なんでもなくない」口調に眉根を寄せる。

「気味悪わりぃな。なんだよ？　言えよ」

　さらなる追及ついきゅうにマリが肩を竦すくめた。

「うーん……亨さん、彼女できたのかなーって」

　ドキッと心臓が跳はねる。

「な、なんで？」

「えー……だって。前より断然メルチェ多いですもん」

「えっ……」

　自分では無意識だったので驚いた。

「お、多い？」

　こっくりとうなずかれる。

「今年になってから……ううん、去年の暮れくらいからかなー。頻繁ひんぱんに携帯チェックしだしたの」

　ますます図星で狼狽うろたえた。顔がじわっと熱くなる。

（わかりやすすぎる……俺）

「相手からの返信が気になって数分おきについついチェックしちゃうのってつきあい始めにありがちですよね。それに……」

「そ、それにっ？」

　まだあるのかよ!?　と思わず上擦うわずった声が出た。

「時々なんだか色っぽい顔でため息ついてますよ。あと、自分では気がついてないかもしれないけどオーラがピンク色」

「………っ」

　くあーっと頭を搔かきむしる。

　は……恥ずかしい。穴があったら入りたいとはこのことだ。

「別に隠さなくていいじゃないですか。いいと思うなぁ。亨さん、ルックスとかレベル高いのにずっと仕事一筋だったし、別に今も業務を疎おろそかにしてないし。むしろ、いい恋愛してたら仕事にもプラスになりますよね」

　年下のマリにそんなふうに諭さとされ、亨は居心地悪く俯うつむき、もごもごとつぶやいた。

「ま、まだ……つきあってるとかじゃ……」

　それに『彼女』でもないし。

「そうなんですか？　てっきりラブラブなのかと思っちゃいました。でもきっと上手うまくいくと思いますよ。亨さん、やさしくって男気あるし」

　にっと笑ったマリが、「それに仕事に対していつも真剣だし。亨さんのそういうとこ、後輩として尊敬してます」とフォローしてくれる。

　なんだか褒ほめ殺ごろしみたいで、本気で照れた。

（ってゆーか、相手が憧あこがれの王子様──秋守だって知ったら、マリもこんなふうには応援してくれないだろうな）

　複雑な気分でいると、食べ終えた弁当箱をバンダナで包みながら、マリが「そうそう」と言葉を継いだ。

「彼女にチョコあげるんですか？」

「……チョコ？」

　意味がわからず、訝いぶかしげに聞き返す。

「男女逆だけど、亨さんパティシエだし、バレンタインに彼女にチョコを贈ってもいいんじゃないかな？　あっ、ほら、ついでに告白しちゃうとか！」

「告白!?」

　面食らう亨には構わず、うん、それいい！　とマリが膝ひざを叩いた。

「私が彼女で、超美味しい手作りチョコもらって告白されたら即ＯＫしちゃう。それに、好きな人にプレゼントするって考えたら、商品開発も気合い入るじゃないですか。ね？」

「……う、うぅーん」

　歯切れの悪い亨の背中をぱんっと叩き、マリが「がんばりましょうよ！」と焚たきつけてくる。

「がんばって彼女をメロメロにしましょう！　私、応援しますから！」










　マリに焚きつけられた日から、あっという間に一ヶ月が過ぎた。

　バレンタインが近づくにつれ、ただでさえ通常のふたり分をこなす亨の仕事量は三割増しになり、キャパシティギリギリの超フル稼働かどうとなった。

　朝はさすがにこれ以上早められないので、自然と閉店後の残業が多くなる。アパートに戻れるのは早くても十時過ぎ。帰ったら遅めの夕食を食べて風呂に入って気を失うようにベッドに倒れ込む生活サイクルだ。

　マリ発案のデコチャーム付きの限定ボックスは、日鷹に提案したところ、初めて見たスイーツデコに「こんなものもらって男がうれしいのか？」と不思議がっていたが、「今時のバレンタインチョコは女の子が自分のために買うんです」と亨が説明すると、「……ふーん」と首を捻ひねりつつも、「今回はおまえに任せたんだから、やりたいようにやれ」とＧＯサインを出してくれた。

　凉子りょうこも含め、マリ、敦志、亨の四人で話し合った結果、店の定番人気商品であるエクレールをあしらったストラップがいいんじゃないかと話がまとまり、すぐにマリの友人に発注をかける。

　同時に、亨は新作のチョコレートケーキとショコラの制作に取りかかった。

　何度も試作してみんなの意見を聞いては改良──という試行錯誤しこうさくごの末に、胡桃くるみのオードヴィ入りのトリュフと、薔薇ばらの香りのエッセンスを加えたハート形のガナッシュ、イタリア産の栗くりをグラッセにしてチョコでコーティングしたショコラマロンの三種類が完成。

　これに、定番のトリュフオランジェ、ダークガナッシュ、ベルガモットの三種を合わせ、計六個入りのボンボンショコラの詰め合わせにした。この詰め合わせにエクレールのスイーツデコのストラップが付いた限定ボックスが百セット──これは、二月十二、十三、十四日の三日間の限定販売だ。

　限定ボックスを女の子向けにしたので、新作チョコレートケーキは敢あえて大人向けのシンプル路線を狙ねらい、ビターチョコでコーティングしたホールケーキを作った。オレンジピールを練り込んだ生地きじにコクのある生チョコ、アプリコットのコンフィチュールを重ねてある。

　定番のタルト・ショコラも、いつものホールサイズに加え、今年は食べきりやすいミニサイズを用意した。

　他にも、マカロンやマドレーヌ、ダコワーズ、クッキーなどの焼き菓子類、ヌガーやキャラメル、マシュマロなどのコンフィズリも、バレンタイン用に特別な梱包こんぽうをして決戦に備そなえる。

　二月に入ってからは、帰宅が深夜に及および、平均睡眠時間四時間でがんばった。

　五日前後から、バレンタイン商品がぼちぼちと売れ出す。カウントダウンが始まった十日過ぎ、バレンタイン目当ての客がどっと増えた。

　特に限定ボックスの売れ行きはすごかった。売り出し初日の十二日だけで半分が売れてしまい、あわててストラップの追加発注をかけ、十四日に二十ボックスをプラスできることになったが、翌十三日には午後の早いうちに残りの五十個も売れてしまった。

「大変に申し訳ありません、ストラップ付きのボックスは売り切れてしまいました。明日には二十個限定で販売いたしますので」

　接客担当の凉子は、午後いっぱい閉店まで「申し訳ありません」と頭を下げどおしだった。

「すごかったですねぇ！」

　マリも予想を上回る売れ行きに興奮気味だ。

「初日に購入したお客さんがツイッターに写メをアップしてくれたみたいで、そのツイートが『かわいい♡』って大量ＲＴリツイートされて一気に広まったらしいですよ」

「へー、そうだったのか。新規のお客さんばっかりだから、どこで知ったんだろうって思ってたけど」

「これをきっかけにリピーターになってくれるといいですね」

「ああ、だな。限定ボックス目当てのお客さんがついでにケーキとか焼き菓子も買ってくれたし、やってみてよかった」

　スタッフ全員一丸となり、休日返上でがんばった甲斐かいがあったというものだ。

　そうして迎えた最終日──二月十四日。

「マリ、悪い。ちょっとだけ抜けさせて」

　本日分のアントルメの仕込みと個別売り用のショコラ作成を終えた亨は、昼休みにマリを捕まえて片手で拝おがんだ。

　亨が手に提さげている紙袋を見たマリが、ピンと来た顔つきで「了解です」と請け合う。

「三十分で戻るから。なんかあったら携帯に連絡して」

「はい。がんばってくださいね！」

　親指を突き出してのエールにうなずき、急いでタブリエを外した。ダウンを羽織り、そのポケットに財布を押し込み、裏口から飛び出す。

（っと、走ると揺ゆれちまう）

　紙袋を揺らさないように気をつけながら、できる限りの速足で、店から三分ほどの喫茶店へ向かった。こじゃれたカフェ全盛の今、マスターが一杯ずつ丁寧ていねいにコーヒーを淹いれてくれるようなオールドスタイルの喫茶店で、亨が子供の頃からある店だ。

　年季を感じさせる古びた木製のドアを押し開けると、顔なじみのマスターが「いらっしゃい」と声をかけてくる。

「ちわー」

　挨拶あいさつを返しつつ、コーヒー色にくすんだ店内を見回す。待ち合わせの主は、すでに一番奥のテーブルについていた。

　地元民御用達ごようたしの喫茶店にそぐわない、見るからに仕立てのいいハンドメイドのスーツ姿。ぱりっとプレスのきいたシャツに、細かいドット柄がらのシルクタイ。左手首にさりげなくトゥールビヨンを嵌めたその姿は、くつろいだ格好の常連客の中で完全に浮いている。同じようにコーヒーを飲んでいても、そこだけパリのカフェテラスみたいだ。

「秋守」

　亨の呼びかけに、男がハードカバーの単行本から視線を上げる。

　艶つややかな闇色の髪。秀ひいでた額ひたいに高い鼻梁びりょう。非の打ち所のないノーブルな美貌びぼうの男が、亨の姿を捉とらえた刹那せつな、その黒い瞳を輝かせた。

　士堂秋守。

　士堂財閥を仕切る名門士堂家の御曹司おんぞうしで、来年には士堂グループのＣＯＯ兼『士堂物産』代表取締役就任が決まっているが、現在は同社の取締役兼欧州ヨーロッパ総支配人を務つとめている。

　英国イギリスケンブリッジ大を卒業後、ハーバード・ビジネス・スクールに進み、米国アメリカ公認会計士の免許とＭＢＡを取得したエリートであり、女性誌の特集『最上級の男──今もっとも旬なサラブレッドセレブ』の第一位にも輝くセレブ中のセレブ。

　その気になれば世界中のどんな美女でも手に入るだろうに──。

（なんで俺なんかがいいのか……）

「亨」

　深みのある低音で名を呼ばれ、亨は待ち人に近づいた。

「待った？」

「いや……五分ほどだ」

「ごめん、急いで来たんだけどさー」

　秋守の前の椅子を引いて座り、ダウンを脱ぐ。マスターが後ろから、お冷やのタンブラーをテーブルに置いた。

「いつもの？」

「ん、ブレンドで」

　オーダーにうなずいたマスターが立ち去ると、亨は目の前の秋守に尋たずねる。

「ここ、すぐわかった？」

「子供の頃いつも前を通っていたからな。中に入ったのは初めてだが……あの頃は、通りがかるたびに芳こうばしい香りを嗅かいで……いつか中に入ってみたいと思っていた」

　ぐるっと店内を見回し、感慨深かんがいぶかげな表情をする秋守に亨は笑った。

「じゃあ念願叶ったな」

　ああ、と秋守も微笑ほほえむ。

「それ……してくれているんだな？」

　亨が外した手袋に目を留め、秋守がつぶやいた。

「あ、うん、愛用してるよ。めちゃくちゃあったかくってさー、重宝してる」

　そうか、よかったと、うれしそうに破顔する。その顔を見て、なんだか亨もうれしくなった。

「おまえ、ここまで車で来たのか？」

「運転手を近くの駐車場で待たせている」

「そっか、ごめんな。忙しいのに、こんなとこまでわざわざ来てもらっちゃって」

　秋守が分刻みのスケジュールに追われているのはわかっているので、半なかば無理だろうと諦あきらめつつもダメモトで、昨夜「明日会えないか？」と切り出してみたら、「なんとかしてみる」との前向きな返答がきたのだ。

「ちょうど会議と会議の間で体が空あいたから。それに亨に会えるのは一ヶ月ぶりだしな」

　黒い瞳がじっと見つめてくる。少し熱を孕はらんだ視線を受け止めるのも、一ヶ月ぶりだ。眼差まなざしで「会いたかった」アピールをされ、亨はじわっと体温が上がるのを意識した。

　お互いの休みが合わないのと（『HIDAKA』は水曜日が定休日だ）、朝早い亨と深夜遅くまで働く秋守とでは生活時間帯もずれているので、最後に顔を合わせたのは一月の家族礼拝れいはいの時。

　それも、秋守は滞在時間十五分ほどで慌あわただしく帰っていったので、ふたりきりで話すチャンスもなかった。どうやらパパの顔を見るために、立て込んだスケジュールをやりくりして立ち寄ったようだ。

（このところミッションもなかったからな）

　だがもし仮にミッションがあったとしても、亨自身、とてもじゃないけど参加できなかっただろう。この一ヶ月、プライベートな時間はほぼゼロだった。バレンタイン本番の今日になって、やっと一息つけたくらいだ。正確には、今日が終わるまで気は抜けないが。

「今日はいつもとユニフォームが違うな？」

　秋守の熱っぽい視線を辿たどって、自分の首許くびもとのコーラルピンクのネックチーフに行き着いた亨は、「あ……これ？」とチーフの端はしを指で摘つまんだ。

「いつもはしないんだけど、バレンタイン商品販売の間だけ、みんなで揃そろいのチーフをつけてみようかって話になって。少しでも気分をアゲルために」

「なるほどバレンタイン仕様なのか。でも亨は瞳の色が薄くて色が白いから、明るい色が映はえるよ。……すごくよく似合ってる」

　目を見つめてくすぐったい台詞を囁ささやかれ、顔がじんわり熱くなる。

（……女を口説くどくような台詞をナチュラルに口にするあたり、ホント質たちが悪い）

　これも海外仕込みなのか。はたまたもともとそういった素養があったのか。

　いずれにしても、自分には一生かかっても真似まねできそうにないワザだ。

「はい、ブレンド。ごゆっくり」

　マスターが淹れたてのコーヒーを置き、亨はこほんと咳払せきばらいをした。

「あー……それで、来てもらった用件なんだけど」

　言いながら、持参の紙袋をテーブルの上に置く。紙袋の中から、まずは大きめのケーキボックスを取り出した。

「これ、新作のチョコレートケーキ。執事の山本やまもとさんとお屋敷の皆さんに」

「山本に？」

「前にうちのケーキを美味しいって言ってくれたからさ」

　秋守が目を細めて「ありがとう」とつぶやく。

「きっと喜ぶよ。みんな、おまえの店のケーキのファンだから」

「あと……これはおまえに」

　紙袋から手のひらサイズの箱を取り出し、秋守のほうに向けて押し出すと、「俺に？」と形のいい眉を持ち上げた。意表を突かれたような表情でしばし箱を見つめていた秋守が、「開けていいか？」と伺いを立ててくる。

「もちろん」

　蓋ふたを持ち上げて箱の中を覗のぞき込こみ、「……チョコレート？」とひとりごちた。

「一応、男でも食べやすいよう甘みを抑おさえたガナッシュとトリュフを中心に、新作を詰め合わせにしてきたんだけど」

　中でもショコラマロンは、実は、ひそかに秋守をイメージして作ったものだ。恥ずかしいから当人はもとより誰にも言えないけど。

「黒いガナッシュはかなりビターで、コーヒーはもちろんワインにも合うと思う。あと、下の段が新作で、胡桃のオードヴィ入りのトリュフと、薔薇の香りのエッセンスを加えたガナッシュ、マロングラッセをチョコでコーティングしたショコラマロンの三種」

　説明している間、黙ってチョコレートを見つめていた秋守が不意に顔を上げ、まっすぐな眼差しで亨の視線を捉えた。

「これって……バレンタインにくれたんだよな？」

　確認するような声を投げかけられ、「えっ」と狼狽える。

「えっと……まぁその……手袋のお礼も兼ねてっていうか……おまえのことだから、きっとチョコなんか山ほどもらってるだろうけど」

　照れ混じりのいらえに秋守がゆっくりと双眸そうぼうを細め、嚙かみ締しめるように言った。

「誰に何をもらおうが、俺にとって、おまえが作ってくれたチョコレートが一番だよ」

「……秋守」

「ありがとう。……すごくうれしい」

　心からのものとわかる感謝の言葉。

　蕩とろけるような笑顔に、なんだか胸がきゅうっと苦しくなった。
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「一粒ずつ、大切に味わっていただくよ」

（……よかった）

　男の身で同じ男にチョコあげるなんて、かなり勇気が要いったけど、こんなに喜んでもらえるなら思い切って渡してよかった。

（マリ、背中押してくれてサンキュー）

「あ、紙袋、よかったら使って」

「ありがとう」

　丁寧な手つきで箱に蓋をした秋守が、大切そうにショコラの箱とケーキボックスを紙袋にしまう。個人的なミッションを為なし終おえてほっとした亨は、コーヒーに口をつけた。

「準備、かなりきつそうだったが、少し落ち着いたのか？」

　秋守の問いかけに、うんとうなずく。

「商品は作り終わったから、あとは売るだけ」

「大変だったな。お疲れ様」

「もーテンパリングのやり過ぎで、肩ガッチガチ」

　ぼやきながら、亨は右の肩をぐるっと回した。

「テンパリング？」

「チョコレートを加熱して溶かして、撹拌かくはんしながら今度は温度下げて、また湯煎ゆせんであっためて……そうやって滑なめらかさと艶を出すんだよ。ショコラ作りの基本中の基本。これが結構力が要いってさ、一日に何回かやると腕が上がらなくなる」

「話を聞くたびに思うが、パティシエはイメージと違って重労働なんだよな」

「めっちゃ過酷だよ。朝早い、厨房寒い、粉袋重いの三重苦。立ち仕事だし」

　亨の愚痴ぐちに相槌あいづちを打っていた秋守が、「忙しいのが落ち着いたなら」と切り出してきた。

「近々どこかでメシでも食わないか？　このチョコレートのお礼もしたいし」

「いいって、そんなの」

「……というのは口実で、おまえとゆっくり過ごしたい」

　内緒話みたいなひそめた低音にドキッとした。

「あ………」

　いつの間にか、自分を見つめる秋守の双眸が、うっすら熱を孕んでいる。以前もよく、こんな目で見つめられた。その時は、思い詰めたような表情の意味がわからなかったけれど……。

「おまえは？」

　視線を合わせたまま返答を促され、鼓動がどんどん早くなる。

「──亨？」

「お、俺は……」

　こくっと喉のどを鳴らした時、パンツの腰ポケットがブブブッと震えた。

「……メールだ。ちょっとごめん」

　秋守に断り、携帯を引き出す。メールはマリからだった。

【お取り込み中スミマセン！　亨さんにお客様がいらしています】

「客が来てるって。……戻らなきゃ」

　申し訳なさそうに腰を浮かすと、秋守もコートを手に取る。

「俺もそろそろタイムリミットだ」

　手を伸ばすより先に伝票を摑つかまれ、会計を済ませた秋守に自分のコーヒー代を払おうとしたが、「これくらい払わせてくれ」と拒まれた。

「じゃあまた連絡する。ケーキとチョコレート、ありがとう」

「ああ、また。──そうだ、来週の家族礼拝来られそう？」

「参加するつもりだ」

「俺も一山越えたから参加予定。じゃあまたその時にな。コーヒー、ご馳走ちそう様」

　店の前で別れ、それぞれ逆方向に歩き出しながら、なんとなく後ろ髪を引かれる気分で振り返る。するとたまたま秋守も足を止めてこっちを見ていて、にこっと微笑まれた。

　亨も笑い返してバイバイというふうに手を振る。秋守も片手を挙あげて応こたえてから、名残惜なごりおしげに踵きびすを返して歩き出した。その長身をしばらく見送って体の向きを変える。

（結局、返事しなかった……）

　なんか、改めて食事に誘われても、どうしていいかわからなくて。

　だって、それって「デート」ってことだろ？

　デートってことは、もしかしたら食事するだけじゃ済まないかもしれなくて……。

　ふっと、先日のキスの感触が蘇よみがえり、カッと顔が熱くなる。

　も、もし……秋守にキス以上のことを求められたら……どうするんだ、俺？

　問いかけに触発されたように、脳裏に「あの夜」の映像がフラッシュバックしてくる。

　正気を失った秋守に、口で欲望を愛撫あいぶされた──「あの夜」。

　時にあたたかい粘膜ねんまくで締めつけられ、時に舌先で先端せんたんをつつかれ、裏筋の敏感な部分をざらりと舐め上げられ──。

　下腹がじんじん痺しびれるみたいに疼うずいて、呼吸がどんどん浅くなって──。

　──で、出るっ……出ちゃ……っ。

（うあーっ）

　馬鹿、思い出すな！　思い出すなって！

　真っ赤な顔をぶんぶん左右に振っていたら、「亨」と声をかけられる。びくっと肩を震わせた亨は、声の発信源を見た。

『HIDAKA』の裏口の前に、華奢きゃしゃなシルエットを認める。黒いピーコートにやはり黒のボトム。首にも黒のマフラーを巻いている。黒ずくめの格好に眦まなじりの切れ上がった切れ長の目が、どこか黒猫を思わせるルックス。

「彼方かなた？」

　歩み寄ってきた彼方が、立ち尽くす亨の少し前で足を止めた。

「……客っておまえだったのか」

　ひとりごちるような亨のつぶやきに、彼方が軽く肩を竦める。

「店の子が、ちょっと出ていますって。三十分で戻るって言うから待ってた」

　養護施設『美国ハウス』出身の藤生ふじお彼方は、秋守と同じく亨の幼なじみで、年齢はひとつ下。美大を卒業後、美術館の学芸員をやっていたが、今は退職してフリーランスになっている。

　血こそ繋つながっていないけれど、弟同然に思っていた彼方から告白されたのは、秋守との「あの夜」の数日後だった。

　──俺にとって、亨は兄弟でも幼なじみでもないよ。

　──俺の気持ちは伝えたから、あとは亨が答えを出して。

　彼方の要望に応じて、亨の「答え」を伝えたのは、ミッションのあとだった。

　──俺を特別に思ってくれる気持ちは本当にうれしいし、心から有あり難がたいことだと思ってる。でも……おまえの気持ちには応えられない。おまえは俺にとって大切な仲間で大事な弟だ。今までも、これからも。

　身を切られる思いで口にした「答え」に対する彼方のリアクションは。

　──そんな言葉で俺が身を引くとでも思ってるの？　甘いよ。そう簡単には諦めないから。覚悟しておいて。

　そしてその宣言どおり、割と頻繁に電話やメールで「諦めていない」アピールをしてくる。

「振った」ことによって、彼方との繋がりが切れてしまうんじゃないかという危惧きぐが杞憂きゆうで済んだのはよかったけれど。

「いきなりどうしたんだよ？」

　事前に連絡もなく突然訪ねてくるあたり、気まぐれは相変わらずだ。

「てか、こんな寒い場所で待ってないで店の中に入ってればよかったのに」

「あんな欲望でギラギラした女でいっぱいの店内……空気悪すぎて耐えられない。化粧臭くさいし」

　彼方の十八番おはこでもある口の悪さに眉をひそめ、「うちのお客さんだぞ？」と睨ねめつける。だが当の彼方はどこ吹く風だ。

「あれはもうハンターの目だよね。狙われた男にはご愁傷様と言うしかない」

「……それで？　なんの用だよ？」

　ため息混じりに水を向けると、彼方が片手に提げていた紙袋を突き出してきた。

「何？　なんかくれんの？」

　思わず受け取って紙袋の中を覗き込む。リボンがかかった──茶色の箱？

「って……これ……？」

　紙袋の中から箱を取り出した亨は、蓋に刻まれたスペルを読んでみるみる瞠目どうもくした。

「パトリック・ディディエのボンボンショコラ!?」

　上擦った声が出る。

「彼方っ……これどこで!?」

「昨日までパリに行ってたから。おみやげ」

「うっそ！　すげーっ!!」

　チョコレートの芸術家と謳うたわれるパトリック・ディディエは、若干三十歳という若さで、ＭＯＦ（フランス国家最優秀職人賞）に輝いた新進気鋭のショコラティエだ。

　昨今、フランスの有名ショコラティエのチョコレートは、ほとんど日本でも目にすることができると言われているが、彼だけは例外。

「おー、マジでうれしい！　最っ高のみやげだよ！　俺がパリで修行してた時はまだ店を持ってなかったし、一度食べてみたいと思ってたんだ。マリたちにも味見させてやろうっと。彼方、サンキューな」

　ほくほく顔で礼を言うと、彼方が満足げに唇の両端を持ち上げた。

「亨」

「ん？」

「これってバレンタインチョコだからね」

　念押しに意表を突かれ、「えっ……」と絶句する。

「ホワイトデーのお返し、期待してるから」

「かな……」

「じゃあね、来週の家族礼拝で。仕事がんばって」

　言うなりあっさり踵を返し、彼方はすたすたと立ち去っていった。一度として振り返ることなく──。

　ほっそりとした後ろ姿を呆然ぼうぜんと見送り、その姿が視界から消えると同時にがくっと首を前に落とす。

「…………」

　秋守といい、彼方といい──。

「……俺、いわゆるモテキってやつなのか？」

　だとしても素直に喜べない。いろいろ複雑すぎて……。

「……はー……」

　俯いた亨の口から重たいため息が落ちた。







　　　２







　プライベートではちょこちょことハプニングがあったが、どうにかこうにかバレンタイン当日を乗り越えた夜。

　亨とおるはアパートに戻るなり、かろうじてダウンとジーンズだけ脱いで、ベッドに倒れ込んだ。

「もう……限……界……」

　ちょっと仮眠のつもりが、睡魔にぐいぐいと引きずり込まれ、気がつくと朝の五時。昨日戻って来たのが九時だから、七時間は寝た計算になる。

「ひっさびさよく寝たぁ」

　ふぁーっとあくびをしながら風呂を沸わかして、たっぷりのお湯に浸つかり、蓄積ちくせきしていた疲れを癒いやす。

　考えてみれば、ゆっくり風呂に入るのもひさしぶりだ。

　初めての自分仕切りのバレンタインでプレッシャーも一入ひとしおだったし、肉体的にもかなりきつかったけれど、みんなのフォローもあって、なんとか乗り切ることができた。

　昨日、閉店後にレジを締しめた日鷹ひだかから、目標設定を遥はるかに超える数字を伝えられた。バレンタインとしては『HIDAKAヒダカ』始まって以来の売り上げが立ったらしい。金額がすべてじゃないけれど、がんばった成果がきちんと数字になって表れるのはやっぱりうれしい。

　マリと敦志あつしと、思わず交互にハイタッチした。

　これであとは、リピーターがどれくらい来てくれるか。

　でも自分的にはできることは全部やった。今現在持てる力のすべてを出し尽くした。

「……はぁー……」

　バスタブの縁ふちに両手を乗せ、仰向あおむけになって天井てんじょうを眺ながめる。

　一山越えた──とは言っても、ひと月後にはホワイトデーが控えている。バレンタインで摑つかんだ新規客をキープするためにも、ここで気は抜けない。

「次もなんか限定商品作るかなぁ……マリと相談して……」

　ぶつぶつと口の中でつぶやいていた言葉を、亨は途中で「やーめた……」と切った。

「今日一日はなーんにも考えない。頭休ませないとパンクしちまう」

　ぼんやり天井を眺め、束つかの間まの充足感にしばし浸ひたっていて、ふっと昨日会った際の秋守あきもりの懇願こんがんを思い出す。

　──おまえとゆっくり過ごしたい。

「ゆっくり……かぁ」

　そりゃ、秋守とふたりで温泉とか行けたら最高だけど。

　少し前の、何も知らなかった頃の自分なら、そんな誘い受けたらふたつ返事でＯＫしてた。

　でも今は、その言葉が内包ないほうするいろんな含みを考えてしまい……簡単には動けなくなっている。もしかしたら考えすぎなのかもしれないけれど。

　秋守が大事だから。失いたくないから。

　関係を進めるにしろ、ちゃんと考えて進めたいんだ。気持ちがあやふやなのに、勢いとか、ノリに流されてしまいたくない。そんなことしたら後悔する気がする。

「待たせちゃうけど……とりあえず家族礼拝れいはいで会うしな……って、そういや彼方かなたも来るんだっけ」

　──ホワイトデーのお返し、期待してるから。

　リフレインするハスキーボイスに、はーっとため息が漏もれた。

「……困ったもんだよな」

　早く自分のことは諦あきらめて、かわいい彼女を作ってくれればいいんだけど。

　そういえば、彼方が女の子とつきあってるって話、聞いたことない。性格はちょっとキツイけど綺麗きれいな顔してるし、美大出身だけあってセンスいいし、それなりにモテるんじゃないかと思うのだが。

　あいつ、女嫌いなのかな？

（昨日も「化粧臭くさい」とか言ってたし）

　まぁそれも、生おい立たちを考えれば致いたし方かたないと言える。

　子供の頃から彼方は一種独特な雰囲気を持っていて、容易よういに人を寄せつけないところがあった。学校の先生も持もて余あまし気味で、クラスでも浮いていたらしい。心を許すのは美国みくにハウスの仲間だけ。

　仲間内でも、梗一きょういちは年が離れていたし、伊吹いぶきは誰かの面倒を見るタイプじゃない。秋守とはソリが合わなかったから、必然的に自分が彼方を構うことが多かった。実際、唯一の年下だったし、自分以外に懐なつかないところもかわいかった。秋守に対する意地悪な態度も、本当に嫌っているんじゃなくて、彼方なりの甘えだということはわかっていたし。

　彼方が自分に執着しゅうちゃくするのは、恋愛感情っていうより、兄に対する独占欲の少し強いやつって気がする。ブラコンの変形っていうか。

　でもそれを彼方自身が認めるまでは、今の状態が続くんだろうな。

「いろいろ……難しい」

　子供の頃みたいに単純にはいかない。無邪気にじゃれ合って、仲間と一緒にいれば幸せだった昔のようにはいかない。

　ふっと息を吐き、手のひらでお湯をすくう。そのお湯を亨はじゃばっと顔にかけた。










「……来てない」

　控え室で失望の声を落として、パチッと携帯のフリップを畳たたむ。今日はもう、十回目のメールチェックだ。こんなところをマリに見られたら、また笑われてしまうに違いない。

　しかし、亨はそれどころじゃなかった。

（どうしたんだろう？）

　この三日、秋守からの連絡がない。

　十一月からこっち、時間が合わなくて電話ができなくてもメールは必ず来ていたので、それだけでなんだかそわそわする。

　海外にいるのか？　バレンタインに会った時はそんなこと言ってなかったけど、急な海外出張が入ったんだろうか。

　でもそれなら、事前に連絡があるはずだ。いくらバタバタしていたって、数行のメールを打つくらいの時間はあるだろう。現に、連絡を取り合うようになってから、急に日本を離れることになった際は、いつ発たっていつ帰ると、ちゃんと事前に知らせてくれていた。

　たった三日連絡がないだけで、こんなに不安になっちゃうなんてどうかしてる……と自分でも思うけれど。

　突然秋守と連絡が取れなくなった──昨秋のあの事件の後遺症かもしれない。

　最後に会ったバレンタインの別れ際を思い浮かべてみる。

　手を振り合って笑顔で別れたし、別におかしなところはなかった。

　まさか……食事の誘いにちゃんと返事しなかったのを怒ってるとか？

　いや、秋守はそんなやつじゃない。

　だとしたらなんで？

　頭の中がグルグルする。胃のあたりがモヤモヤとして落ち着かない。

（……こっちからメールしてみるかな……？）

　別に毎日連絡するって約束しているわけでもないし、催促さいそくしてるみたいで悪いかと思って躊躇ちゅうちょしていたが、悶々もんもんとして仕事に集中できないのもマズい。ただでさえ大きな山を越えて気が緩ゆるみがちなのだ。

　よし、と決め、もう一度フリップを開いた。

【忙しい？　明日の家族礼拝、来られるようならメールください】

　ウザい文面になっていないか、当てつけがましくないか、何度もメールを読み返してから送信。

　やっと少し気持ちが落ち着いた亨は、携帯を腰ポケットに戻して仕事場に戻った。

　なんとか作業に集中し、一日の仕事を終える。

「お疲れ～」

「お疲れ様でーす！」

　後輩たちと挨拶あいさつを交わし、裏口から一歩外に出たところでブルルッと携帯が震えた。

（来た！）

　しかもメールじゃなくて電話だ。

　あわてて携帯を腰から引っ張り出し、耳に当てる。

「も、もしもし？」

『……亨？』

「うん。……秋守？」

　思わず確かめてしまったのは、声がなんだか別人のように聞こえたからだ。通常よりトーンが低いっていうか。ぶっちゃけテンションが低い。

『今、話していて大丈夫か？』

「店出たとこだから大丈夫」

『……連絡できなくてすまなかった』

　やっぱり元気ない。

「忙しかったんだろ？　おまえこそ、今話してて平気なのか？」

『移動中の車の中からかけている』

「そっか」

『…………』

　横たわった沈黙に、亨は眉まゆをひそめた。

　秋守は特におしゃべりとかじゃ全然ないけど、今までふたりで話している時に会話が途切れることはなかった。そう頻繁ひんぱんに電話で話せるわけでもないから、限られた時間をなるべく有効に使おうとする雰囲気をいつも感じていたのに。

　違和感を感じつつ切り出す。

「明日なんだけど、おまえ来られる？」

『……明日？』

　秋守らしくない、心ここにあらずといったぼんやりした声。いよいよおかしい。

「だから家族礼拝だよ」

『あ、ああ……少し遅れるかもしれないが、顔を出すつもりだ』

　秋守が、何かに思い囚とらわれているような気配を感じて、亨は携帯をぎゅっと握にぎり締しめた。

「おまえ、なんか様子がおかしいぞ」と指摘しようかとも思ったが、もし仕事のことで思い悩んでいるのだとしたら、門外漢の自分ができるアドバイスは何もない。

　そもそも自分に相談して解決するような問題なら、こっちから水を向ける前にとっくになんらか口にしているはずだ。

　秋守が言わないってことは、自分に言えない、もしくは言いたくないってことで。

「……わかった。じゃあ、みんなにそう伝えておく」

『……頼む』

　それきり秋守が黙ってしまったので、亨は仕方なく「じゃあ……明日」と会話を切り上げた。

　嘆息たんそくを押し殺して通話を切りかけた矢先、『──亨』と呼ばれる。

「な、何？」

　息を詰めて続く言葉を待ったが、たっぷり三十秒近く待たされた挙あげ句くに耳に届いたのは、『……なんでもない』という言葉だった。

　落胆を隠し、もどかしい気分で「秋守、おまえ、疲れてる？」と訊きく。

　だが、秋守は誘い水に乗ってこなかった。

『いや……心配かけてすまない。じゃあ明日』

　今度は本当に通話が切れる。パチッとフリップを畳んで、亨は唇くちびるを嚙かんだ。電話で話したことでモヤモヤが解消されるどころか、却かえって不安が募つのってしまった。

　この三日の間に、何か思い煩わずらうような出来事があったのだろうか。

（またひとりで悩んで、酒が過ぎるようなことがなけりゃいいけど）

　何しろ、ケイトさんの不慮ふりょの死の衝撃から意識が混濁こんだくするほど酒に溺おぼれたのは、まだほんの数ヶ月前だ。

　この数ヶ月で薄皮を剝はがすように少しずつ立ち直って、体重も元に戻ったし、仕事にも復帰した。アルコールも、あれ以来なるべく口にしないようにしていると言っていた。

　表面上は、『ブリオーニを着た王子様』は完全復活した。

　でも、それはあくまで表層部分で……心の傷が完治することはないはずだ。

　──秋守様は、たとえお辛いことがあっても弱音など一切吐かない気丈きじょうな御方ですが、反面とてもおやさしく、繊細せんさいな面もお持ちです。しかし、そちらのご自分を極力封ふうじ込こめ、士堂しどう家の跡取りという重圧と長年闘ってこられた。……それが今回の件で、張り詰めていた心が折れてしまわれたのかもしれません。

　以前、士堂の屋敷を訪おとずれた際に聞いた、執事の山本やまもとさんの言葉が脳裏のうりに還かえる。

（そうなんだよな）

　秋守は昔からやさしくて繊細で、人の痛みを自分のことのように感じるところがあった。

　二年半前、十二年ぶりに再会して、大人の男として強く逞たくましく成長した幼なじみを眩まぶしく感じながらも、同時に、昔と変わらずやさしい秋守にほっとしてもいた。どんなに環境が変わっても、本質の部分は変わっていないのがうれしかった。

　子供の頃、いじめっ子たちから秋守を庇かばって、いつも喧嘩けんかしていた。

　あの頃と同じように、自分の存在が秋守を支えられたらいいけれど。

　でもきっと、今の秋守はその立場と重責に比例して悩みのスケールも大きいんだろう。

　さっき最後に何か言いかけて、結局やめたってことは、自分に話しても仕方がないと思ったのに違いなくて……。

（まぁ実際、グローバル経済の話とかされても何も言えないし）

　相談相手としての己おのれの無力さに気分が沈しずむのを感じ、亨はふるっと首を振った。

「落ち込んでてもしょーがない」

　唯一の救いは、明日秋守に会えることだ。

　明日もまだ様子がおかしいようなら、理由を問とい質ただそう。秋守が言いたがらなくても、強引に訊き出す。

「うっし」

　身の振り方を決めて少しばかりすっきりした亨は、大股おおまたでロードバイクに歩み寄った。










　翌日の夜、あらかじめの予告どおり、秋守は家族礼拝に十五分ばかり遅れてきた。

「遅くなりました。すみません」

　教会堂きょうかいどうの開け放った戸口に立ち、スーツ姿の長身が遅刻を詫わびる。

　祭服さいふくに身を包んだパパと梗一に律儀りちぎに頭を下げてから、左右二列に並ぶ木製のベンチに向かってゆっくりと歩み寄ってきた。

「お疲れ」

　自分の左側に立った秋守に、亨は声をかけた。秋守が小さく微笑ほほえんで無言でうなずく。亨の右隣りの男──日本人離れした立派な体軀たいくと長身をグレイのスーツに包んだ伊吹由利ゆりと、その横の、対照的にほっそりと華奢きゃしゃな彼方にも目礼もくれいした。

「ベイビィたち、全員が揃そろいましたね」

　最前列に並ぶ四人の顔をぐるりと見回してから、説教壇せっきょうだん上の『パパ』こと美国凜太郎主教りんたろうしゅきょうが柔和にゅうわな笑みを浮かべる。その息子の梗一は、いつもと変わらないクールな表情で、パパの傍かたわらに佇たたずんでいる。踝くるぶしまでの黒い祭服の腰にサッシュを巻いた姿も、いつもどおりだ。

　天涯孤独てんがいこどくの身の上の子供たちを引き取り、成人まで育ててくれたパパのために、現在は別々に暮らしている仲間が月に一度集まるイベント──それが家族礼拝だ。親孝行の意味合いが強く、かれこれ十年以上続いている。

　秋守がロンドンから戻って来た二年半前から、美国ハウスで共に育った四人が揃うようになった。

『聖せいヨセフ・美国教会』は、亨たち孤児こじにとって実家のようなもの。そして、血は繋つながらなくとも、共に幼少期を過ごした仲間は、「家族」同然の存在だ。

　いつもは斜しゃに構えている彼方も、泣く子も黙る強面こわもて刑事の伊吹も、今や士堂家の跡取りとなった秋守も、もちろん亨自身も、パパの前では従順な子供ベイビィに還る。

「今夜もまた『家族』が誰ひとり欠けることなく、こうして集つどうことができたことに、主への深い感謝を捧ささげたいと思います。──では、礼拝を始めましょう」

　パパの呼びかけに、四人が一斉に手許の聖書を広げる。

　主への祈りを捧げながら、亨はちらっと左隣りの秋守へ視線を投げかけた。

　秋守はまっすぐ説教壇のパパを見つめている。

　その横顔は相変わらず端整たんせいで身なりも隙すきがなく、少なくとも外見上は、以前にアルコールに溺れた時のような著いちじるしい変化は見受けられない。

　ちょっと顔色が悪いような気もするけれど。

（……気のせいだったのか？　連絡なかったのも単に忙しかっただけ？）

　こっそり安堵あんどしつつも、どうしても秋守が気になって、その夜はせっかくのパパの説教に集中することができなかった。










　家族礼拝のあと、教会堂と繋がる牧師館ぼくしかんの居間に集まり、みんなでお茶をするのも慣例のひとつだ。

　大概たいがいは亨が持参した『HIDAKA』のケーキを、梗一が淹いれた本場英国式のミルクティーでいただく。

　ミルクティーを飲みながら、それぞれの近況を話したり、みんなで雑談に興じることを、パパはとても楽しみにしているのだ。

　今夜はめずらしく全員が居残って、六人でお茶を飲んだ。

　普段は多忙な伊吹や秋守が欠けることが多いので、ひさしぶりに全員が揃った家族団欒だんらんをパパはすごく喜んでいたが、一時間ほどのティータイムの間も秋守は言葉数が少なかった。話を振られれば普通に応こたえていたが、自分から発言することはなく──。

（変だ）

　改めてそう感じる。いつもならば、秋守はたまにしか会えないパパを気遣って、できるだけ自分から話しかけるのが常だ。パパが自分の多忙を心配しているのをわかっているから、元気でやっていることを会話でアピールして、パパを安心させる。

　その秋守が、今夜はほとんど自分から口を開かない。なんとなくパパも違和感を覚えているようで、時折気遣わしげな眼差まなざしを秋守に向けている。

（やっぱおかしい）

　確信を抱いだいた亨は、雑談がひと区切りついたのを見計みはからい、「俺、そろそろ」と腰を浮かせた。

「帰るのか？」

　梗一が意外そうな声を出す。仲間内では亨が一番教会に近いところに住んでいるため、いつもは最後まで残るからだ。

「うん……明日早いから」

　そう言い訳してから、同じソファに並んで座っていた物憂ものうい表情の秋守を「おまえも帰るだろ？」と促うながす。

「あ……ああ。そうだな」

　促されるがままに秋守がソファから腰を上げた。

「帰るのですか？」

　パパが残念そうにつぶやき、「あなたたちはまだもう少しいいでしょう？」と、伊吹と彼方をやんわり牽制けんせいする。

「また来月顔を出します」

　コートを手にした秋守がパパに言った。

「いろいろ大変だとは思いますが、無理をしないよう……体に気をつけて」

「はい。パパも風邪を引かないようにしてください」

　彼方が何か言いたげな面持おももちでこっちを見ているのを感じたが、亨は気がつかないふりで、「じゃあな」と手を振り、秋守と一緒に居間を出た。廊下を並んで歩き、玄関から外に出たところで切り出す。

「このあとさ、うちに寄ってけよ」

　秋守がわずかに肩を揺ゆらし、こっちを見た。訝いぶかしげな声音を出す。

「……明日、早いんじゃなかったのか？」

「早いけど、おまえと話したいことがあるから」

「…………」

　困惑こんわくした面持ちの秋守に向かって、「おまえ車だろ？　俺チャリだから、アパートの前で落ち合おう。先に着いたら部屋の前で待ってて」と勝手に段取りを決めた亨は、返事を待たずにさっさと自分のロードバイクへと歩み寄った。

「じゃ、あとでな」

　告げるなりロードバイクを漕こぎ出だし、先に鉄門から出る。冷たい夜風を顔に受けながら、いささか強引だったかな、と反省した。

　でもこれくらいしないと、秋守は本当のことを言わない気がする。

　待宵月の煌々こうこうとした月明かりの中、十分余り夜道を走って、アパートに到着。

　二階建て鉄筋コンクリートのアパートは、築四年でまだ比較的新しい。養子縁組をした際に、日鷹ひだか夫婦の住居と徒歩五分の距離のこのアパートに越してきた。『HIDAKA』とも自転車で一分の距離なので都合がいい。

　アパート裏手の駐輪場でロードバイクを降り、コンクリートの階段を上がると、廊下の突き当たりに長身の人影があった。ロングコートを着たその人影に近づき、「待った？」と訊く。

「いや、俺も今着いたところだ」

「車は？」

「近くの駐車場に入れてきた」

　秋守の返答にうなずき、取り出した鍵で解錠かいじょうした。ドアを開け、先に玄関に入って靴を脱いでから、まだ廊下にいる秋守に「入ってよ」と促す。

　一瞬、躊躇ためらう素振りを見せた秋守が、だがやがて「お邪魔します」と室内に足を上げた。

　秋守がこの部屋に上がるのは、イブの夜以来で二度目だ。あの時は、クリスマス商戦のハードワークにバテきってふらふらで戻って来たら、不意打ちで秋守が部屋の前に待っていて、驚いたっけ。

　──おまえの誕生日は、どうしても一緒に祝いたかったんだ。

　──俺にとっては大切な日だ。二十九年前の昨日、おまえが教会の前に置いていかれなかったら、おまえとの出会いもなかった。

　──だからやっぱり十二月二十四日は、俺にとって特別な日だ。

　本当の親にも祝ってもらったことがない誕生日を、「大切な日」で「特別な日」と言ってもらえたことがうれしかった。

　はっきり意識のある秋守と、ちゃんとまともなキスをしたのも、あの夜が初めてで──。

　熱かった唇の感触を思い出しそうになり、あわてて亨はダウンを脱いでエアコンのスイッチを入れた。カーテンを閉め、脱いだダウンを部屋の片隅かたすみのベッドに投げる。

「適当にくつろいでてよ。あと、コートとジャケット貸して」

　秋守が脱いで渡してきたカシミヤのコートと仕立てのいいジャケットをハンガーに掛け、三畳さんじょうのキッチンに立つ。ここまでは前回と同じ流れ。しかし今日はお湯を沸かしてお茶を淹れる代わりに、赤ワインに水と砂糖、クローブ、カルダモン、シナモン、オレンジの皮を加えたものをレンジで温めた。耐熱カップに注ついだホットワインを、トレイに載せてローテーブルまで運ぶ。ソファに腰掛けた秋守の前に、片方のカップを置いた。

「これは？」

「ヴァン・ショー──ホットワインだよ。フランスだとクリスマスに呑のむんだ」

「へぇ……ホットワインか」

「熱してアルコールが飛んだ分、ラムとか入れるんだけど、今日はおまえが車だからそのまんま」

　自分も秋守の隣りに腰を下ろし、カップを口に運ぶ。アルコールは蒸発しても、赤ワインの風味はちゃんと残っていた。ワインに溶け込んだスパイスが体を芯から温めてくれる。

「……あったまるな」

　カップに口をつけた秋守が、吐息混じりにつぶやいた。

　その横顔に視線を留め、亨は小さく息を呑む。

　教会堂も牧師館も照明があまり明るくないので気がつかなかったが、こうして蛍光灯けいこうとうの下で改めて見ると、顔色が優すぐれないのがよくわかったからだ。クマというほどではないが、目の下がうっすら黒ずんでいる。明らかに睡眠不足だ。

　ホットワインを呑み干し、カップをソーサーに置いた亨は、体の向きを秋守のほうに転じた。

「秋守」

　呼びかけに、やはりカップをソーサーに置いて、秋守が顔を上げる。亨は間近の、愁うれいを含んだ黒い瞳をじっと見つめた。

「おまえさ、なんか心配事があるんじゃないのか？」

　どう切り出そうかと迷った末に、結局ストレートな物言いになる。秋守が形のいい眉をわずかにひそめた。

「……亨」

「この前バレンタインに会ったあと三日間連絡なかったし……や、別にそれを責めてるわけじゃなくって、なんか変だな、おまえらしくないなって気になって……。そしたら昨日、連絡もらった時も様子が変だったし、今日だって家族礼拝の間じゅうどこか上うわの空そらって感じだった」

　言葉を重ねる亨の視線の先で、眉間みけんの縦筋たてすじが深まる。

「それで……部屋に呼んでくれたのか」

「電話とかメールで訊いても本当のこと話してくれない気がしたから、きちんと膝ひざつき合わせて話したくってさ」

「…………」

「なぁ、なんかあったのか？」

「…………」

「あったんだろ？」

　追及ついきゅうを躱かわすように、秋守がすっと視線を外はずした。

「……おまえが気に病やむようなことは何もないよ」

　そう低く言ってから視線を戻す。無理に作ったみたいな笑顔で言い添えた。

「心配かけてすまなかった」

「………っ」

　このまま曖昧あいまいに誤魔化されそうな気配を察して、反射的に秋守の腕を摑む。二の腕を摑んだまま、亨はじりっと膝を詰めた。

「何もないなんて嘘だろ？」

　子供の頃からそうだった。大人しかったせいでいじめっ子グループに狙ねらわれて、小突き回され、殴なぐられても、秋守はそのことを誰にも言わなかった。親代わりのパパに心配をかけまいと、何をされても黙って耐えていた。

　だから亨は、秋守の顔に痣あざを見つけるやいなや、いじめっ子のリーダーの家にすっ飛んでいって、ふたつ年長のそいつと取っ組み合いの喧嘩をした。音をあげたいじめっ子が「二度といじめません」と誓うまで、絶対に退ひかなかった。

「嘘ついたってすぐわかる。嘘つく時、おまえいつも笑うんだ。悲しそうな顔で……」

「……亨」

　端整な貌かおが苦しげに歪ゆがんだ。

「おまえのことならなんでもわかる。だって子供の頃から一緒だったんだから。一緒のベッドで寝て、一緒に遊んで一緒に笑って……楽しい時も辛つらい時も寂さびしい時もずっと……っ」

　不意に摑んでいた手を振り払われた──かと思うと逆に二の腕を摑まれ、ぐいっと引き寄せられる。シャツの硬くて広い胸に顔がぶつかると同時に、ぎゅっと強く抱き締められた。

「秋……守？」

　息ができないほどのきつい抱擁ほうように、背中がしなる。

「なっ……どうし……」

　戸惑とまどいの声をあげた直後、ふっと拘束こうそくが緩み、体を少し離された。焦点しょうてんがぶれるほどの至近で目と目が合い、「秋……」とその名を呼ぼうとした時。

　いきなりキスをされた。

「………っ」

　しっとりと熱を帯びた唇に唇を塞ふさがれ、大きく両目を見開く。

　びっくりして抵抗も忘れ、束の間、吸われるがままになっていた亨は、ほどなく濡ぬれた舌で唇の隙間すきまを突かれて、びくっと震えた。

（え？　え？）

　強引に唇を割った舌が、勢い口の中に押し入ってくる。脳裏に「あの夜」のことが蘇よみがえり、とっさに抗あらがおうとしたけれど、両方の手首を摑まれて動けない。

「んっ……ぅ、んっ」

　逃げを打つ舌を追い詰められ、搦からめ捕とられた。少し荒っぽく吸い上げられる。かと思うと口蓋こうがいをねっとりとまさぐられ、時折舌を甘嚙みされて、ぞくぞくっと背筋に震えが走った。

「つ……ふ……ッ」

　お互いの舌と舌が絡からまり合あい、唾液だえきが混ざり合う、くちゅっ、ぬちゅっと濡れた音が鼓膜こまくに響く。眦まなじりが熱を持ち、ぎゅっと閉じた目蓋まぶたの下で瞳がじわっと濡れるのが自分でもわかった。

　秋守の洗練されたノーブルな雰囲気からは想像もつかない、獣けものじみたキス。

　情熱的かつ巧たくみな舌遣いに翻弄ほんろうされているうちに、だんだん頭の芯が痔しびれてぼうっとしてくる。

「……ん……ぅ……ッ」

　どのくらい口の中を好きにされていたのか。この前の触ふれるだけのキスなんかキスのうちに入らないことを思い知らされ、酸欠も相まって気が遠くなりかけた頃、漸ようやく絡まり合っていた舌が解ほどかれ、名残惜なごりおしげに唇を離された。きつく摑まれていた手首も自由になる。

「……はぁ……はぁ」

　息が上がり、心臓が破裂しそうに高鳴っている。胸を大きく喘あえがせながら、亨は力の入らない手で、秋守の胸を押した。

　密着した男の体を押し剝がし、上目遣いに睨にらむ。秋守は思い詰めたような眼差しをじっと注そそいできた。その熱っぽい双眸をまっすぐ睨み返して、濡れた唇を開く。

「お、おまえ……やっぱ変だぞ？」

　荒い呼吸に紛まぎれ、なんとか声を発した。

「何かあったなら……ひとりで溜ため込こまないで言えよ。そ、そのために俺がいるんじゃん」

「…………」

「もしかして俺に迷惑がかかるとか思って、それで黙ってんのかよ？　だとしたらマジで怒るぞ。そんな遠慮、却かえって迷惑なんだよ。去年の秋、おまえと急に連絡取れなくなって、俺がめちゃめちゃ心配したの、わかってんだろ？」

「それは……わかっている」

「もう、ああいうの嫌なんだよ。……じゅ、十四の時だって、おまえ、何も言わずに留学しちゃって……いつだって会いに戻って来るって約束……したのに……っ」

　亨が望めば、いつだって会いに戻ってくる。

　──神様に誓う。

　果たされなかった約束。

　言い募っている間にどんどん全身が熱くなってきて、唇がわななき、鼻の奥がつーんと痛くなる。ただでさえ、いきなりのキスで気持ちが昂たかぶっていたのに加えて、秋守を失ったと思った際のヒリヒリとした喪失感までもが胸に迫ってきて──。

「俺……俺がどんだけショックだった……かっ」

　ヤバイと思った時にはすでに遅く、昂ぶった感情が眦からぶわっと溢あふれ出でる。

　いい年して人前で泣いてしまった自分が恥ずかしく、亨は「くそっ」と叫んで涙を手の甲こうで拭ぬぐった。泣き顔を隠すために、くるっと後ろを向く。

　秋守が美国ハウスを去ったあの粉雪がちらつく冬の日から、生理的な涙を流す以外では泣いたことがなかった。

　たぶんあの時、一生分の涙を使い果たしてしまったんだと思っていたのに。

「──亨」

　切ない声で名前を呼んだ秋守が、後ろから抱き締めてきた。あたたかい体に包まれて、一層いっそう涙が止まらなくなる。

「亨、ごめん……悪かった」

「……っ……ッ」

　必死に嗚咽おえつを堪こらえていたら、震える肩を摑まれ、体を返された。哀切を浮かべた黒い瞳と目が合う。

「……すまない」

　真摯しんしな声の謝罪のあと、秋守が顔を寄せてきて、唇でそっと眦の涙を吸い取った。次に亨の頭をやさしく撫なでる。

「泣かないでくれ」

　昔と逆だ……と思った。

　泣き虫で泣いてばかりの秋守を、慰なぐさめていた昔と。

「毎日大変な思いで仕事をしているおまえに、心配をかけたくなかったんだ。余計ないざこざに巻き込みたくなかった」

「馬鹿……そのほうがよっぽど……」

「そうだな……却って心配をかけてしまった」

　反省の色を顔に浮かべた秋守が、亨の目を覗のぞき込こんだ。

「──聞いてくれるか？」

　漆黒しっこくの双眸を見つめたままこくりとうなずく。

　すると、秋守は表情を改め、意を決したかのように口火を切った。

「実は俺自身……あまりのことに、まだ頭が混乱しているんだ」

　錯綜さくそうする思考を整理するような、ゆっくりとした口調で話し始める──。
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　その男から電話があったのは、亨とおるに呼び出されて短い逢瀬おうせを持った翌日の午後だった。

　昼食のあと、一時半からの会議までの間、執務室しつむしつのデスクでパソコンに向かい、海外から届いたメールに目を通していた秋守あきもりは、机上の電話の呼び出し音にモニター画面から顔を上げた。

　オフィスフォンに手を伸ばし、受話器を取る。肩と首の間に挟はさんで「はい」と応じた。

『支社長宛にお電話が入っております』

　低めの男性の声が告げる。五名いる秘書を纏まとめる秘書室長だ。

　普段、電話の取り次ぎは女性秘書の仕事である。また彼の声が、幾いくばくかの困惑こんわくを含んでいることに気がつき、秋守は眉まゆをひそめた。

　自分宛に、日に数十本、多い日は百本近くの電話がかかってくる。取引先や仕事関係者からの電話がほとんどだが、中には、どこで直通の電話番号を調べたのか、面識のない週刊誌の記者が取材目的でかけてきたりするので、秘書の段階で取り次ぐべきか否いなかを判断する。つまり、ここまで辿たどり着つく電話は、身元がはっきりしている相手からのものということになるが、わざわざ室長が取り次ぐには何か理由があるのだろうか。

「誰から？」

『中年の男性で、田辺たなべさんと名乗られておいでです』

「田辺？　覚えがないな。どこの田辺さんだろう」

『それが……お尋たずねしてもお名前しかおっしゃらないのです』

　秋守は首を捻ひねった。自みずからの所在を明らかにしないような相手の電話を取り次ぐ室長を、不思議に思ったからだ。その疑問を口にしようとした矢先。

『自分は支社長のお父様の友人で、お父様の件で支社長に話がある──とおっしゃっていまして……』

　お父様の件？

　ますます訝いぶかしげに秋守は眉根を寄せた。

　自分に父親はいない。母も病で早世し、肉親と呼べる存在で生存しているのは祖父母だけだ。

　そのことを室長も知っているが、万が一、本当に父親の知人だった場合、失礼に当たると考えたのだろう。胡散臭うさんくささを覚えつつも、念のために取り次いだに違いない。

　そんなふうに考えていると、室長が『あの……』と、幾分か言いづらそうに切り出してくる。

『こう言っては失礼ですが、いささか物言いが乱暴な方です』

「それは、ガラが悪いということ？」

『……はい』

　躊躇ためらいがちに室長が肯定こうていした。

『お心当たりがないようでしたら、お断りいたしますが』

　暗に、そうしたほうがよろしいのでは？　と言いたげな声を秋守は遮さえぎった。

「いや……繋つないでくれ。話をしてみる」

　電話口の向こうに一瞬沈黙が降り、だがすぐに気を取り直したように室長が『かしこまりました。外線の一番にお繋ぎいたします』と応じる。

　秋守は受話器を右手に持ち替え、外線ボタンを押した。

「お待たせしました、士堂しどうです」

『……士堂秋守さん？』

　五十がらみの男の、やや嗄しわがれた低音が鼓膜こまくに伝わる。室長の言うとおり、お世辞せじにも品がいいとは言えない声だ。

『私、田辺と申します』

「お名前に心当たりがないのですが」

『ああ……実は面識はないんですよ。改めまして、極衆会きょくしゅうかいの田辺と申します』

　男が口にした名称に、秋守はひそかに息を呑のんだ。

　極衆会。名前だけは耳にしたことがある。

　関東一円を支配下に置く広域暴力団。すなわち、やくざだ。

　これは……室長の勧すすめに従っておいたほうがよかったかと、少しばかり後悔する。

　秋守自身、欧米での生活が長いせいもあって、実際に接した経験はないが、関わり合いにならないほうが賢明な人種であることは容易よういに察しがつく。

　電話を切ってしまうのは簡単だ。取り合わずに受話器を置き、二度とこの番号を取り次がないようにと秘書に命じればいい。

　だが、そうしてしまうには、心残りがあった。

　父の友人だという男の主張が、もし本当だったら？

　真実である確率は極めて低いと思われたが、それでもここで断ち切ってしまったら、父について知る唯一の機会を失ってしまう可能性がある。十四歳で出自しゅつじが判明してから今日まで、父に関する情報がもたらされたことは一度もなかった。

　秋守の母──士堂秋恵あきえは、父との交際を祖父母に反対され、駆け落ち同然に士堂の家を出たらしい。だが、父とはなんらかの事情で別れることになり、ひとりで自分を産んだ。

　出産後、不幸にも血液の病気を発症し、乳飲ちのみ子ごを育てきれないと覚さとって、泣く泣く教会に託したようだ。

　生まれて二ヶ月の秋守を美国みくに教会に預けたのちに実家に戻ったが、治療に専念するも回復することなく、しばらくして亡くなったと、祖父母に聞かされていた。

　娘の死後、遺品から孫の存在を知った祖父母は、士堂家本家直系の血を引く孫を執念しゅうねんにも似た根気で捜し続け──ついに十五年前、その消息を摑つかんだ──。

　士堂家に引き取られてから祖父母に生前の母の写真を見せてもらい、どんな人柄ひとがらだったのかをエピソードを交えて聞かされてもいたので、漠然ばくぜんとではあったが母親に対するイメージは持っている。

　だが、こと父親に関しては、まったくの白紙だった。祖父母に尋ねても、「わからない。知らない」の一点張りだったからだ。

　むしろ、父の話題は士堂家ではタブーだった。その話題を振ると、祖父母は必ず顔をしかめ、著いちじるしく気分を害すので、いつしか秋守も口にすることがなくなった。

　祖父母にとっては、かわいいひとり娘を奪い、身重みおもの娘を捨て、結果的に死に至いたらしめた憎い男だ。その存在を忌いみ嫌きらうのもわかる。

　秋守にとっても──たとえなんらかの理由があったのだとしても──母ともども自分を捨てた父親だ。

　もはや生きているのかどうかさえわからないが、仮に生きていたとしても、二十九年間かかわりなく生きてきた相手と、今更親子の対面を果たしたところで何がどう変わるものでもない。

　そう思い、敢あえて調査会社に調査を依頼することもせず、今日まできたのだが。

「どういったご用件でしょう？」

　警戒心を帯びた声で秋守が問うと、男は『私はあなたのお父さんに関して情報を持っています』と言う。

「……父をご存じなのですか？」

『ええ、知っています』

　揺ゆるぎない断言に、秋守は少なからず衝撃を受けた。にわかには信じられない気分で、思わずつぶやく。

「……失礼ながら、信じられません」

『お母さんの秋恵さんは、三十年前、あなたの父親にあたる人物と駆け落ちした。一年後、あなたを産んだが、不治の病が発覚。秋恵さんの手で教会に預けられたあなたは、十四歳まで教会に併設へいせつされた養護施設で育った。違いますか？』

「………っ」

　母の駆け落ちは士堂家にとって一大スキャンダルでありトップシークレットだ。醜聞しゅうぶんが世に知れ渡るのを畏おそれた祖父母は、母は海外に留学して、その留学先で亡くなったと公表していた。

　秋守が見つかった際も、海外の知人のもとで育てていたとし、マスコミの追及ついきゅうを躱かわすために、嫌がる秋守をかなり強引に英国イギリスへ留学させた。

　そうまでして祖父母がひた隠しにした真実を、この男は知っている！

　衝撃に言葉を失っていると、男が満足げな声を出した。

『信じていただけたようですね』

「父は……父は生きているんですか!?」

『おおっと、これ以上は今ここではお話しできません。真実が知りたいならば、直接お会いしましょう』










　──早速ですが、明日の夜はいかがですか？

　──……少し考えさせてください。

　──わかりました。色よい返事をお待ちしています。

　会わないほうがいいと頭ではわかっていた。

　相手はやくざだ。そして自分は一個人であると同時に、関連企業を含めれば数十万の社員を抱かかえる士堂グループをいずれ継つぐ立場だ。やくざなんかと軽々しく会うべきじゃない。

　もし暴力団関係者と会っていたことがマスコミに知られたら、あらぬ疑惑を持たれ、ありもしないことを憶測おくそくで書き立てられる畏れもある。

　それに、男から電話を受けるまでは、血縁上の父親の存在にさほど関心はなかった。

　自分にとって、父親と呼べる存在がいるとすれば、それは唯一、捨て子だった自分を十四歳まで育ててくれた「パパ」だ。血の繋がりなど、さして意味はない。

　そう思っていたのに……。

　──私はあなたのお父さんに関して情報を持っています。

　あの台詞セリフにここまで心を揺さぶられるとは、自分でも予想外のことだった。

　今までは漠然とイメージすることすらできなかった「父」という存在が、突如とつじょ人間としてのリアリティを伴ともなって目の前に現れ出いでてきたかのような──。

　どんな人なのか。面差おもざしは自分に似ているのか。声は？　どんなしゃべり方をするのか。

　どうして……自分と母を捨てたのか。

　知りたい。

　だが、会うべきじゃないと理性が警鐘を鳴らしている。

　欲望と理性の間で、心が激しく揺れた。

　祖父母は無論のこと、側近の誰にも相談できなかった。すれば反対されるに決まっている。

　田辺がやくざであることを思えば、亨にも相談はできない。毎日早朝から夜遅くまで身を粉にして働いている亨を、余計なトラブルに巻き込みたくなかった。

　悶々もんもんと眠れぬ夜を過ごし、一夜明けた翌日──仕事に集中できずに日中を過ごした秋守は、夕刻、田辺の誘いに応じる返事をした。直前まで悩み抜いたが、結局のところ、父を知る人物に会いたいという衝動を抑おさえきれなかった。

　田辺が指定してきたのは、銀座にある会員制のクラブだった。人目に触ふれない場所ということか。秋守も運転手を帰らせ、自分の車で約束の場所に赴おもむいた。

　クラブに着いて田辺の名を出すと、ママらしき着物の女性に、薄暗い店の一番奥の個室に案内された。ビロード張りのソファにふんぞり返った田辺は、声から予想したとおりに一目で筋モノとわかる男だった。

　年齢は五十がらみ。がっちりと筋肉質の体軀たいくを銀ねずみ色のダブルのスーツに包み、白髪混じりの頭を短く刈り上げている。ゴルフ焼けなのか肌はだは赤黒く、細い目は眼光が異様に鋭い。

「こんなところまでご足労いただきまして恐縮です」

　田辺に名刺を渡されたが、秋守は名刺を出さなかった。

　男の名刺には『極衆会本部　本部長　田辺雄一ゆういち』とある。幹部なのかもしれない。

　勧められたソファに腰を下ろすと、田辺はじろじろと遠慮のない視線で秋守を眺ながめ回まわしたあとで、嗄れた声を発した。

「いやぁ、噂うわさに違たがわぬ男ぶりですな。その上名門の出身で英国の大学まで出てらっしゃる。あなたのような人を本物のサラブレッドと言うんでしょうなぁ」

　雑談をするつもりはさらさらなかったので、お追従ついしょうににこりともせず、秋守は早速本題に斬きり込こんだ。

「私の父に関して情報を持っているというお話でしたが」

　田辺が煙草たばこに火を点つけ、ふーっと紫煙しえんを吐き出す。秋守が流れてきた煙けむりに顔をしかめても、気にする素振りはない。

　焦じらすつもりか、ゆっくりと煙草を半分ほど灰にしてから、おもむろに田辺が言った。

「あなたのお父上は私と同業、つまりやくざですよ。こういう言い方はあれですが、あなたと同じでやくざの中でもエリートですな。現在は極衆会のナンバー２で、次期会長候補と目もくされている」

「………っ」

　予想だにしなかった展開に、後頭部を鉄槌てっついで殴なぐられたような衝撃を受ける。

　父が……やくざ？　それも現役の？

「表向きは『Ｋフロンティア』という経営コンサルティング会社の代表になっているが、実質、Ｋフロンティアは極衆会のフロント企業です」

　言葉もなく瞠目どうもくする秋守の前で、田辺が胸元に手を入れ、何かを引き出した。ローテーブルの上に置かれたのは一枚の写真。秋守に向かってすっと押し出す。

「右の人物が佐伯守夫さえきもりお、あなたのお父上です」

「…………」

　まだ激しく動揺どうようを引ひき摺ずったまま、秋守は写真に視線を落とした。

　バストアップのふたりの男のうち、右側の男を食い入るように見つめる。年齢は五十代半なかばくらいか。まだたっぷりとしたシルバーグレイの髪をオールバック気味に流し、三みつ揃ぞろいのスーツに身を包んだその姿は、一見してやくざに見えない。

　端整たんせいで、どちらかと言えば知的な面差し。企業人でも充分に通るだろう。ただ目つきが人並み外はずれて鋭いところは田辺と共通していた。

「どうですか？　似ているでしょう？」

　自慢げに言われて、こくっと喉のどを鳴らす。

「額ひたいから鼻筋、目許めもとのあたりなんかそっくりだ。さっき部屋に入ってきたあなたを見て、佐伯かと思いましたよ」

　冷たい汗がじわっと脇に滲にじむのを感じた。

　否定できなかった。

　自分の容姿を完全に客観的に見ることはできないが……確かに似ている気がする。

　いや……待て、他人の空似という可能性も……。

「疑われるようなら、ＤＮＡ鑑定でもなんでもすればいい。まぁ、足搔あがくだけ無駄でしょうがね」

　秋守の心を読んだかのように、田辺がせせら笑った。

　ゆっくりと顔を上げて、自信満々に分厚い唇くちびるを歪ゆがめた田辺を見る。

　何が狙ねらいだ？

　自分をここに呼び出した男の真意を探ろうと眼光を強めた時、田辺が煙草の吸い差しをクリスタルの灰皿にぎゅっとねじ込んだ。

「士堂さん、あなたは名門士堂家の跡継ぎだ。現在、士堂グループのＣＥＯはあなたのお祖父じいさんだが、ゆくゆくはその座もあなたが引き継ぐ。そんなあなたと、現役の暴力団幹部に血の繋がりがあると世間に知られたら、それはそれは大変な騒ぎになるでしょうなぁ」

　したり顔の男を、秋守は睨にらみ据すえた。カラカラに乾いた喉を開き、掠かすれた声を絞しぼり出だす。

「……何が言いたい？」

「これだけのネタだ。玄人くろうとの口を黙らせるにはそれなりの金額が必要ということですよ」

　ついにその本性ほんしょうを表した田辺が、獲物を前にしたハンターの目つきで嘯うそぶいた。
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　長い述懐じゅっかいを終えた秋守が、ふっと息を吐つく。その疲労の色の濃い顔を、亨は言葉もなく見つめた。

「…………」

　秋守の告白は、思いも寄らない内容だった。予想だにしなかった展開に、話を聞き終えた今もまだ頭が混乱している。

　秋守のお父さんが生きていた。

　今まで謎だった父親の素性がわかったことは、素直によかったと思う。

　対する自分は、両親ともにどこの誰なのかわからない。秋守と違って捨てられた時に手紙も添えられていなかったから、肉親を辿る手立ては皆無かいむ。向こうから会いにでも来てくれない限り、今後も本当の親を知るチャンスはゼロ。

　自分のルーツがわからないことに、不安がまったくないかと言えば嘘だ。

　普通の人が当たり前に持っている「核」が自分にはない。

　アイデンティティに悩む思春期はとうに過ぎたし、パパに愛情をたっぷりかけてもらったおかげでグレることもなくここまで来た。それでもたまに、夜中にふと目を覚ました時などに漠然と、心許ない気分に襲われることがある。この覚束おぼつかない感覚は、きっと一生消えないのだろうなと思う。

　そういった意味で、自分がどこの誰かがはっきりしている秋守は羨うらやましいけれど。

（だけど……単純に「よかったな」じゃ済まない……）

　何か言わなくちゃと思いつつも、綿が喉に詰まったみたいに声が出なかった。ごくっと唾つばを何度か呑のみ込こんで、ようやっと掠れた声が出る。

「つ……つまり、そのやくざが強請ゆすってきたってこと？」

「そうだ」

　秋守が沈痛な面持ちで肯定する。

「っていくら？」

「田辺は口止め料として十億要求してきた」

「十億……！」

　半開きの口から上擦うわずった声が漏もれた。

　庶民しょみんの自分にはまるきり縁のない大金だ。秋守にとっては、用意できなくはない金額なのかもしれないが。

「おそらく一度でも応じれば、二度、三度と際限なく強請られ続けることになるだろう」「一生カモられるってことか」

　確かに相手はやくざだ。金が出るとなれば、骨の髄ずいまでとことんしゃぶり尽くすに違いなかった。

　その田辺って男が、どういった経緯けいいで情報を仕入れたのかはわからないが、とてつもなく大きな金脈を掘り当てたのは間違いない。何しろ相手は天下の士堂財閥だ。

「で、どう返事したんだ？」

「急に父親だと言われてもにわかには信じられないと言ったら、佐伯に会わせると……」

「直接会って、自分で真偽を確かめろってこと？」

　厳しい顔つきでうなずく秋守に、亨は思わず詰め寄った。

「それで……どうするんだ？　会うのか？」

「正直悩んでいる。……祖父母は大反対するだろうしな」

　十五年前に一度だけ、その姿を垣間見かいまみた老夫婦を思い起こす。黒い車に乗って、秋守を連れ戻しに来たふたりの姿は、亨の中で辛つらい記憶として脳裏のうりに焼き付いてしまっている。

　秋守の祖父母が、自分たちハウス出身の元孤児こじと孫の交流を快こころよく思っていないのが折に触ふれて伝わってくるので、余計に苦手意識があるのだが。

「お祖父さんとお祖母ばあさんには？」

「……家に戻ってすぐに話をした。佐伯の名前を出したらふたりとも顔色を変えていたよ」

「じゃあやっぱり……」

「彼らの狼狽ろうばいを見て、田辺の話が本当だと確信を持った」

　秋守が昏くらい目で宙を睨む。

「父の素性を知っていたのに、彼らはそれをずっと俺に隠していたんだ」

　──なんで黙っていたんですか！　俺の父親ですよ!?

　──あんな汚らわしい男！　父親でもなんでもないわ！　何も知らない秋恵を誑たぶらかしてっ！

　──いいか、絶対にかかわるな！　あいつはクズだ！　あのクズのせいで、おまえの母親は死んだんだ！

　──秋恵はあいつに殺されたのよ！

「祖母は絶叫して泣き崩れるわ、興奮した祖父の血圧は急上昇するわで……かかりつけ医を呼んで鎮静剤を点滴してもらってなんとか寝かしつけたが……話の続きをするどころじゃなかった。今日もまだ寝込んだままだ」

「……そっか」

「祖父母がそこまで忌み嫌う男の血が、俺の中には半分流れているということだ」

　自嘲じちょうを帯びたつぶやきに、胸がひりっと痛んだ。

　秋守は、実の父親がどんな仕事に就ついていたって、それでどうこう思うやつじゃない。断じて、職業で人を差別したりしない。

　だけど現実問題、父親が暴力団幹部であることによって恐喝されている。

　その事実だけで、リスクを負おってしまっているのだ。

　これ以上は近寄らないのが賢明なのは、亨にもわかる。

（わかるけど……）

　亨の視線を感じたのか、秋守がこちらを見た。端整な貌かおに苦悩を浮かべてつぶやく。

「……父が生きていたことはうれしい」

「うん。俺だって、『おまえの肉親は生きて元気だよ』って言ってもらえたら、めちゃめちゃうれしいもんな。たとえ自分を捨てた親だって」

　素直な心情を吐露とろすると、秋守がじわりと目を細めた。

「……亨」

「……会ってこいよ」

　懊悩おうのうが透すけて見える黒い瞳を見つめて告げる。

「親父さんに会ってこいよ」

　秋守の双眸そうぼうが、今度はわずかに見開かれた。

　秋守と一日違いで教会に捨てられ、一緒に孤児として育った自分だからわかる。

　子供の頃、母のいない寂さびしさをお互いの存在で埋うめ合あった仲だから……。

　秋守の葛藤かっとうが手に取るようにわかるからこそ、亨はもう一度繰くり返かえした。

「チャンスがあるなら会ったほうがいいって」

　背中を押す亨を黙って見つめ返し、秋守はしばらく熟考しているようだった。だがやがて首を横に振る。

「いや……会わないほうがいい」

「秋守！」

「向こうだって今更成人した息子が現れて、会いに来られても迷惑かもしれないしな」

「そんなこと……」

　ないって！　と否定しかけた言葉尻を「そうでなければ」と遮られた。

「向こうにも会いたい気持ちがあるなら、とうの昔になんらかの形で接触してきているはずだ」

　硬い表情でそう結論づけた秋守に、それ以上の説得の言葉を持たず、亨はきゅっと奥歯を嚙かみ締しめた。

　冷静に考えれば会わないほうが安全だと頭ではわかっているから、本人が会わないと言っているのに、第三者の自分がごり押しするわけにもいかない。

（結局……なんの役にも立てないじゃん）

　悩みを訊きき出だしたところで、秋守の心の負担を取とり除のぞく術すべをなんら持たない自分が不甲斐ふがいなかった。










「明日も早いのに遅くまで邪魔してすまなかった。けど、聞いてもらえてすっきりしたよ。ありがとう」

　こっちの心情を慮おもんぱかってか、感謝の言葉を残して秋守が帰っていったあとも、亨の脳裏からは聞いたばかりの秋守の父親の話が離れなかった。

　──向こうだって今更成人した息子が現れて、会いに来られても迷惑かもしれないしな。

　秋守はああ言ったけれど、本当にそうだろうか。

　お父さんが会いに来なかったのには、理由があるのかもしれない。

　暴力団幹部という自分の立場が息子に与える悪影響を鑑かんがみ、故意に関係を断っていたのかもしれないし、あるいはそもそも秋守の存在を知らなかった可能性だってある。

　もしそうだとしたら、今後も父親のほうから会いに来る可能性がないのだとしたら、秋守は親子対面の最初で最後の機会を失うのかもしれなくて……。

　いいのか？　本当にそれで？

　ひとりで悶々と考えたが答えが出ず──一晩中考えあぐねた亨は翌日の業務終了後、美国みくに教会へ出向いた。

　パパと梗一きょういちに、秋守が置かれた状況を説明し、ふたりの意見を仰あおぐためだ。

　秋守を十四歳まで育てたパパにとっても、兄弟同然の梗一にとっても、秋守の身に起きた今回の件は他人事ではないはずだった。

　牧師館ぼくしかんの居間で亨が経緯を語り終えると、肘掛ひじかけ椅子いすに座った梗一が難しい顔つきで眼鏡めがねを押し上げた。

「……厄介やっかいなことになったな」

「父親が明らかになったのは喜ばしいことですが」

　梗一の横でやはり肘掛け椅子に座したパパも複雑な表情だ。

　ふたりと向き合うようにソファに腰掛けた亨は、真剣な面持ちで自分の考えを述のべた。

「父親とはいえ、やくざの幹部と会うのが危険だっていうのはわかっている。秋守の立場上、万が一のリスクも避さけたほうがいいってことも……。でも秋守はああ言ったけど、俺は、その佐伯って人には、息子に会いに来られない事情があるんじゃないかって気がするんだ」

「顔を合わせづらい事情は山ほどあるだろうな。やくざだし、母子ともども『捨てた』わけだしな」

　亨の台詞セリフを受けて、梗一がシニカルな物言いをする。

　零歳から十四年間『捨てられた』秋守の面倒を見てきた梗一としては、嫌みのひとつも言いたい気持ちはわかったが、同じように『捨てられた』立場の亨は敢えて佐伯を庇かばった。

「それだって、本人には『捨てた』実感はないのかも。下手へたをすると秋守の存在自体知らない可能性もあるんじゃないかな？　そうなると、今回を逃した場合、秋守が父親に会う機会チャンスは二度と訪れないかもしれない」

「父と子が親子の名乗りをあげられないのは悲しいことです」

　パパが沈痛ちんつうな声を出す。

「俺は、このまま会わなかったら秋守はのちのち後悔すると思うんだ。それに、今この時期を逸いっして秋守が士堂グループを継いでしまったら、ますます対面のハードルが高くなる」

　自分の見解を口にしたあとで、亨が「どう思う？」と振ると、梗一がふんと鼻を鳴らした。

「まぁ、どんな事情があるのかは、本人に会って直接訊かなければわからないからな」

　冷ややかな口調ではあったが、概おおむね自分の意見に賛同してくれているようだと察して、亨はパパを見た。

「私も……亨、あなたの意見に賛成です。自ら望んで我が子を手放す親はいません。皆、それぞれそうせざるを得ない事情があるのです。状況が許すのならば、親は子供にその事情を明かすべきですし、子供には真実を知る権利があります」

　牧師の仕事の傍かたわら養護施設「美国ハウス」を運営し、ショートステイを含めれば十人以上の子供たちを預かってきたパパの言葉には重みがあった。

　亨自身、なんで自分を手放したのか、両親に訊けるものなら訊きたい。納得できるかどうかは別として、それによって少なくとも長年抱かかえてきた最大の謎は解消されると思うから。

　ふたりの意見を聞いて迷いが吹っ切れた亨は、「俺が秋守を説得する」と言った。

「父親に会うようにもう一度話してみる」

「おまえが説得するのが一番いいだろうな」

　賛同した梗一が「ただし」と釘を刺す。

「仮に秋守が説得に応じたとしてだが、顔合わせに際して、その田辺とかいうやくざに借りを作るのは危険だ」

　梗一の意見に亨もうなずいた。

　それをやったら、田辺の恐喝に半ば屈するも同然だ。

「あいつらは、わずかでもつけ入る隙すきを見せるとどんどんつけ込んで来るからな」

「うん」

「田辺を介さずに、親子を対面させる」

「つまり、俺たちの仕切りでってこと？」

　確認の問いを、梗一が「そうだ」と肯定する。

「イレギュラーではあるが、これもひとつの『ミッション』ということだな」

　ひさしぶりの『ミッション』。それも「秋守と父親の対面を果たさせる」という重要なミッションだ。自然と気合いが入る。

「おっし」

「幸い、佐伯に関する最低限の情報は手許に揃っている。由利ゆりの力を借りれば、直接コンタクトを取ることは、さほど難しくないだろう。それだけ大きなやくざ組織のナンバー２なら、警察に詳細なデータがあるだろうからな。由利には俺から連絡を取るから、おまえは秋守の説得にかかれ」

　リーダーである梗一の指示に、亨は「了解」と応じた。

「あと彼方かなたには俺から話してみるよ」

「頼む」

「あまり危険な真似まねはしないように、どうかくれぐれも気をつけてください」

　相手がやくざということで、心配そうなパパに向かって、亨は安心させるように笑いかけた。

「大丈夫。みんなもう大人だから無茶はしないって」










　牧師館を辞じし、十分足らずでアパートに着いてバックパックを降ろすやいなや、亨は携帯で彼方に電話をかけた。

　フリーランスの彼方の生活は不規則な上、しょっちゅう携帯の電源を切っていてなかなか摑まらなかったりするのだが、今日は運良く３コールで繋がった。

『──はい』

「もしもし、彼方？　俺」

『どうしたの？　めずらしい……亨からかけてくるなんて』

「そんなにめずらしくもないだろ？」

　反論しつつ、そう言われればそうかも……と思い当たった。

　昔は、放っておくと音信不通になる彼方が心配で、ちょくちょくこっちから様子伺うかがいの連絡を入れていたけど、ここ最近──例の件があってからは、なんとなく連絡しづらくて。

　先日の家族礼拝れいはいの時も、秋守のことで頭がいっぱいで、彼方と話をする余裕がなかった。自分を追いかける彼方の視線は感じていたけれど……。

　無意識に距離を置いていた自分を自覚し、少しばかり後ろめたい気分になった亨は、携帯を左手に持ち替え、空いた右手の人差し指で鼻の頭をカリカリ搔いた。

「あ……そうだ、ボンボンショコラ、美味うまかったよ。店の後輩にもお裾分けしてやったんだけど、すっげー喜んでた。ほんと貴重なものありがとうな」

　改めて礼を言うと、すかさず『お返し、期待してるから』と返ってくる。

「うっ……わかってるよ。でもおまえ、好き嫌い激しいからなー」

『別に甘いものが欲しいわけじゃないよ』

「じゃあ、何がいいんだよ？」

『……そんなの自分で考えれば？』

　不機嫌そうな声で切り返され、しまったと顔をしかめる。どうやら地雷を踏んでしまったようだ。

　話せば話したで微妙に会話の歯車が嚙み合わず、そんなつもりじゃないのに苛立いらだたせてしまう。自分が彼方の要求──恋愛感情に応こたえられないせいだとわかっているが……こればかりはどうしようもない。

　気まずい気分で黙っていると、彼方が『……で？』と促うながしてきた。

『なんか用なんでしょ？』

　話の流れが変わってひそかにほっとする。

「あ、うん……あのさ、実はイレギュラーの『ミッション』が入って──」

　できるだけ簡潔に要領よく、亨は今までの経緯を彼方に説明した。

「──ってわけで、みんなで力を合わせて秋守とお父さんの親子の対面をお膳立ぜんだてしようってことになったんだ。できればおまえも協力してくれると助かるんだけど」

　伺いを立てて返事を待ったが、彼方は無言のまま何も言わない。

「彼方？」

　ノーリアクションに不安になって名前を呼ぶと、ややして『ふぅ……』と聞こえよがしな嘆息たんそくが聞こえてきた。

『亨って時々残酷ざんこくなくらいに無神経だよね』

「……え？」

『悪気がないから余計に質たちが悪いっていうか』

　気分を害しているのがありありと伝わる刺刺とげとげしい低音。

　無神経とか質が悪いとか、あからさまに罵ののしられて面食らった亨は、「何？」と困惑した声を出した。

「何そんなに怒ってんだよ？」

『お人好しにも程があるって言ってんの。……ほんとムカック』

「……っ」

　吐き捨てるような物言いにショックを受けている間に、『とにかく』と継がれる。

『俺は今回の『ミッション』には参加しないから。お節介したい人だけでやれば？　どうぞご勝手に』

　それきりブツッと通話が途絶えた。

「って、おい！　彼方！　……かな……っ」

　呼びかけにも耳に返るのはツーツーツーという不通音だけ。

「なん……だよ？」

　まさかここまではっきり拒絶されるとは予想外だった。頭から冷水をかけられた気分で呆然ぼうぜんと立ち尽くす。

「お節介って……そんな言い方ないだろ？」

　一方的に切られた携帯に向かって切なげにつぶやき、亨はほろ苦い思いを嚙み締めた。







　　　４







『一昨日おととい、梗一きょういちから新しい『ミッション』について連絡をもらった。秋守あきもりの件だが、俺のほうで得た情報を報告する』

　彼方かなたと物別れに終わった翌々日の昼過ぎ、早速、伊吹いぶきから連絡があった。

　ちょうど近所の定食屋を出て歩き出したところで電話を受けた亨とおるは、「さっすが由利ゆり。仕事早はえー……」と感嘆かんたんの声を漏もらす。こっちはまだ、亨自身の迷いもあって、秋守と連絡を取っていなかった。交わしたのはいつもの定期便のメールだけだ。

　新宿署しんじゅくしよの刑事課強行犯きょうこうはん係に所属する伊吹は、梗一の要請ようせいで警察のデータベースにアクセスし、佐伯さえきに関する情報を入手したようだった。

　万が一、私用目的で使ったことがばれたら免職めんしょくのリスクもあるのだが、「そんなへマはしない」という伊吹の言葉に甘えてしまっている感もなきにしもあらず。

　基本善意に基づいた『ミッション』のためなので、そこはひとつ、お上かみにお目零めこぼししてもらうしかない。

『佐伯守夫もりお、五十五歳。広域暴力団極衆会きょくしゅうかいの幹部。現会長の信頼も篤あつく、次期会長の座に最も近いと言われているナンバー２だ。極衆会系二次団体の組長も務める』

「うん」

　深みのあるバリトンにうなずく。このあたりまでは、秋守から聞いていた。

『秋守を脅おどしてきた田辺たなべという男。こいつは同じく極衆会の幹部で、佐伯とは次期トップの座を巡めぐり、ライバル関係にある』

「へぇ、そうなのか」

『これは俺の推測おくそくだが、田辺はあわよくばライバルの弱みを摑つかもうと、興信所などを使い、佐伯の身辺を探っていたのだと思われる。その調査の結果、どういったルートを辿たどったかは不明だが、秋守の存在に辿り着いた。おそらく田辺は、期待以上に大きなネタを釣つり上あげて小躍こおどりしたに違いない。無尽蔵の埋蔵金を掘り当てたようなもんだからな』

　伊吹が忌々いまいましげな低音を落とす。

「それで、まずは様子見で十億？」

『あっさり金を出すようなら、ピラニアよろしく食いついて、骨の髄ずいまでしゃぶり尽くす。やつらに一度でも弱みを見せたら……最後だ』

「……最後」

　亨はこくっと喉のどを鳴らした。

　職業柄がら、自分なんかの何倍もやくざの本質を肌身はだみでわかっている伊吹の言葉に、改めて事の大変さを認識する。

（よりによって最悪の相手に嗅かぎつかれちまったよな）

　アンラッキーとしか言いようがないが、こうなってしまった以上は、リスクを最小限に食い止めるべく、対処していくしかない。

　沈みかけた気持ちを奮ふるい立たたせ、亨は秋守の父親が発覚してからずっと胸に抱いだいていた疑問を口にした。

「佐伯自身は、息子の存在を知っているのかな？」

『秋守が生まれる一年ほど前から、極衆会は敵対する俠仁会きょうじんかいと血で血を洗う抗争状態にあった。巻き添えを食らった一般市民を含めて七名にも及およぶ死傷者を出し、泥沼化したその抗争を終結させたのが佐伯だ。当時すでに極衆会系二次団体の組長だった佐伯は、会長の命を受けて単身敵陣へ乗り込み、俠仁会組長に瀕死ひんしの重症を負おわせた。そしてその足で自首。俠仁会の組長は一命を取り留めたが重い後遺症が残った。カリスマ性を持った組長を失ったことで俠仁会は弱体化し、自然消滅に近い形で解体。佐伯は七年の懲役ちょうえき判決を受け、服役ふくえきしたが、模範囚もはんしゅうとして五年で出所。出所後は、極衆会本部に幹部として迎えられ、以降順調に出世を果たし、ついにはナンバー２にまで登り詰めた』

　血で血を洗う抗争とか、なんだかドラマか映画の中の出来事みたいだが、そのキナ臭くさい世界が佐伯の生きている世界なのだ。

『逆算すると、秋守が生まれた頃、佐伯は服役して獄中にいた計算になる。刑期を終えて出所した五年後の時点で、すでに秋恵あきえさんは死亡してだいぶ経たっている。佐伯が秋守の存在を知らないままに現在に至いたっていてもおかしくはない』

「……そっか」

　秋守の両親が、駆け落ちの末になんらかの事情で別れた──というのは秋守から聞いていたが、そんな複雑な事情があったとは思いも寄らなかった。

　愛する男性の子供を身ごもって、本来なら幸せの絶頂にあるべき時期なのに、子供の父親が傷害事件を起こして収監しゅうかんされてしまうなんて、当時の秋恵さんの心境を想像しただけで胸が苦しくなる。

　駆け落ち同然に家を飛び出してきたから実家は頼れない。ひとりぼっちで、どんなにか心細かったことだろう。さらには追い打ちをかけるように不治の病が発覚して、そんな中でも必死に秋守を産んで……。

（なのに、命を削けずってこの世に産み落とした秋守を手放さざるを得なかった）

　せめてもの救いは、秋守を拾ったのがパパだったということだ。もしかしたら、それは偶然なんかじゃなく、その人柄ひとがらを知った上で秋恵さんが我が子をパパに託たくしたのかもしれないけれど。

『佐伯が故意に息子を遠ざけたわけではない可能性が見えてきたことで、秋守を説得する材料がひとつ増えたな』

　耳許みみもとの伊吹の声に、亨は物思いから我に返った。

「あ……うん」

『梗一にはこの電話の前に連絡を入れて、先に報告を済ませた』

「あ、ほんと」

『彼方はどうだ？　連絡はついたか？』

「うん、それが……」

　一昨日の夜、一方的に通話を切られたあと、もしかしたら心変わりしているかもしれないという一縷いちるの希望に縋すがり、翌朝もう一度携帯にかけてみたのだが、本人が出ることなく留守番電話サービスに繋つながってしまった。

　気を取り直して一応「折り返し電話ください」とメッセージを吹き込んでおいたが、いまだに連絡はない。

　たぶん、この『ミッション』が終わるまで、向こうからはかかってこないだろう。そんな予感がした。今回は、自分が謝って済む問題でもない気がする。

　それぞれの生活も仕事もあるのだから、足並みが揃そろわないのは仕方がないけれど。

（いろいろ……難しい）

「連絡は取れたんだけど……今回は参加しないって」

『忙しいのか？』

「そういうわけでもないみたいなんだけど……」

　お節介と言われたことはさすがに口に出せずに言いい淀よどんでいると、伊吹が何かを察した声で『まあ、あいつも複雑なんだろう』と言った。

「……由利？」

『一緒に育った仲間内で肉親が迎えにきたのは秋守だけだ。昔は、ハウスの誰もが横並びで同じ境遇だったが、今は明らかに、秋守と俺たちとじゃ住んでる世界が違うからな』

　それは……自分だって秋守と自分の差は常に感じている。

　秋守がどんどん先へ、遠くへ行ってしまうことに、人一倍焦あせりを感じているのは他ならぬ自分だ。

　できることならいつまでも、無邪気で幸せだったあの頃の「続きの時間」にいたいけど。

（でも……時の流れは誰にも止められない。……誰にも）

『一見クールでドライに見えるが、その実、子供時代の郷愁に誰より囚とらわれているのは彼方なのかもしれないな』

「…………」

　以前、彼方が口にした台詞セリフがふっと脳裏のうりを過よぎった。

　──あんなやつ、金に目が眩くらんで俺たちを捨てた裏切り者じゃない。

　自分たちはただの幼なじみじゃない。同じように親がいない子供だからこその強い絆きずなで結ばれていた。兄弟にも近い、特別な絆だ。

　その中でひとりだけ「本物の家族」という拠より所どころを得た秋守は、彼方の目には裏切り者に映るのかもしれない……。

（秋守に関しては俺が何を言っても、彼方を頑かたくなにさせるだけなのかな）

『俺は引き続き、梗一と手分けして情報を集める』

　話を締しめくくる伊吹に、「わかった」と応じてから、亨は「あのさ」と言葉を継ついだ。

「秋守の前に俺が佐伯に会うのって駄目だめかな？」

『おまえが？』

「秋守の父親がどういう人なのか、会って確かめたいんだ。直じかに話をしてみて、この人なら大丈夫って確信が持てたら、自信を持って秋守の背中を押せる。そうでないと、今はまだ俺の中にも迷いがあるから……」

　果たして本当に、多大なリスクと引き替えにしてまで親子を会わせるべきなのか。

　迷いを吹っ切るためにも、佐伯本人に会って、その人となりを見定みさだめたい。

　しばらく思案するように黙っていた伊吹が、『……百聞は一見にしかずと言うからな』と同意を示した。

『梗一の意見を聞いてみるか』










　その後、梗一とも相談した結果、とりあえず佐伯に連絡を取ってみることになった。

　店が引けた夜の七時過ぎ、美国みくに教会の牧師館ぼくしかんの居間で、伊吹が入手した佐伯の連絡先に亨が電話をかける。

　表向きは『Ｋフロンティア』という経営コンサルティング会社の代表直通番号になっているが、その実態がやくざのフロント企業であることは承知の上なので、携帯のボタンをプッシュする指がいささか緊張した。

　立って携帯を操作していた亨は、番号を押し終わると、発信ボタンに指をかけたまま、こちらは肘掛ひじかけ椅子いすに座っている梗一を見た。梗一が「行け」というように首を縦たてに振る。それに小さくうなずき返して発信ボタンを押した。

　ほどなくして電話口に出た秘書らしき女性に硬い声音で、「代表の佐伯さんをお願いします。私は日鷹ひだかと申します。士堂しどう秋恵さんの件でお話がしたいとお伝えください」と言付ける。

　秋守の件はまだ持ち出さないほうがいいという梗一の判断に従い、秋恵さんの名前を出したのだが。

（出てくれるかな？）

　ドキドキして待っていると、五分ほどして保留音が途切れた。心臓がトクンと跳はねる。

『お待たせしました。佐伯ですが』

　深みのある低音。ちょっと秋守の声に似ている──と思ったら余計に心臓が早くなった。

「あ、あのっ、俺、いや私、日鷹といいます」

　つい上擦うわずった声を出してしまい、傍かたわらの梗一に「落ち着け」と小声で窘たしなめられる。

『日鷹さん……どこかでお会いしたことがありましたかな？』

　静かな口調で探りを入れられ、「いえ、今日お話しするのが初めてです」と答えた。

『……士堂秋恵の件で私に話があると伺うかがったのですが』

「はい、そうです。士堂秋恵さんとは、三十年前に一緒に暮らしていらっしゃいましたよね？」

『…………』

　少しの沈黙が落ち、次に発せられた声は先程までより幾分いくぶんトーンが低かった。

『どこでそれを？』

「それは直接会ってご説明します。少しでいいのでお時間をいただけませんか？」

『失礼ですが、私がどういった立場にある者かご承知ですか？』

　やくざだとわかっての上での申し出なのかと念を押され、やや強こわばった声で「存じ上げています」と応じる。

『……わかりました。スケジュールを秘書に確認しますので、しばらくお待ちください』

　電話が保留になり、数分でふたたび電話口に現れた佐伯が、『明日の夜遅くならば一時間ほど時間が取れそうです。いかがですか？』と尋たずねてきた。

「あ、大丈夫です」

　夜遅くのほうがこちらも有あり難がたい。店が閉まるのが七時。それから後片付けをして、都心に出るのに一時間はかかるし。

『では、夜の九時に国際ホテルのラウンジでお待ちしています。上手うまく待ち合わせができないようならお互いの携帯に連絡しましょう』

　携帯ナンバーを交換し合い、通話を切ると、梗一が腕組みを解といた。

「なんだって？」

「会ってくれることになった。明日、九時に国際ホテルのラウンジで待ち合わせた」

　一仕事終え、安堵あんどの表情で答える亨に、梗一が「第一関門はクリアだな」とつぶやく。

「佐伯はどんな感じだった？」

「なんか落ち着いてて、言葉遣いも丁寧ていねいで、あんまりやくざって感じじゃなかった。会話に無駄がなくて頭の回転も速そうな感じ」

「ふん。たとえやくざだろうが構成員一万人を抱かかえる組織のナンバー２まで登り詰めたんだ。それなりの器量の持ち主であるのは間違いないだろう。ともあれ、どこの馬の骨ともわからない若造にわざわざ時間を割さくということは、三十年経ってもまだ秋恵さんのことを覚えていて、かつ心を残しているということだ」

「……うん」

　椅子から立ち上がった梗一が、まだ少しぼんやり顔の亨の肩をぽんと叩たたいた。

「しゃんとしろ。『ミッション』は始まったばかりだぞ」










　翌日の夜九時十分前。

　亨は指定された国際ホテルのラウンジに到着した。伊吹は仕事で体が空あかないとのことだったので、同行者は梗一のみだ。

　一階ロビーの一角を占しめるラウンジには、平日の九時という時間帯のせいか客はそう多くなかった。入り口でフロアをざっと見回したが、佐伯らしき人物は見当たらない。

「まだ来ていないらしいな」

「うん」

　案内係グリーターに別々の席に案内してもらい、柱を一本隔ヘだてて背中合わせのボックス席にそれぞれ着席して、佐伯の到着を待った。

「声、聞こえる？」

「聞こえる」

　亨の問いかけに背後の梗一が答える。

　ほっと息をついた亨は、グラスの水で渇いた喉を湿らせた。

（うー……いよいよご対面か。緊張する）

　心持ち汗ばんだ手で、両膝ひざをぎゅっと握にぎる。

　今夜は白いシャツを中に着て、ジャケットを羽織はおってきた。ボトムもいつものジーンズではなく、ウールのパンツだ。靴くつも革靴かわぐつ。ネクタイこそ締めてこなかったが、こんな格好滅多にしないので、それだけでなんだか変な汗を搔かきそうになる。

　ラウンジに流れる静かなクラシックの調べも、クッションがほどよく効きいたボックスチェアの快適な座り心地も、心を落ち着かせるのに一役買ってはくれなかった。

　今日のことは、秋守には言っていない。

　もし会ってみた結果、佐伯が信頼するに足らない人物であったなら、今夜の面会の件は秋守に伏せたまま無かったことにするつもりだった。

　親子対面のお膳立ぜんだてをする『ミッション』もその時点で終わりだ。

（そろそろ九時か……）

　ちらっとローテーブルの上の携帯に視線を走らせた。

　落ち着かない気分で、ウェイトレスが運んできたコーヒーカップに手を伸ばす。深煎ふかいりの濃厚なコーヒーを一口飲んだところで、誰かが近づいてくる気配を察し、亨は顔を振り上げた。

　視線のすぐ先に、シルバーグレイの髪をオールバック気味に流し、黒みを帯びた濃紺のうこんの三つ揃いのスーツに身を包んだ長身の男性が立っている。五十代半なかばと聞いていたが、もう少し若い印象を受けた。体形がまだ充分に若々しく、背筋がぴしりと伸びているからかもしれない。

　高い鼻梁びりょうに秀ひいでた額ひたい。端整たんせいでいて理知的な面差おもざしは、やはり秋守に似ていると感じた。

（特に額から鼻筋、目許のあたりとか……）

　一目見て、その稼業かぎょうを見破る者は稀まれだろう。全身から漂ただよう一種独特なオーラと、射抜くような鋭い眼差まなざしがなければ、企業の重役、もしくは大学教授あたりに見えるかもしれない。

　黒々とした双眸そうぼうで亨を見下ろし、素性すじょうを見極めるような視線を三十秒ほど向けたのちに、男が深い低音を発した。

「日鷹さんですか？」

「は、はい。日鷹です」

　あわててボックスチェアから腰を浮かせる。立ち上がると、男の目の位置は亨の十センチほど上にあった。やはりかなりの長身だ。

「佐伯です」

　そう名乗った男に「本日はお忙しいところ、お呼び立てしてすみません」と頭を下げる。

「こちらこそ、時間を合わせてもらってすみませんでした」

　親子ほどに年の離れた亨を見下すことなく、あくまで丁寧な物言いの男に恐縮した。

「とんでもないです……あの……どうぞお座りください」

　男がローテーブルを挟はさんで対面のボックスチェアに腰を下ろし、亨も座り直す。

「私にも同じものを」

　オーダーを取りに来たウェイトレスに、佐伯は亨の前のコーヒーを指さした。ウェイトレスが下がったあと、まずは自分の身元を明らかにするために、亨は『HIDAKAヒダカ』のショップカードを取り出す。

「俺、ここでパティシエをしています」

「……パティシエ」

　秋恵さんとの繋がりが読めないのだろう。訝いぶかしげな顔で、佐伯がカードを手に取った。一瞥いちべつしてからカードをテーブルに置き、視線をまっすぐこちらに据すえる。それで？　と促うながすような表情を浮かべた。

　一時間という限られた時間の中で話さなければならないこと、確かめなければならないことが山ほどある。効率よく話を進めるために頭を整理している間に、コーヒーが運ばれてきた。

　するとカップを口許に運びながら、佐伯のほうから話を振ってくる。

「秋恵の件で話があるとのことでしたが……彼女は元気にしているんですか」

「えっ……」

　思わず動揺どうようした声が出た。

　この人は……秋恵さんが亡くなったことを知らない？

　亨の狼狽ろうばいを感じ取ったらしい佐伯が眉根まゆねを寄せる。

「まさか秋恵に何か……」

「あ、あの……」

「何かあったんですか？」

「秋恵さんが亡くなったことをご存じでいらっしゃらなかったのですか？」

　躊躇ためらいつつも逆に問い返すと、佐伯の顔に衝撃が走った。

「死んだ？」

「亡くなられて二十九年になるとお聞きしています」

　沈痛ちんつうな面持ちで肯定こうていした亨を見つめ、佐伯はしばし絶句した。やがて、喉の奥から振ふり絞しぼるような声を出す。

「そんな前に？」

「……はい」

「私がまだ服役中ということか。……死因は？」

「病死だとうかがっています」

「病死……」

　呆然ぼうぜんとした表情で佐伯が繰くり返かえした。衝撃覚めやらぬその顔を見れば、本当に知らなかったのだとわかる。

「本当に……ご存じなかったんですね」

「服役中に連絡がなくなったので、てっきり実家に戻って幸せな結婚をしているのだとばかり思っていた……」

「佐伯さんのほうから連絡を取ろうとはしなかったんですか？」

「秋恵がそう望むのなら、この機に別れたほうが彼女のためだと……」

「出所なさってからも敢あえて探さずに？」

「もし誰かと結婚して家庭を持っているのならば、自分のような前科者が訪たずねていっても邪魔なだけだ。秋恵がせっかく手に入れた幸せを壊こわしたくなかった。だからできるだけ側そばに近寄らないようにしていた。この二十五年間、極力消息を耳に入れないよう避さけてきた」

　低く述懐じゅっかいする佐伯の顔には苦悩の陰が透すけて見える。

　駆け落ち同然で一緒になった相手だ。気持ちが冷めて別れたわけじゃなし、本当はすごく会いたかったんじゃないだろうか。

　だけど、秋恵さんの今後を思い、その幸せを願って未練を断ち切った。たぶん、身を切られる辛つらさだったに違いない。

（この人は……）

　佐伯が独身であることは、伊吹から報告を受けて知っていた。やくざも幹部クラスになると、あちこちに複数の内縁の妻を持つ者も多いと聞いていたので、佐伯もそうなのかもしれないと思っていたけれど。

　そうじゃない。まだ秋恵さんを愛しているんだ。

　この人の中では、ずっと秋恵さんは生きていた。去られても忘れられずに、しかし会いにいくことは自みずからに禁じ、ひたすら心の中でその幸せを願うに留とどめ……。

　この数分で五歳は老ふけてしまったように感じる、佐伯の憔悴しょうすいしきった顔を痛ましげに見つめる。

「実は……今日お呼び立てしたのは、別の用件があってのことなんです」

　この人ならば、秋守の人生に災わざわいをもたらすような真似まねは絶対にしない。そう確信が持てた亨は、思い切って切り出した。

「あなたの、息子さんの件です」

　佐伯がぼんやりと聞き返す。

「……息子？」

　秋恵さんが亡くなったことさえ知らなかったのだから当然だが、やはり秋守の存在も知らなかったようだ。

「秋恵さんは亡くなる半年前に男の赤ちゃんを産みました。あなたの子供です」

　佐伯の目がみるみる見開かれた。

「私の……息子？」

「はい。秋守といいます。昨年の十月で二十九歳になりました。あなたに似て背が高くて、とても男前です」

「……秋恵が私の子を……信じられない」

　頭を左右に小刻みに振って、佐伯が呻うめくように漏らす。

「すぐには信じられないかもしれませんが本当です」

「なんで子供のことを言わなかったんだ。知っていれば……っ」

　取り乱す男を前に、亨は「俺にもそのあたりの事情はわからないんですが……」とつぶやいた。

「でも……そうだ！」

　ローテーブルの上の携帯を手に取り、ストックしてあった画像データを呼び出す。

「えーっと、確かこのあたり……あった！　ほら、これが秋守です」

　ロンドンから帰国してすぐの頃、「家族礼拝れいはい」の際に秋守と一緒に撮った写真を見せた。佐伯が携帯を奪い取るようにして画像を見つめる。

「あなたに似てますよね？　秋恵さんの顔は存じ上げないのでわからないんですけど、目のあたりとかお父さん似だと思います」

「…………口許は秋恵に似ている」

　しみじみと感じ入ったような声が補足し、その目が懐なつかしそうにじわりと細まった。

「そうなんですね」

「彼は……息子は、私のことを？」

「知っています。といっても知ったのはつい最近ですけど」

　田辺の件は言っていいものかどうか判断がつかなかったので、とりあえずそれだけを伝える。

「……そうですか。知っているんですか……」

　食い入るように画面に見入りながら感慨深かんがいぶかい声を落とす佐伯に、亨は自分と秋守の関係を語り始めた。

「俺、秋守とは幼なじみなんです。っていうか一緒に育って……」

　クリスマスの朝、おそらくは病の悪化から自らの手で我が子を育てることを泣く泣く断念した秋恵さんが、教会に秋守を託したこと。自分はその前日に教会堂きょうかいどうのドアの前に捨てられていたので、共に牧師ぼくし様に拾われ、兄弟同然に養護施設で育ったことなどを話す。

「だけど十四歳の冬に、秋守のお祖父じいさんとお祖母ばあさんが突然教会に来て、身元が判明した秋守は士堂家に引き取られていったんです」

　佐伯が携帯から顔を上げる。

「では、今は士堂家の？」

「跡取りです。名刺によると、現在は士堂物産の取締役兼欧州ヨーロッパ総支配人──らしいです。どんな仕事なのか、俺には具体的にはわからないけど、たくさんの部下を指揮して毎日遅くまで世界市場を相手にがんばっています」

「……そうか」

　何度もうなずくその顔は、突如現れた息子の存在にいまだ戸惑とまどいを残しつつも、写真の立派な青年の父親である喜びを嚙かみ締しめているように見えた。

（これならきっと……）

「佐伯さん」

　居住まいを正し、亨は改まった声を出す。

「秋守に会っていただけませんか」

　しかし、予想に反して佐伯は亨の申し出をただちに退しりぞけた。

「駄目だ」

「佐伯さん！」

　大きな声を出してしまい、はっと息を呑のんでトーンを落とす。周囲を見回して耳目じもくを集めていないか確かめたあと、亨は身を乗り出すようにして目の前の男を問とい質ただした。

「どうしてですか？」

「私がどんな人間か、あなたも素性をご存じでしょう？　私の存在は彼のキャリアに傷をつけるだけだ。害にこそなれ、なんのメリットももたらさない」

　自嘲じちょうするでもなく、淡々とした声音でそう告げる。

「でも……っ」

　食い下がる亨を躱かわすように、佐伯が左手の腕時計を見た。

「申し訳ないがもう時間です。あなたのおかげでいろいろなことがわかった。辛い知らせもあったが、息子の存在を知ることができたのは私にとって大きな喜びでした。本日はわざわざありがとうございました」

　そう言って席を立ち、深々と頭を下げる。丁寧に体を半分に折ってお辞儀じぎをした佐伯が、顔を上げてまっすぐ亨を見た。

「日鷹さん、心から感謝します。でももう会わないほうがいい」

「佐伯さん……」

「私のことは忘れるように、息子にもそう伝えてください。私は遠くから彼を見守ります。それで充分だ……」

　最後はひとりごちるように低音を落とし、伝票の挟はさまった黒革のホルダーにすっと手を伸ばす。亨があっと思った時にはもう、佐伯はホルダーを片手に歩き出していた。

　大きなストライドで去っていく後ろ姿を呆然と見送って、そのスーツの長身が見えなくなると同時に、背後に人の気配を感じる。振り向き、すぐ後ろに立っていた梗一と、眼鏡めがね越しに目が合った。

「はからずも親子で同じ答えを出したな」

　肩を竦すくめる梗一に、亨は複雑な表情でうなずく。

「……間違いなく親子だ。会計の仕方までそっくりだよ」










「秋守と佐伯、当事者がふたり揃って同じ答えを出したんだ。これ以上は部外者の私たちが差し出口を挟む必要はないだろう。田辺の件に関しては、秋守が『佐伯には会わない』と拒絶した際に敵がどう出てくるか。様子見だな」

　梗一はそう言ったが、亨はまだ釈然しゃくぜんとしなかった。

　佐伯が、秋守の身を案じて会わない選択肢を選び取るのはわかる。自分がもし佐伯の立場でも、同じ選択をするだろう。

　だけど秋守は……。

　──向こうだって今更成人した息子が現れて、会いに来られても迷惑かもしれないしな。

　最後に会った時の、秋守の硬く強ばった表情を思い出す。

　こちらも自分に置き換えれば、その気持ちは痛いほどにわかる。

　秋守はおそらく、父親に会うのが怖いのだ。

　ただでさえ「捨てられた」過去が根深いトラウマになっているのに、本人に直接会って拒絶されたら……立ち直れないほどのダメージを負うとわかっているから。

　臆病者おくびょうものと誹そしられても仕方がない。

　この気持ちは自分たちのような生おい立たちを持った人間じゃないときっとわからない。

（だけど、違うんだよ）

　佐伯は秋恵さんが亡くなったことすら知らなくて……息子の存在自体を知らなかったのだから、連絡の取りようもない。決して秋恵さんごと秋守を「捨てた」わけではないのだ。

　誤解なんだ。

　佐伯は、遠くから見守るだけで充分だと言ったけれど、その誤解だけは解といたほうがいいんじゃないだろうか。

　それこそ彼方の言うとおり余計なお節介なのかもしれないが、真実を知ってしまったからには知らん振りはできない。

　それに、もし結果的に「会わない」という秋守の決心が変わらないにせよ、いや、変わらないのならなおのこと、佐伯に会った自分が、彼の人となりを息子である秋守に伝えるべきなんじゃないか。

　そうだ。自分には佐伯の言葉を秋守に伝える責任がある。

　一晩考えて自分なりの結論を導みちびき出だした亨は、翌朝、秋守にメールをした。

【話したいことがあるんだけど、できれば今夜会えないかな？　こっちに来る時間が取れないなら俺がそっちに出向いてもいいし】

　準備をして部屋を出る寸前、レスポンスが届く。

【夜なら少し時間が取れそうだ。時間がわかったらメールする】

「よっしゃ」

　メールを見て、片手でパチンと携帯を折おり畳たたんだ。

　勝手に佐伯に会ったことを知ったら、秋守は怒るかもしれないけど……。

（でもやっぱり、このまま黙ってはいられない）

　通常業務をこなす合間に三週間後に迫ったホワイトデーのアイディアを練っていたせいか、一日はあっという間に過ぎる。

　七時半頃、秋守からメールが来た。

【今、そっちに向かっている。一時間ほどで着くと思う】

【了解。アパートで待ってる】

　ロードバイクで急いでアパートに戻り、たぶんまだ夕食を食べていない秋守のために（夕食の時間を自分と会うのに充あててくれたんだろう）簡単な軽食を作る。カボチャのポタージュと自家製テリーヌのバケットサンド＆豆のサラダ。

「食べる時間があるかどうかわからないけど一応……できた。ラップしてサラダは冷蔵庫。ポタージュはどうせあとで温めるからソースパンのままでよし、と」

　準備を済ませ、ローテーブルの上にスケッチブックを開き、昼に思いついたアイディアを少しずつ形にしながら待っていたら、コンコンとドアがノックされた。

（来た！）

　飛び上がるように立ち上がり、玄関まで走っていって鍵を捻ひねる。ドアを開けると、玄関先にチャコールブラウンのロングコートを羽織った秋守が立っていた。

　一目見て、先日よりは落ち着いた顔つきをしていると思った。衝撃の事実発覚から時間が経ったためか、はたまた佐伯とは会わないと心を定めたせいだろうか。

（でもまだ若干じゃっかん顔色が優すぐれないけど……）

　形のいい眉の下の黒い瞳と目が合った瞬間、ふっと脳裏に先日のキスシーンが過よぎる。とたん、心臓がトクンッと変則的に跳ねた。

　自分たちが友達同士でも、ただの幼なじみでもないことを思い出させるような、深くて熱いキス。

　その余韻よいんも覚めやらぬうちに田辺の話になり、そっちのインパクトが大き過ぎて忘れていたけれど……。

「遅くなってすまない。道が思ったより混んでいた」

　開口一番に謝られ、亨はパチパチと瞬まばたきをした。そうだ。キスの感触を思い出して胸をドキドキさせてる場合じゃない。今日はこれから大事な話をしなくちゃいけないんだ。

「こ……こっちこそ呼び出しちゃってごめん。入って」

　身を引いて秋守を促す。

「お邪魔します」

　いつもながら丁寧な挨拶あいさつを口にして、秋守が室内に足を上げた。

「車で来た？」

「実は駐車場で運転手が待っているから、あまりゆっくりできないんだ。すまない」

「そうなのか。なんか悪かったな。無理言っちゃって……」

　申し訳ない気分で謝ると、秋守がふっと微笑ほほえんだ。

「いや……亨のほうから会いたいと言ってくれて……うれしかった」

　また大きく鼓動が跳ねる。

（だからそんな場合じゃないんだって！）

　トクトクと騒がしい心臓を落ち着かせるために、コートとジャケットを預かり、ハンガーに掛けた。

　時間がないなら夕食はまた今度にして、とりあえず飲み物……。

　お湯を沸わかして手早くマサラティを淹いれる。紅茶の葉にカルダモン、シナモン、ジンジャー、クローブ、蜂蜜はちみつを入れ、さらにミルクを入れて煮出したチャイをカップに注そそいでリビングに運んだ。

「お待たせ」

「今日はチャイか」

　秋守がカップから立たち上のぼる湯気の匂においに目を細める。その表情が昨日の佐伯と重なって、ちょっとドキッとした。改めて見ると、やっぱり似ている。

　会ったこともないのに同じ表情かおするなんて、親子って不思議だ。

「亨の部屋で飲み物をご馳走ちそうになるのも楽しみのひとつなんだよな」

「こっちこそ、試飲してもらって助かってる。ケーキに合う飲み物とかもお客さんに提案できたらと思って、いろいろ勉強中だからさ。あ、熱いうちに飲んで飲んで」

「……うん、美味うまい」

　チャイを一口飲んだ秋守が吐息混じりにつぶやく。

「ほんと？」

「ああ、ロンドンで行きつけだったインド料理屋のチャイに近い味だ。日本に帰ってきて飲めなくなって残念だったんだが」

「よかったら作り方教えるよ。簡単だからさ」

「頼む。山本やまもとに伝えて淹れてもらうようにする」

　レシピをメモして秋守に渡すと、大事そうにそれを黒革の手帳に差し込んだ秋守が、「それで話というのは？」と水を向けてきた。

「あ……うん」

　無意識に、亨は膝を揃えて正座した。ローテーブルを挟んで向かい合った秋守を真剣な眼差しで数秒見つめてから、思い切って切り出す。

「実は……俺、おまえのお父さんに会ったんだ」

　秋守が訝しげに眉をひそめ、「……会った？」と鸚鵡返おうむがえしにした。

「まさか……佐伯にか？」

　こくっとうなずくと、たちまち顔が険けわしくなる。

「どういうことだ？」

（うわ……やっぱ怒った）

「い、今説明する！」

　亨が手のひらを見せて待ったをかけると、秋守がぐっと何かを堪こらえる表情をした。

　その顔つきから秋守の憤いきどおりをひしひしと感じた亨は、あわてて経緯を説明し始める。

　パパと梗一に相談し、伊吹の力を借りて、佐伯の連絡先を摑んだこと。その意志を確かめるために、自分が代表で佐伯に会いにいったこと──。

　やや早口に語り終え、上目遣うわめづかいに秋守を窺うかがう。視界に映り込んだ端整な顔は、傍目はためからもわかるほどに紅潮こうちょうしていた。

「……なんでそんな無茶をしたんだ？」

　憤怒ふんぬを懸命に抑えつけようとしているのがわかる低音。

「どうして俺に相談もなく勝手に……っ」

「それは悪かった。でも、言えば反対されると思ったから」

「当たり前だろう！」

　ついに爆発した秋守が、めずらしく大声を出した。

「相手は暴力団幹部だぞ？　しかも関東で最大勢力を誇ほこる広域暴力団だ。一般人がうかつに近寄っていい相手じゃない。もしものことがあったらどうするんだ！」

「だ、だから、それは確かにちょっと無防備だったかもしれないけど……でも、どうしても確かめたかったんだ」

　常つねにない秋守の剣幕に圧おされ、しどろもどろに答える。

「……何を？」

　憤懣ふんまんやるかたないといった表情で秋守が吐き捨てた。

「おまえのお父さんがどんな人なのか。おまえが会わないならせめて俺が会って確かめたかった。向こうの意志も確認したかったし」

「…………」

「佐伯さん、いい人だった。おまえに似ていたよ、秋守」

　秋守がわずかに肩を揺ゆらす。まだ怒りが収おさまらないらしい厳しい顔つきをまっすぐ見つめて、亨は言葉を継ついだ。

「佐伯さんは秋恵さんが亡くなったことを知らなかったんだ。服役中に連絡がなくなったから、親元に戻って幸せな結婚をしていると思っていたそうだ。自分の存在が、せっかくの幸せを壊してしまうんじゃないかと案じて、出所後も敢あえて会いにいかなかったんだって。だからおまえの存在も知らなかった」

「…………」

「おまえは捨てられたわけじゃないんだ」

　ぴくりと眉間を蠢うごめかせる秋守に、亨は腰を浮かせて詰め寄った。

「なぁ、本当に会わなくていいのか？　俺も彼方も由利も、望んだって肉親に会えない。でも、おまえの父親は生きているんだ。連絡だってつく」

　無意識に二の腕を摑む。

「会えるのに会わないなんて、俺たちから言わせれば贅沢ぜいたくだよ！」
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　秋守が虚きょを衝つかれた表情で「………亨」とつぶやいた。その顔を見てはっと我に返る。

（馬鹿……責めるつもりなんかなかったのに……）

　昂たかぶって感情的になっている自分を意識した亨は、小さく深呼吸をした。気持ちを落ち着かせて、もう一度口を開く。

「佐伯さんはおまえのことを思って『会わない』と言った。自分の存在はおまえのためにならないからって。でも、本心ではものすごく会いたいんだと思う。おまえの写メを見せたら、食い入るように見つめていた。秋恵さんの死はショックだったけど、息子の存在は大きな喜びだって言っていた」

「…………」

　秋守は何も言わない。けれど、その黒い瞳が揺れている。

　内心の葛藤かっとうを映した双眸を見据え、亨はできるだけ平静な声で言葉を重ねる。

「佐伯さんは極衆会のナンバー２だ。言いたくないけど、跡目争いに巻き込まれて万が一ってことだってある。そうなってしまってから後悔しても遅いんだ。あとになってあの時会っておけばよかったって思っても取り返しがつかないんだよ」

　本当は会いたくて仕方がないのに、お互いを想い合って会わない選択をする親子が歯がゆくて、腕を摑んだ手に力が入った。

「逃げてたら一生乗り越えられない。ずっと傷を引ひき摺ずったままだ」

　肉親に捨てられたという心の傷を癒やすには、直接会ってその愛情を実感するしかないんだ。

「秋守！」

　答えない秋守に焦じれ、亨はその体を揺さぶった。もどかしくて、やるせなくて、もう昂ぶる感情を抑えられなかった。

「……なんか言えよ！　なぁ！　秋守！」

　険しい顔で揺さぶられるがままになっていた秋守がふっと息を吐いた──かと思うと、視線を上げて亨と目を合わせる。

「わかった」

「……秋……？」

「……佐伯に会う」

「………っ」

　その返答に一気に力が抜けた。

　ぺたんと尻餅しりもちをつく亨の腕を摑み、秋守がぐいっと引き寄せる。シャツの胸にぎゅっと強く抱き込まれ、息を呑んだ次の瞬間、首筋に掠かすれた囁ささやきが落ちた。「ありがとう」に続いて「……ごめん」と謝まられる。

　なんで謝るんだ？

　もしかして、自分だけが血の繋がりのある肉親に会えることに引け目を持って？

（やさしすぎるよ、おまえ）

「……秋守」

　こんな時まで自分を気遣う秋守が切なくて、亨はそっと腕を回し、密着した硬い体を抱き締め返した。
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　佐伯さえきに会うことを承諾した秋守あきもりがアパートを辞じしてすぐ、亨とおるは梗一きょういちに連絡を入れた。

『そうとなったら田辺たなべの件もあることだし、顔合わせはできるだけ早くセッティングしたほうがいいな』

「うん……」

　あまり時間を置くと、またあれこれ考えて秋守の気が変わらないとも限らない。

（こういったことはタイミングが大事だよな）

　そう思った亨は、梗一との電話を切るなり、佐伯に連絡を入れた。片方がＯＫしても、もう片方の同意を得られなければ顔合わせは成立しない。

　果たして佐伯の反応は？

　なんとなくこっちのハードルも高い予感があったが、案の定、秋守の意志を伝えても、佐伯はなかなかうんと言わなかった。

　士堂しどうグループの跡継あとつぎという秋守のバックグラウンドを鑑かんがみ、自分のような裏社会に身を置く人間が気易きやすく接するべきではないと考えているようだ。

　その気持ちや危惧きぐはわかる。極衆会きょくしゅうかいナンバー２という佐伯の立場上、軽々しく動けないのであろうことも。

　でも、今現在どんなにかけ離れた世界にいたとしても、ふたりが血の繋つながった親子であることは揺ゆるぎない事実。

「秋守はずっと、肉親に捨てられた子供だという心の傷を抱かかえて生きてきました。どんなに恵まれた環境にいても、拭ぬぐいきれない寂さびしい気持ちと、なぜ？　どうして？　っていう答えのない疑問が常つねに胸の奥深くに巣くっている。俺も同じだからわかるんです」

『…………』

「それを払拭ふっしょくできるのは、佐伯さんしかいないんです。今後は離れたところから見守るとおっしゃっていましたけど、それじゃあ気持ちは伝わらない。やっぱりちゃんと会って、顔を見て、言葉を交わして……それでやっと本当に愛されているって実感できるんだと思う」

『…………』

「お願いします。秋守に会ってやってください。会って言葉をかけてやってください。長年囚とらわれてきた枷かせから秋守を解放してやってください」

　亨は見えない佐伯に向かって頭を下げた。

　佐伯の無言は長く続き、その沈黙から深い懊悩おうのうが伝わってくる。自分の説得によって相手が苦しんでいるのがわかって胸が痛んだが、ここで諦あきらめるわけにはいかなかった。

「佐伯さん、お願いします！」

　もう一度、懇願こんがんの言葉を紡つむぐ。

　縋すがる思いで返答を待ったが、一分以上もいらえはなく、やはり駄目だめなのかと諦めかけた時だった。

『……日鷹ひだかさん、あなたは本当にいい方だ』

　感じ入ったような掠かすれ声が耳殻じかくを震わせた。

『秋守のことを兄弟のように、いやそれ以上に考えてくださる。あなたのような人が側そばにいて、秋守は幸せ者です。私にとっても、息子の存在を知らせてくれたあなたは恩人だ』

「佐伯さん？」

『恩人のあなたにそこまで言っていただいて拒こばむわけにはいかない。いや……逃げるわけにはいかない。今、お話を聞いていて、ひとつ気がついたことがある。秋守のために会わないと言いましたが、私は怖かったのかもしれません。息子に面と向かって非難されたり、軽蔑けいべつの目で見られるのが怖かった』

　泣く子も黙る暴力団幹部が、「怖い」という言葉を発したことに虚きょを衝つかれる。

「……佐伯さん」

『胸を張って息子の前に立てるような立派な人間じゃありませんから……その目に失望の色を見るくらいなら距離を置きたいと』

「…………」

『けれどもし、息子が私のことで心に傷を抱えているのなら、あなたのおっしゃるとおり、私にしかその傷口を塞ふさぐことはできない』

　そこで言葉を切り、最後の迷いを振り切るような一瞬の間を置いて、佐伯が低音を発した。

『秋守に会います』

　刹那せつな、亨はぎゅっと左手の拳こぶしを握にぎり締しめる。携帯を耳に当てたまま、深々と頭を下げた。

「……ありがとうございます！」

　それからの段取りはスムーズだった。

　なるべく近い日取りでお互いの都合のつく日ということで、亨がふたりの間に入って日程を詰めた結果、初顔合わせは翌週の木曜日、夜八時に決まった。

　場所は、第三者の目に触ふれない場所が望ましいとの梗一の判断で、美国みくに教会が選ばれた。

　確かに教会の牧師館ぼくしかんならば、身内以外が中に入ることはできないので、お忍びの密会場所にはベストだ。

　秋守と佐伯の初顔合わせの当日、亨は朝から一日そわそわと落ち着かなかった。

　約束はしたけれど、本当にふたりともちゃんと来るのだろうか。

　ドタキャンという一抹いちまつの不安を胸に、一時間置きに携帯メールをチェックして、七時に平常業務を終える。オーナーとホワイトデーの打ち合わせをしたあと、急いでユニフォームから私服に着替え、店を飛び出した。

（やべ。八時まで二十分しかない）

　焦あせってロードバイクを漕こいだ。

　七時五十分に教会に着くと、すでに秋守は到着しており、梗一とパパと居間で穏やかに談笑していた。とりあえず、主役の片方の顔を見てほっとしつつ、居間の戸口から三人に「うっす」と挨拶あいさつする。

　ソファに座っていた秋守が立ち上がって、こちらに向かってきた。少し手前で足を止め、「亨」と声をかけてくる。

「仕事で疲れているのにわざわざ来てもらって悪かったな」

　亨は肩を竦すくめた。

「俺は店からチャリで十分だし、ついでにチビたちやパパの顔も見られるし」

　軽く受け流して居間に入ろうとしたが、秋守は亨を見つめて動かない。こっちが居たたまれない気分になるまでじっと見つめてから、漸ようやく口を開いた。

「……今夜のためにいろいろ手を尽くしてくれて感謝している。ありがとう」

　心からのものとわかる感謝の言葉に、じわっとこめかみが熱くなる。

「お、俺だけじゃないし……梗一も由利ゆりも手伝ってくれたから」

「ああ、そうだな。みんなに感謝している」

　そう囁ささやく間も、秋守の視線は離れない。

（じっと見過ぎだってばよ……）

　梗一とパパの目が気になったのと、照れも手伝い、亨は自分から絡からまり合あう視線を解ほどいた。

「ってか、感謝すんのはまだ早いよ。──佐伯さんは？」

「……まだだ」

　問いかけに答える秋守の顔が、ふと引き締まる。めずらしく緊張した面持おももちを横目で見て、それも当たり前かと思った。

　生まれて初めて実の父親に会うのだ。

　自分の身に置き換えてみても、平常心でいられなくて当然だ。

　思わず手を伸ばし、秋守の肩に触れる。リラックスを促うながすように、ぽんぽんと二度ほど肩を叩たたいた。意図に気がついてか、秋守がふっと口許くちもとで笑う。

「ありがとう」

「──亨」

　肘掛ひじかけ椅子いすの梗一に呼ばれ、亨は秋守の肩越しに居間を覗のぞき込こんだ。

「由利は仕事で顔を出すのは難しいようだ」

「そっか。了解」

　それでも伊吹いぶきは事件の捜査で忙しい合間を縫ぬって、今回の顔合わせのお膳立ぜんだてにずいぶんと協力してくれた。寡黙かもくな質たちで余計なことは言わないが、情には篤あつい男だ。孤児こじ仲間として、秋守と父親の顔合わせをバックアップしたいという気持ちは人一倍強いのだと思う。

（これであとは、彼方かなたが参加してくれればな）

　まぁでも、こればかりは無理矢理引っ張ってくるわけにもいかないから……仕方がない。

　今はとにかく、親子の顔合わせが上手うまくいくことを願おう。










「遅い……なんかあったのかな？」

　八時を十分過ぎても佐伯が現れず、やきもきしながら時計を睨にらんでいると、玄関のブザーが鳴った。居間の全員がびくりと体を揺らす。

「来た！」

　気もそぞろで座っていられず、ひとりドアの横の壁に寄りかかっていた亨は、「俺、出るから」と壁から身を剝はがした。

「頼む」

　梗一に片手を上げて応こたえ、心持ち緊張した顔つきの秋守にうなずいて廊下に出る。大きなストライドで玄関まで急いだ。

　ドアを押し開けた玄関先に、キャメル色のロングコートを着た佐伯が立っていた。

　これで無事に主役が揃そろった。

　胸の中で安堵あんどの息を吐く。

「遅れて申し訳ない。道が思ったより混んでいて」

「ご無事でよかったです。何かあったのかと心配していたんで。──あ、靴くつはそのまま上がってください」

　佐伯が中に入るのを待って、「こちらです」と廊下を歩き始める。

「秋守は先に来て待っています」

「……そうですか」

　ちらっと横目で背後を窺うかがうと、佐伯の顔も心なしか硬かった。

（なんか……ふたりの緊張が伝染して、俺までテンパッてきた）

　乱れ打つ鼓動に「落ち着け」と言い聞かせつつ、居間のドアをガチャッと開ける。一斉に戸口に視線が集まるのを感じ、亨はびくっと肩を揺らした。

「あ……え、と、佐伯さんがいらっしゃいました」

　上擦うわずった声で客人の来訪らいほうを告げて部屋の中に入り、ドアの前から体を退しりぞけて、「どうぞ」と佐伯を室内に招まねき入いれる。

「失礼します」

　戸口で一礼した佐伯が、居間に足を踏み入れた。ガタッと音を立てて秋守がソファから立ち上がる。緊迫した空気の中、佐伯が迷うことなくまっすぐと、息子に向かって歩き出した。一メートルほどの距離を置いて足を止める。

「…………」

　少しの間、親子は言葉もなく見つめ合った。
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　梗一もパパも無言。もちろん亨も息を詰めて初対面の親子を見守る。

　息苦しいような、どこかもどかしいような、なんともたとえようのない沈黙を破ったのは佐伯だった。

「……秋守か？」

　込み上げる感情を懸命に喉元のどもとで堪こらえているような声の問いかけに、秋守が夢から覚めたようにゆっくりと瞬まばたきをする。

「はい……士堂秋守です」

「私は……おまえの……父親だ」

「……はい」

　こちらも喉に引っかかったような掠れ声で秋守が応じた。

　二十九年のブランクを経へた親子名乗りに、なんだか聞いているほうが胸がジーンと熱くなる。

（よかった……ほんと、よかった）

　熱い想いを嚙かみ締しめ、心の中で繰くり返かえしていると、キャソック姿のパパが椅子から立ち上がった。佐伯に静かに歩み寄って、右手を差し出す。

「佐伯さん、はじめまして。美国と申します。この教会で牧師をしております」

　佐伯が体の向きを変え、秋守の育ての親であるパパの手を両手でぎゅっと握った。

「牧師様……赤ん坊の秋守を引き取り、十四歳まで育ててくださったと聞きました。なんとお礼を申し上げればよろしいのか……」

　感極まった声を出し、頭こうべを深く垂たれる佐伯に、柔和にゅうわな笑みを浮かべたパパが「お子さんの存在をご存じなかったのですから、仕方のないことです」とフォローの言葉をかける。

「それよりも本日こうして秋守と一緒にお顔を拝見することができて、私も本当にうれしく思っています」

「……ありがとうございます。牧師様には一生をかけてもお返しできないほどのご恩を感じております」

　佐伯の手をやさしく握り返し、パパが斜ななめ後ろに立つ梗一を紹介した。

「息子の梗一です」

「はじめまして。本日は遠くまでご足労いただき、ありがとうございました」

　梗一が片手を差し出し、佐伯がその手を握る。

「佐伯です。こちらこそ秋守が大変にお世話になりました」

「お目にかかれてよかったです。──時間も限られていることですし、そろそろ私たちは席を外はずします。親子水入らずでゆっくりと語らってください」

　頃合いを見計みはからったような梗一の台詞セリフを受け、亨も部屋を出ようとしたが、秋守に「おまえはここに残ってくれ」と引き留められた。

「え？　俺、残っていいの？」

　面食らった表情でつぶやき、秋守の顔を見返すと、黒い瞳が「頼む」と訴えている。

　視線を転じた佐伯にも、「できれば一緒にお話ししてください」と頼まれ、亨は「あ……うん……じゃあ」と部屋に残った。

　急にふたりきりになるのは、血が繋がっているからこそ気恥ずかしいのかもしれないと思ったからだ。

（でも、なるべく邪魔にならないようにしていよう）

　梗一とパパが退出したあと、佐伯はコートを脱ぎ、ローテーブルを挟はさみ秋守と向かい合う形で肘掛け椅子に座った。亨は少し間を開けて秋守の並びのソファに腰を下ろす。

　三人ともに腰を落ち着けたところで、正面の秋守を改めて見つめ直した佐伯が、眩まぶしげに双眸そうぼうを細めた。

「写真で見た時も思ったが、口許が秋恵あきえに似ているな」

「……そうですか？」

　秋守が面映おもはゆそうに相槌あいづちを打つ。

「どことなく亡くなった父の面影もある」

「お祖父さんの？」

「……ああ……鼻筋は親父譲ゆずりだ」

「…………」

　しばらくお互いの懐ふところを探り合うようなぎこちない会話が続いたが、いつまでも息子の顔を眺ながめていてもきりがないと思ったのか、佐伯が咳払せきばらいをした。

「ここに来るまで、おまえに会ったら何を話そうかとずっと考えていた。積もる話は三十年分ある。だがいざ目の前にすると何から話せばいいのか……情けないが考えが上手くまとまらない。よければ、おまえのほうから知りたいことを質問してくれないか」

「……はい」

「何を知りたい？」

　秋守がしばし思案顔をしたのちに、「そうですね……じゃあまず」と切り出す。

「母とは、どこで知り合ったのですか？」

「秋恵とは図書館で知り合った」

　過去を懐なつかしむような眼差まなざしで、佐伯が最愛の女性ひととのなれそめを語り出した。

「当時、すでに私は病死した父から彼が興おこした組──極衆会系列の二次団体を引き継いでいたが、学業に未練があり、時間を見つけては蔵書の充実した大学の図書館に通っていた。そこでまだ学生だった秋恵と出会い……一目で惹ひかれ合あった。やがて図書館以外でも会うようになり、何度か逢瀬おうせを重ねているうちに、彼女が士堂本家のひとり娘であることを知った。士堂一族と言えば日本の経済を左右するような大財閥だ。自分のようなやくざ者が触れていい相手じゃない。自みずからにそう言い聞かせ、かかわりを断とうとした。だが……どうしてもできなかった」

　かつての苦悶くもんが切々と伝わってくる声音に、亨と秋守は真剣な面持ちで聞き入った。

「……彼女のために自分から身を引くべきだと思いながらも思慕しぼを断ち切ることができず、私はずるずると逢瀬を重ねた。その間にも日を追って秋恵に深く惹かれていき、気がついた時にはもはや後戻りできなくなっていた」

　しかし、秘密の逢瀬は半年ほどで終わりを迎える。ふたりの交際が、士堂の両親の知るところとなったのだ。当然のごとく交際を猛反対され、秋恵さんは外出さえ禁止され、自宅に軟禁の身となった。引き裂かれたふたりは、ついに家と組を捨てて、駆け落ち同然に出奔しゅっぽん。着の身着のまま都心から離れ、郊外こうがいの小さな町にアパートを借りて暮らし始めた。

　士堂家に居場所が知れるのを恐れて近隣とも接触を断ち、ひっそりとふたりで身を寄せ合うような、慎つつましやかな生活。

　それでもおそらく、秋恵さんにとっては人生で一番幸せな時間だったんじゃないだろうか。

　だがその幸せな生活も、長くは続かなかった。

　一年が過ぎたある日、かつての直属の部下である若頭がアパートを訪たずねてきたのだ。一年間、血眼ちまなこになって佐伯の消息を追っていたらしい。

「若頭に『組に帰ってきてください』と懇願された。若頭の話によれば、極衆会と俠仁会きょうじんかいの間で抗争が勃発し、一般人を含む死傷者も出て、極衆会の会長が窮地きゅうちに陥おちいっているとのことだった。組から逃げてきてからはテレビも観みず、新聞も読まず、世間とのかかわりを断たって暮らしていたので、そんなことになっているとはまるで知らなかった。二次団体の組長という立場でありながら、私は当時の極衆会会長にずいぶんとかわいがられ、目をかけてもらっていた。組長の座を放棄した私を破門することなく、出奔していた一年の間も、会長は組員の面倒を見てくれていたという。会長には多大な恩があった。だから、一年ぶりに極衆会本部に出向いて会長と会った際、彼から俠仁会との抗争を収めてくれないかと直々じきじきに頼まれて、断ることができなかった」

　その時の苦悩が蘇よみがえってきたのか、佐伯の顔が一層いっそうの険けわしさを増した。

「…………」

「恩」や「義理」が何にもまして勝るのが、任俠にんきょうの世界なのかもしれないけれど、一般人である自分にはちょっと理解できない話だ。いくら大恩人に頼まれたからって、鉄砲玉を引き受ければ愛する人を泣かせることになるのは火を見るよりも明らかなのに……。

　ちらっと秋守を見やると、やはり腑ふに落ちないような複雑な表情をしている。

　たとえ佐伯が体を張ったことで血なまぐさい抗争を終結させることができたのだとしても、そのせいで父を知らずに育った秋守には、おいそれと納得できるものではないだろう。

　それは佐伯も重々わかっているのか、申し訳なさそうな眼差しを息子に向ける。

「どうにか抗争を終わらせることはできたが、その代償だいしょうは大きかった。……裁判の結果下った判決は懲役七年」

　ふっと重苦しい息を吐ついた佐伯が、ローテーブルに視線を落とし、一点を見据みすえながら続けた。

「はじめは連日欠かさずだった面会が、日を迫って一日、二日と間隔かんかくが空あくようになり、ついにはある日を境に秋恵はふつりと姿を現さなくなった。もちろん辛つらくはあった。だが、いつかはこんな日が来ることを覚悟していた気もする。お嬢さん育ちの秋恵には、刑務所通いは苦痛だっただろう。自分たちは、生まれ育った環境も生きる世界も何もかもが違う。自分とさえ出会わなければ、何不自由なく、両親の望む幸せな結婚をしていたのかもしれないのに……自分の存在が結果的に秋恵を苦しめているのではないか。……その疑惑が、一緒に暮らしていた一年の間も常つねに頭の片隅かたすみから離れなかったからだ」

　自分を責めるような佐伯の独白が続く。

「秋恵が顔を見せなくなって、心の支えを失い落胆する一方で、ほっとしている自分がいた。もしかしたら、会長の頼みを引き受けるにあたって心のどこかに、自分がいなくなれば秋恵を解放してやれるという思いもあったのかもしれない。……無論そうなったらなったで絶望に打ちひしがれはしたが、こんな自分に愛想を尽かすのは仕方がないと……」

「それは違います」

　遮さえぎられた佐伯が軽く瞠目どうもくした。

「秋守？」

「俺もつい昨日聞いたばかりなんですが……母は妊娠と同時に病気が発覚して、そのことをあなたに打ち明けるか否いなかを悩んでいた。あなたに打ち明ければ、母体を案じて子供を堕おろせと言われるかもしれない。面会から足が遠のいたのもそのせいでしょう。そこへ追い打ちをかけるように、実家から捜索の手が迫ってきた」

　秋守の説明に亨もうなずく。

　実は、顔合わせの日取りが決まったあと、梗一と話をして、当時の秋恵さんを知っている人物を探してみようという話になった。佐伯の服役中、秋恵さんが秋守を教会に託たくすに至いたった経緯けいいを知る人物が見つかれば、ストーリーが一本に繋がる──と思ったからだ。

　昨日、亨の体が空あく『HIDAKAヒダカ』の定休日を利用して、梗一とふたりでプランを実行に移した。

　伊吹がデータベースから得た情報によれば、三十年前に秋恵さんと佐伯が住んでいたのは、美国教会から車で十五分ほどの隣町だった。これに関しては、秋恵さんがまったく土地勘のない場所に秋守を預ける可能性は低いという推測すいそくから、ある程度予想がついていたことだった。

　近場なのは助かったが、何せ三十年前のことなので、ふたりを知る人物はそう簡単には見つからなかった。だが幸いにも、ふたりが暮らしたアパートの大家さんが存命だった。人づてに消息を辿たどり、最後は老人ホームで見つけた大家さんは御年八十二歳のご婦人で、足が不自由ではあったが、頭はしっかりしており、当時の話を聞くことができた。

　若いふたりは人目を避さけるように暮らしていたようだが、唯一大家さんとだけは交流があり、とりわけ佐伯が服役してからは、ひとりになった秋恵さんを心配して、顔を見れば声をかけていたそうだ。そのせいか秋恵さんも心を許し、問わず語りにぽつりぽつりと身の上話をしていたらしい。

　大家さんに話を聞き、その結果新たに判明した事実を、亨は昨夜遅くに秋守に電話で話してあった。

「摑つかまったら実家に引き戻される。身重みおもの母は逃げるように東京を離れ、地方でひとり俺を出産した。しかし産後に病状が悪化してしまい……自分ひとりでは赤ん坊を育てられないと覚さとって東京に舞い戻った。──以上は大家さんから聞いた話で、ここから先は憶測おくそくですが──子供を育てながらあなたの出所を待つためには、まず自分の病気を治さなければならない。けれど孫の存在を両親に知られれば、士堂家の跡取りとして取り上げられてしまう。追い詰められた母はどこかで美園教会の牧師様の評判を聞き──噂うわさに聞くような人物にならば息子を預けてもきっと大切に育ててくれるに違いないと、藁わらにも縋る思いで、クリスマスの朝、教会堂の扉の前に俺を置いた。やむにやまれぬ決断だったのでしょう」

「…………」

「そうして病気を治すために実家に戻った。おそらくは、回復したら教会に引き取りにいくつもりだったのだと思います。しかし結局は……そのまま帰らぬ人となってしまった」

　秋守が言葉を切り、室内に沈黙が横たわる。

　長い物語を聞き終えた亨は、そっと息を吐いた。

　秋恵さんと佐伯の出会いから、秋守を教会へ託すまでの道筋ストーリーが、これで漸ようやく一本に繋がった

「……そう……だったのか」

　喉の奥から振ふり絞しぼるような声を出した佐伯が、顔を激しく歪ゆがませる。

「秋恵がひとりで苦しんでいるとも知らずに……もう私に愛想を尽かしたのだとばかり……。私は……自分が身を引くことで秋恵を幸せにできるなどと身勝手に思い込んでいた。秋恵を信じてやれずに追い詰めてしまった……！」

　佐伯の手は、関節が白くなるほどきつく握り締められ、小刻みに震えている。

　悔やんでも取り返しがつかない真実を知り、忸怩じくじたる思いなのだろう。その心中を思うと、胸がひりひりと痛くなる。

　激情の波をどうにかやり過ごそうとしてか、ぐっと顎骨あごぼねを食い締め、テーブルの一点を睨みつけていた佐伯が、不意に顔を上げた。真っ赤に充血した目で秋守を見つめる。

「すべて私の愚おろかさが招いたことだ。秋恵のことも、おまえのことも、誰ひとり幸せにできなかった……すまない」

　自責の念を口にする父親に、秋守は黙って首を横に振った。

「俺は幸せでした。主教しゅきょうに愛情を注そそがれ、『家族』に囲かこまれて……いつだって幸せだった。今だって、こうして俺のために力を尽くしてくれる仲間がいる」

　そう静かにつぶやき、秋守が亨を見た。「ありがとう」と目で告げてから、ふたたび佐伯に視線を戻す。

「あなたは、あなたなりのやり方で母を愛した。そんなあなたを、母も命を賭けて愛したのだと思います。母が自分の命と引き替えにしてでもあなたの子供を産みたいと思ったから、今、俺はここにいる」

「……秋守」

「俺をこの世に生み出してくれたあなたに感謝しています。時間はかかりましたが、こうしてあなたに会えて、話ができてよかった」

　ついに堪えきれないというように、佐伯の目から涙が溢あふれた。

「お父さん」

「………っ」

　慟哭どうこくが激しくなる。もらい泣きしそうになって、亨はあわてて奥歯を食い締めた。

「今度一緒に墓参りに行きましょう。ふたりで行けば、きっと天国の母も喜んでくれます」

「……ありが……とう……ありが……」

　顔をくしゃくしゃにして嗚咽おえつする父親をやさしく見つめる秋守の顔は、長い間の枷から解とき放はなたれたかのように穏やかだった。
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『田辺と会った』

「えっ」

　電話口の秋守の発言に、亨は思わず大きな声を出した。

　親子対面から三日が過ぎた日曜日。

　仕事から戻ってきて自分で作った夕食を食べ、風呂上がりの髪を乾かしている時に、充電器に差してある携帯が鳴った。時間的におそらく……と推測しつつ、ドライヤーを床に置いて携帯を引き抜く。予想どおり、秋守からだった。

　ここ数日、さすがにホワイトデーの準備が佳境になってきて、秋守とのやりとりはメールのみになっていた。

　佐伯との対面が無事に済んでいささか気が抜けていたのと、頭が仕事モードになっていたので、秋守からいきなり『会った』と切り出されて不意打ちを食らった気分になる。

　そうだった。まだそっちのケリはついていないんだ。

「会ったっていつ？」

『ついさっきだ。こちらから呼び出して新宿しんじゅくで会った。できるだけ早いうちに決着をつけたほうがいいと思ってな』

　どうやら自分が仕事でバタバタしているのを察して、ひとりでカタをつけようとしたようだ。

　これ以上はみんなの手を煩わずらわせられないと思ったのだろう。秋守らしい配慮だけど。

「そうなんだ……で？」

『佐伯に会ったことを告げた』

「そしたら？」

『面食らっていたようだが、すぐにふてぶてしく「そいつは有あり難がたい。こっちの手間が省はぶけた」と嘯うそぶいた──』










「それで？　父親だと確認できたか？」

「ああ」

　満足そうに田辺が目を細める。

「では覚悟は決まったな？」

　うなずく秋守に、男は今にも舌なめずりしそうな恵比寿えびす顔をした。

「さすがに御曹司おんぞうし様は物わかりがいい。まぁ、あんたにとっちゃはした金だろう。金で済むに越したことは……」

「公表したければすればいい」

　田辺が虚を衝かれたようにかっと大きく両目を見開き「あぁっ？」と大声を出す。腰を浮かせてずいっと身を乗り出し、「どういうことだ!?」と嚙みつくように怒鳴った。

「意味がわかってんのか？　あんた……っ」

　男の剣幕にも怯ひるまず、秋守は落ち着いた声を発する。

「俺は父の存在を恥じていない」

「恥じていないだと？　極衆会の大幹部だぞ？　それも父親の代から続く筋金入りの極道だ。そんじょそこらのちんぴらとはわけが違うんだ」

「わかっている。だが、父とは確かに血が繋がっているが、彼の仕事と士堂グループは一切のかかわりがない。調べれば、なんら疾やましいところがないとわかるはずだ」

　揺さぶりにも動じない秋守を、眉根を寄せた田辺が睨みつけた。

「そんなきれい事が通用すると思ってんのか？　大騒ぎになるぞ。あんたはマスコミに追い回され、あることないこと書き立てられ、仕事もままならなくなる。グループの株価だって大暴落だ」

「潔白が証明されれば騒ぎも直じきに収まる。株価は一時的に下がるかもしれないが、本業のほうをしっかりとやって挽回ばんかいするつもりだ」

「甘いな、坊ちゃん。あんたは世間ってやつをわかってない。大衆ってのはな、金持ちや成功者を引きずり下ろすのが大好きなんだよ。特に最近は不景気でフラストレーションが溜たまっているからな。いわば血に飢うえたハイエナみたいなもんだ。……そのハイエナに餌えさを与えちまって本当にいいのか？」

「好きにしろ」

　秋守の毅然きぜんとした態度に田辺がチッと舌を打つ。

「出生の秘密を知って頭が混乱しているようだな。……もう少し時間をやろう。その間にどう振る舞うのが得策か、よく考えることだ」

「どんなに時間を置いても俺の答えは変わらない」

「んだと？」

　憮然ぶぜんとした面持ちの田辺が椅子を蹴けって立ち上がった。

「極道舐なめてんじゃねぇぞ！」

　大声で恫喝どうかつする。

　上からの威嚇いかくするような眼ガンつけを、秋守は気圧されることなく受け止めた。

　かけらも臆せず、強い意志の宿った双眸で視線を弾はじき返かえしていると、もう一度チッと苛立いらだたしげな舌打ちが振ってくる。

「……このままで済むと思うなよ」

　ドスの利きいた声で捨すて台詞ゼリフを放った田辺が、肩を怒らせ、その場を立ち去った。










「つまり……物別れに終わったってことか」

　報告を聞き終わった亨は、緊張の面持ちで確認する。

『ああ……だが田辺にも言ったが、いくら猶予ゆうよを与えられても俺の考えは変わらない。一度でも金を払えば、次はそれをネタに強請ゆすられる。あいつらにほんのわずかでもつけ入る隙すきを与えたら負けだ』

「……うん」

『俺は、卑劣ひれつな脅おどしに屈くっするつもりはない』

　断じる秋守の声には微塵みじんの揺らぎもなかった。

　携帯を握り締めて亨もうなずく。

　秋守の言うとおりだ。

　もし自分が秋守の立場だったとしても同じ決断を下す。

　秋守は正しい。全面的に正しい。

（……だけど）

　実際にマスコミにリークされたら、大騒ぎになることは間違いない。騒ぎが収まるまで、秋守は相当なストレスに晒さらされることになる。

　ただでさえ企業のトップとして重責を背負せおっているのに、秋守にさらなる困難を強しいる田辺には、本当に腹が立つ。

（「極道舐めてんじゃねぇぞ！」……か）

　田辺こそ、秋守をちょっと脅せばほいほい金を出す「坊ちゃん」と舐めてかかっていたに違いない。

　それが思いがけず毅然と拒こばまれ、当てが外はずれた衝撃も手伝い、怒り心頭ってところか。

　それに関しては「ざまあ！」と言ってやりたいところだが、田辺が正論が通じない相手ってところが……引っかかる。目的のためならどんな卑怯ひきょうな手段も辞さないであろうことが予測できるから……。

（厄介やっかいな相手を怒らせちゃったのかも）

　漠然ばくぜんとした不安を胸で燻くすぶらせ、唇くちびるを嚙み締めていると、『亨』と呼ばれた。

「ん？」

『この間の件、ありがとう。本当に感謝してる』

「この間のって、佐伯さんの？　なんだよ、改まって」

『いや……何度礼を言っても言い足りないんだ』

　耳殻に響く神妙な物言いに、亨は照れて頭を搔かいた。

「や……そこまで言ってもらうほどのことじゃ……」

『あの時、おまえに背中を押してもらって、父に会って本当によかった』

　亨自身、親子が少しずつ心を通い合わせていく経過を傍かたわらで見守り、最後に秋守が佐伯を「お父さん」と呼んだのは自分のことみたいにうれしかったし、心から感動したので、「うん」と同意する。

　かなり強引に背中を押してしまったので、本当にあれでよかったのかどうか迷うところもあったけれど、こんなふうに言ってもらえるとやっぱりほっとした。

『その上、三十年前の母を知る人を探し出してくれて……おまえだって仕事が忙しいのに』

「でもあの日は定休日だったし、梗一と一緒だったからさ」

『大事な休みの日を潰つぶしたんだろう？』

「まぁ……そうだけど」

　けど、秋守のために自分ができることなんてそれくらいだしな。

『おかげで俺は、母が三十年前に何を思ってどう行動したのかを知ることができた。父に会って話をして、父の苦悩と母の勇気を実感した。ふたりが周まわりの反対にも屈することなく深く愛し合って、自分が生まれたことも……。上手く言えないが、自分という存在に自信を持っていいと思えた』

「…………」

　なんとなくだが、言いたいことはわかる気がした。

　秋守はエリートでセレブで、人が羨うらやむものをなんでも持っている。顔・知性・家柄・地位・財力とフルスペックが揃った、完全無欠人間だ。

　だけどただひとつだけ、人としての礎いしずえであるアイデンティティの部分に欠けているパーツがあった。

　根っこに脆弱ぜいじゃくな部分があるが故ゆえに、人一倍繊細せんさいで、他人を思いやることができる。

　人の痛みを知っているやさしい幼なじみが、子供の頃から大好きだけど……。

『もし父のことを公にされても、なんら恥じることはない。俺は逃げないよ』

　そう言い切る秋守の声には、今までになかった逞たくましさが加味されていて──。

　頼もしいような、置いていかれて少し寂しいような、複雑な気分を嚙み締める。

（秋守、おまえ……乗り越えたんだな）

　欠けていたパーツを埋うめて、新たな一歩を踏み出した。バージョンアップした秋守は、今度こそ無敵だろう。

　自分にも、いつかこんな日がくるんだろうか。

　成長を実感できる日がくるんだろうか。

『bébé赤ん坊』を脱却できる日が……。

　ぼんやり考えていたら、耳許の秋守にまた『亨』と呼ばれる。

「あ、ごめん……何？」

『おまえ、ホワイトデーまでは忙しいんだろう？』

「うーん、ちょっとバタバタすっかな」

『……そうか。じゃあ次に会えるのは十四日過ぎだな』

　残念そうにつぶやいた秋守が、少し改まった声で『次に会った時に話したいことがある』と言った。

「話したいこと？」

　電話じゃ駄目なのか？　と訊いたが、『直接話したいんだ』と言われてしまった。

『明日も早いのに夜遅くに悪かった。──じゃあな、仕事がんばれよ。また連絡する。おやすみ』

「うん、おやすみ」

　通話終了ボタンを押し、パチンと携帯を折り畳んでふっと息を吐く。

　どうやら田辺の件に関しては、秋守は腹を決めたようだ。一度腹をくくれば、ぶれることなく、信念を貫つらぬき通とおすだろう。そういうやつだ。

　秋守が自分で結論を出してよかった。

　そう思いつつも、田辺がこのまま素直に引き下がるとも思えず──胸にぽつっと浮かんだインクの染しみのような黒い不安を持もて余あました亨は、浮かない顔で生乾きの髪をくしゃっと搔き上げた。
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　その後、忙しさに紛まぎれて忘れかけていた黒い染しみのような不安をふたたび思い出したのは、翌々日の夜のことだった。

　日常業務が終わったあと、ホワイトデー用の新商品の試作をし、オーナーとスタッフに試食をしてもらって改善点をみんなで話し合い、ひとり残って早速改良を加えた試作品に取りかかり──亨がアパートに戻れたのは深夜近かった。まともに休憩時間も取れず、食事も五分で流し込むような状態が、昨日今日と連チャンで続いている。

「……つかれ、たぁ……」

　靴くつを脱いで部屋に上がるなり、亨とおるは床に倒れ込んだ。このままここで眠ってしまいたい欲求に駆られたが、風邪をひくこと請うけ合あいなので、がんばって起き上がる。

　くたくたの体に鞭むちを打って簡単な炒いため物ものを作り（食べないと体が保もたない。パティシエは紛まごう事なき肉体労働だ）、熱めの風呂に入り（酷使こくししたせいでゴリゴリの肩を解ほぐさないと眠れそうになかった）、冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターで喉のどを潤うるおして、ほっと息を吐つく。

　ベッドに腰掛けてしばらくぼんやり宙を眺ながめているうちに、じわじわと目蓋まぶたが下がってきた。体が温まったためか、襲ってきた猛烈な眠気に抗あらがうように、頭をふるっと振る。

「駄目だめだ……髪乾かさないと風邪ひく。今寝込んだら終わるし……」

　よいしょっとベッドから立ち上がり、脱ぎっぱなしだったジーンズを床から拾い上げた瞬間、ポケットから携帯がゴトッと落ちた。

「やべっ」

　焦あせって携帯を拾い上げ、ほとんど無意識にフリップを開いて、ん？　と眉まゆをひそめる。

　そういや今日、秋守あきもりからメールあったか？

　メールボックスに新規メールはなし。着信履歴をチェックしたが、こちらも着信なし。留守番電話メッセージもなし。

　この二日、忙しくてろくにメルチェもできなかったけど、そういや昨日も来なかった。

　向こうも忙しいんだろうと、昨日はあまり深く考えなかったけど……二日間連絡がないとなると……。

　──じゃあな、仕事がんばれよ。また連絡する。おやすみ。

　一昨日おとといの、電話を切る直前の台詞セリフを思い起こしてみる。

　海外出張に出るとか、言ってなかったよな？

　もしかして、こっちが忙しいのを察して連絡を控えてるとか？

　でもメールなら、こっちの状況とか別に関係ないし。

　この前三日間連絡がなかった時は、田辺たなべの件で悩んでいた。一昨日の電話の秋守は、生おい立たちに関する長年のトラウマを乗り越え、ふっきれたようだったけれど、あのあとでまた何か新たな悩みができた可能性も……。

　ありうる。

　何しろ、この数ヶ月の間に、ケイトさんの事故と田辺の恐喝きょうかつ事件が立て続けに起こったのだ。

　とりわけケイトさんの事故は、そう簡単に立ち直れるようなことじゃない。表面的に元気そうに見えても、精神的なダメージはまだ充分には癒えていないだろうし……。

　いったん気になり出すと、あれやこれやマイナスな思考ばかりが浮かんでしまい──居ても立ってもいられない気分になった亨は、携帯を操作してメールを打った。

【お疲れ。よかったら連絡ください。明日休みだからあと一時間くらいは起きてるから。よろしく】

　パチンとフリップを閉じ、携帯をスウェットパンツの腰ポケットに突っ込む。こうしておけば、もし寝落ちしてしまっても振動で起きる。

　その夜は根性で二時近くまで起きていたが、携帯のバイブが震えることはなかった。

　いつ眠ったのか意識もないままに──翌朝、九時にセットした目覚ましに起こされた亨は、眠い目を擦こすってまず一番に携帯をチェックしたが、相変わらず着信はなし。

　メール、見てないってことか。

　見られないシチュエーションにあるってこと？

　もう三十近い大人なのだから、二日やそこら連絡がなかったくらいで大騒ぎすることもないとわかっているのだが、どうにも落ち着かない。もう一度、【何度もごめん。いつでもいいのでメールください】と送信してから身支度みじたくを始めた。

　今日は定休日だが、仕事場に行って試作の続きをするつもりだった。

　遅めの朝食を腹に入れ、アパートを出てロードバイクを走らせる。昨日たっぷり睡眠を取ったせいか体が軽い。

　無人の『HIDAKAヒダカ』に着き、鍵を開けて裏口から中に入った。控え室で着替えたあと、メールをチェックしたが、相変わらず着信はない。

　液晶画面の時間表示は、AM11:03を示している。

（時間的に仕事中……だよな？）

　出ないかもしれないけど一応トライしてみるか。

　少し悩んでから、思い切って電話をしてみる。耳と首の間に携帯を挟はさみ、呼び出しのコール音を聞きながら、タブリエの腰紐こしひもを巻いた。

　腹の前できゅっ、きゅっと紐を結んでいたら、不意にコール音が途絶え、おなじみの電子音声アナウンスに切り替わる。

『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないため、かかりません』

　やっぱ出ないか。

　がっかりしている間に留守番電話サービスに接続された。

「あ、えーっと、亨です。忙しいところごめん。メールの返信なくてちょっと気になったもんだから……。これ聞いたら電話もらえるとうれしいです。今日は一日店に出て作業しています。よろしく」

　メッセージを吹き込み、畳たたんだ携帯を腰ポケットに突っ込んで「うしっ」と気合いを入れ直す。これでもまだ連絡がなかったら、その時はまた方法を考えよう。

「頭切り替えて、新作だ、新作！」










　集中していたせいか、夕方まではあっという間だった。

「よし。試作完了、と。明日、オーナーとみんなに食べてもらって、ＯＫ出たらレシピをテキストに起こして作業の役割分担を決めて……あ、そーだ。サイトにアップする写真も撮らないとな」

　一昨日、敦志あつしがホームページの叩たたき台だいを見せてくれた。素人しろうと仕事にしちゃなかなかの出来で、意外なスキルに感心したが、「もうちょっとこうしたらもっとよくなるかも」などという意見も一同から活発に出て、それをもとに今調整をかけてもらっている。

　明日にはオープンできるという話だったので、ホワイトデー関連商品の告知に間に合いそうだ。

　その他、バレンタインでの評価がかなりよかったので、ホワイトデーもデコチャーム付き限定ボックスを販売することが決まっている。今回のモチーフはマカロンだが、昨日上がってきたサンプルは期待通りのクオリティだった。

「もろもろなんとかなりそうだな」

　とりあえずホワイトデー関連の算段がついたことにほっとして、亨はタブリエの紐を解ほどいた。外はずしたタブリエを厨房ちゅうぼうの作業台の上に置き、腰のポケットに手を伸ばす。

　結局、作業中は携帯が鳴ることはなかった。

　マジで忙しいのかな？　電話の一本もできないくらいに？

　ぼんやり考えていると、出し抜けに手の中の携帯が震え出す。

　来た！

　あわててフリップを開くと、見覚えのない番号が並んでいた。

　秋守じゃない。

（誰だろう？）

　出るべきか否いなか迷ったが、なんらかの理由で秋守が別の番号からかけてきている可能性も捨てきれずに、通話ボタンを押す。

「……もしもし？」

『こちら、日鷹ひだか様の携帯でよろしいでしょうか？』

　普段聞きき慣なれない、丁寧ていねいな物言いに面食らう。誰だかわからないが、秋守じゃないことは確かだ。

「あ、はい……あの、どちら様……」

『以前、士堂しどうのお屋敷でお目にかかりました山本やまもとと申します』

　名乗られた刹那せつな、脳裏のうりに、ぴったりと撫なでつけられた頭髪と思慮深い面差おもざしが浮かんだ。

　丈たけの長い上着に身を包んだ秋守の執事。

「山本さん!?」










「お寒い中わざわざご足労くださいまして、ありがとうございます」

　去年の秋に会って以来の山本は、相変わらず見ているだけでこちらの背筋も伸びそうな姿勢のよさだった。

　しかし、その顔には疲労の影がはっきりと見て取れる。おそらくこの二、三日まともに寝ていないのだろう。屋敷の中に招き入れられ、その彼と対峙たいじする亨もまた、顔が引きつっているのが自分でもわかった。

　天井てんじょうの高い広々とした客間に亨を通した山本が、応接セットの肘掛ひじかけ椅子いすを勧すすめる。

「お座りください。今、お茶の用意を……」

「結構です。お気遣きづかいなく」

　焦燥しょうそうから、亨は思わず語尾を遮さえぎった。

「それより詳くわしい説明をお願いします」

　山本からの突然の電話が一時間前。電話を切るなり取るものもとりあえず店のライトバンに乗り込み、ここまで法定速度ギリギリで飛ばしてきた。

　広大な敷地をぐるりと高い塀へいに囲かこまれた、士堂の屋敷を訪おとずれたのは三度目だ。

　一度目は中学二年の冬。

　二度目が去年の秋。

　そして今日。

　どれも、秋守と連絡が取れなくなって矢も楯たてもたまらず──という経緯けいいは同じだ。ただ今回が一番、切羽詰まっているかもしれない。

　亨の気色けしきばんだ顔を見てふっと嘆息たんそくを漏もらした山本が、「お座りください」ともう一度促うながす。亨が渋々と腰を下ろすと、自分も向かい合わせの肘掛け椅子に座った。

「それで……本当なんですか？　秋守が誘拐されたっていうのは」

　身を乗り出して問いかける亨に、山本が重々しく「本当です」と答える。

　電話で聞いてはいたが、改めて肯定こうていされると新たな衝撃が走った。ドクドクと脈を打つ鼓動こどうを意識しつつ、乾いた口を開く。

「……いつ？」

「消息不明になられたのは一昨日の夜です」

「……一昨日の夜」

　自分のところに連絡が来なくなった頃と合致する。

「秋守様は、ご帰宅の前に必ず会社か車の中から『これから戻る』と連絡をくださいます。一昨日の夜も十一時過ぎに『これから会社を出る。今日は自分で運転をして帰る』と連絡がございました。普段は運転手付きのリムジンで移動されておりますが、たまに気晴らしを兼ねてご自分で運転をされることがございますので、『くれぐれもお気をつけて運転なさってください』と申し上げてご帰宅をお待ちしておりましたが、一向にお戻りになられません。二時間が経過した時点でおかしいと感じ、携帯に連絡を入れましたが繋つながりませんでした」

　その時点ですでに拉致らちされ、携帯の電源を切られていたのかもしれない。

「一晩寝ずにお待ちしましたが、朝までお戻りになられませんでした」

「警察には？」

「翌朝旦那だんな様と奥様に相談しましたところ、ご連絡のあとで急にプライベートのご予定が入った可能性も考えられるので、警察に届け出るのはもう少し待とうというお話になりました」

　旦那様と奥様というのは、秋守の祖父母だ。同じ敷地内の別棟べつむねに住んでいると、以前ここに来た際に、山本から聞いていた。

「でも結局、その後も帰ってこなかったんですね？」

「はい。連絡もありませんで、さすがにここまでくると事故か何かに巻き込まれた可能性が高い、警察に届け出ようかと旦那様とご相談していた矢先でした。名前を名乗らない怪あやしい男から電話があり、秋守様の件で話があるから旦那様に取り次げと要求してきました」

「それで？」

「秋守様の件となれば、多少怪しくても取り次がないわけには参りません。旦那様がお出になりました。すると男が、『あんたの孫は預かっている。無事に戻ってきて欲しいなら、指定の口座に指定の金額を振り込め』と」

「………っ」

「男はさらに、警察沙汰ざたにすれば、秋守様の父親についての情報をマスコミに流すぞと脅迫きょうはくしてきました」

　息を呑のんだ亨は、数秒後、吐き出すように「……田辺だ」とつぶやく。山本が眉根まゆねを寄せ、「田辺？」と鸚鵡返おうむがえした。

「犯人にお心当たりがあるのですか？」

「……うん……」

　うなずいて、きゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　間違いない。秋守と佐伯さえきの繋がりを知っているのは、今のところ当人たちと仲間内以外では田辺だけだ。

　先日、秋守からの報告を受けた時、田辺に対して抱いだいた嫌な予感が現実のものとなってしまった。

（くそっ……田辺のやつ！）

　ただでさえ早かった心臓がドッ、ドッと走り出し、顔がカーッと熱くなって体中の毛穴から汗がじわっと染み出す。

　駄目だ──落ち着け。

　ここで取り乱してもなんの解決にもならない。

　冷静に。クールダウンだ。落ち着け。

　じわじわと込み上げてきた憤りをぐっと押さえつけ、ゆっくりと息を吸い、吐いた。

　今は感情的になってる場合じゃない。少しでも早く状況を見極め、秋守を救い出す手立てを考えなければ。

（それにしても……）

　秋守が脅おどしに屈くっしないと見て取るや、その身を拉致して身代金を要求してくるなんて、いくら田辺が暴力のプロとはいえ、ずいぶん思い切った賭けに出たものだ。

　おそらくは、体面を重んじる士堂の家が警察に届け出る確率は低いと読み、秋守当人よりも御ぎょしやすそうな祖父母にターゲットをシフトチェンジしたのだろう。

　それと同時に、自分を舐なめると痛い目に遭うと、身を以もって秋守自身に知らしめる意図があるのかもしれない。

　ここでガツンと恐怖心を植えつけておけば、今後秋守を操りやすくなる。いずれ経済界のトップを担になう秋守を手なずけ、飼かい慣ならすことができれば、裏社会に生きる田辺にとってとてつもなく大きなメリットだ。

「旦那様と奥様は大変なショックを受けられて、ただいま床とこにつかれております。特に旦那様は少し前から血圧の数値が高めでいらっしゃいましたので……」

　十五年間秘密にしていた佐伯の件を孫に知られた衝撃で血圧が急に上がったと、前に秋守が言っていた。その上今回の拉致、恐喝だ。確かに七十を超えた老人には心労が大きすぎる。

「旦那様と奥様が寝込まれてしまいましたので、以降は私が代理人として、犯人との交渉に当たっております」

「向こうは期限を切ってきましたか？」

「はじめは本日中との要望でしたが、そんな大金はすぐには用意できないと言うと、ならば明朝十時までに振り込めとの指示でした」

「明日の十時か」

　あと十六時間と少しだ。

「身代金は全額なんとか用意できそうです。ただ、本当に要求どおりに振り込んでしまってよいものなのか……。振り込んだからといって無事に秋守様が戻ってくる保証はありません。迷っておりましたところ、ふと、以前に秋守様が『今後もし俺に不測の事態が起こった場合は亨に連絡してくれ』とおっしゃられ、日鷹様の携帯の番号をお渡しいただいておりましたことを思い出しまして」

「秋守が？」

「はい。先日のケイト様の事故の際に日鷹様に心配をかけてしまった件を気にされていたようでございます」

「……そうですか」

　自分に心配をかけないよう、陰ながら心を配ってくれていたのだ。

（……秋守）

　秋守が置かれている窮状きゅうじょうを思うと、胸が締めつけられるみたいにぎゅっと痛む。感傷的になったところで一利もない。そう自分を戒いましめているが、それでも。

「それと、秋守様が日頃たびたび日鷹様のお名前を出されておりますので……つい頼ってしまいました。……申し訳ありません」

　深々と頭を下げる山本に、亨は首を横に振った。

「いいえ……ご連絡いただいて本当によかったです」

　何も知らされないうちに万が一にでも秋守が……と考えただけでぞっとする。

「そうだ。携帯のＧＰＳで場所は確定できないんですか？」

「調べてみましたが、駄目でした。どうやら電源が入っていないか、または電波の届かない地下などにいるようです」

　携帯のＧＰＳも使えない。警察は最終手段。

　となると、自力でなんとか秋守の居場所を探し出すしかない。それも今夜中に。

　焦燥を懸命に抑え込み、どうすべきかを模索もさくしていると、山本が思い詰めたような声を出した。

「やはり、秋守様の身の安全を優先して要求どおりに身代金を振り込むべきでしょうか」

「その判断は少し待ってください。一度でも相手の要求を呑のめば、果てしなく恐喝は続きます。それは秋守の本意じゃない。──それに、逆を言えば明日の十時までは秋守は無事だってことだ」

「それは……そうですが」

　亨は目の前の山本に頼み込んだ。

「山本さん、とりあえず明日の朝までこの件は俺に預けてくれませんか。仲間に相談して、今夜中に秋守を救い出す術すべを探ってみます」










「由利ゆりと連絡がついた」

　作戦を練るために美国みくに教会にとって返した亨の顔を見るなり、出迎えの梗一きょういちが告げる。

　帰途きとのライトバンの中から、梗一には携帯で事情を説明してあった。

　事情を聞いた梗一が「由利と彼方かなたには私から連絡する」と請うけ負おってくれたので、その後は運転に集中できた。何しろ時間が限られているので、一分一秒だって惜おしい。

「一時間後にはこっちに来れるそうだ」

「あ、ほんと？　助かる」

　武闘派の伊吹いぶきが参加してくれれば百人力だ。梗一は作戦の立案・下準備では頼りになるが、実戦では甚はなはだ心許こころもとないし、彼方の参戦が期待できない今、伊吹が欠けるとなると実働部隊が自分ひとりになってしまうところだった。

「彼方にも連絡したが、留守電だったのでメッセージを残しておいた」

「うん、サンキュー」

　留守電を聞いて教会に向かってくれたら助かるけど、それは期待しないほうがいい。そう自分に言い聞かせる。いかんせん急な『ミッション』だし。

「パパは？」

　廊下を歩きながら傍かたわらの梗一に訊きくと、「チビたちの世話をしている」との返答がくる。

　梗一に連絡した際に相談して、今回の件はパパには知らせないことをふたりで決めた。

　ベイビィズのひとりが誘拐されたと知ればもちろんショックを受けるだろうし、その上救出のために他の子供たちが敵地へ出向くとなれば、自分たちが無事に戻ってくるまでそれこそ気が気じゃないだろう。

　パパももう若くない。できれば余計な心の負担はかけたくない、というのがその理由だ。

「早速だが、おまえが戻るまでに田辺が所有する不動産について調べてみた」

　牧師館ぼくしかんの居間に入り、向かい合って腰を下ろすやいなや、梗一が口火を切る。当然ながら梗一も時間がないことをわかっているのだ。

「都内に三箇所──これは事務所と本宅、愛人を住まわせている別宅のマンションだ。他に大阪おおさかと横浜よこはま、福岡ふくおかにマンションを一軒ずつ、これは投資目的の物件らしく、人に貸している。それと小田原おだわらに別荘を一軒所有している」

「小田原の別荘が怪しいな」

　亨のつぶやきに梗一がうなずく。膝ひざの上でノートパソコンを操作して、亨に見せた。

「これが、その別荘の航空写真と周辺の地図だ。麓ふもとから車で十五分ほどの山の中腹ちゅうふくにある。別荘地ではあるが、この時期は雪が多くて訪れる住民は少ない。従したがって近隣の目に触ふれる可能性は低く、人里までかなりの距離があるが故ゆえに徒歩で助けを求めるのも至難の業わざだ。監禁するには格好のロケーションだな」

　梗一の説明を聞き終えた亨は、顔を上げてリーダーに問うた。

「ここだと思う？」

「八割方」

　答えた梗一が、眼鏡めがねのブリッジを中指でくいっと持ち上げる。

「無論、見当が外はずれる可能性もある。だが、ただ黙ってじっと手を拱こまねいていても秋守は帰ってこない。動かないよりは動いたほうがいいことは確かだ」

「だよね」

　賛同を示した亨は、焦燥に圧おされて勢いよく立ち上がった。

「由利が来るまでにバンをスノータイヤに履はき替かえさせよう」










　伊吹が教会に到着したら、すぐにでも出かけられるように万事整ととのえる。梗一とふたりでタイヤを取り替えると、亨は急いで自宅アパートに戻り、防寒用の衣類に着替えた。フリースの上にダウンジャケットを着込み、トレッキングブーツを履いたところでふと思いつき、携帯を取り出した。

　前に教えてもらった佐伯の番号を呼び出し、通話ボタンを押す。

　呼び出し音を聴きながら一分ほど待ったが、佐伯が出ることも、留守番電話サービスに切り替わることもなかった。

「……出ないか」

　ため息をついて携帯を腰のポケットに突っ込み、立ち上がる。

　秋守を解放するよう、佐伯から田辺に話をつけてもらうことはできないかと思ったのだが。

　ふたりは宿敵ライバル関係のようだし、田辺が佐伯の言うことをすんなり聞くとも思えないけれど。

　ふたたびライトバンで教会へ引き返し、牧師館の居間に入ってしばらくすると、廊下を急ぎ足でこちらに向かってくる靴音が聞こえた。ほどなくガチャッとドアが開き、伊吹が顔を出す。

「由利、お疲れ。急に呼び出してごめん。仕事大丈夫だった？」

　駆け寄った亨に、伊吹が険けわしい顔でうなずいた。

「同僚に任せて抜けてきた」

「いいの？　張り込みとかじゃなかったのか？」

「今日明日は動きそうにないヤマだから大丈夫だろう。それより秋守のほうが緊急だ」

「本当は警察に届け出て任せるのが筋なんだけど……ごめん」

　刑事である伊吹に申し訳ない気分で謝ると、スーツの広い肩を竦すくめる。

「おまえが謝ることじゃない。事ことが士堂しどう家直系跡取りの誘拐だけに、届け出ればまず間違いなく本庁が動く。本庁が動けば番記者に嗅かぎつけられるからな。仕方がないだろう」

「うん」

「俺たちが秘密裏ひみつりに秋守を救出すれば、士堂家はスキャンダルに塗まみれることなく、税金の節約にもなる」

　毎度のことながら伊吹の割り切りには本当に助かる……と思っていると、衣類を抱かかえた梗一が廊下を歩いてきた。

「由利。着替えだ」

　伊吹に黒の衣類とダウンジャケットを渡す。伊吹は居間で手早く、スーツから黒ずくめの上下に着替え、ダウンジャケットを羽織はおった。

「準備できたか？　そろそろ九時だ。急ごう」

　梗一は不測の事態に備そなえ、今回も待機組だが、外まで見送ってくれる。

　牧師館を出た三人は、すぐに出せるよう、ガレージには入れずに車寄せに停とめてあったライトバンに向かった。

　黒塗りのサイドボディに『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』と英字のロゴが入ったライトバンは、いつでも自由に使っていいとオーナーから亨が鍵を預かっているものだ。

　伊吹が側面のドアをスライドさせて、助手席に乗り込む。続いて亨が運転席のドアを開けた時、鉄の外門がギィ……と音を立てた。

　その音に誘われて外門に視線を向けた亨は、そこに意外な人物を見つけて大きく両目を見開いた。

　黒のロングコートにマフラーをかけ、細身のパンツの裾すそをエンジニアブーツにインした──全身黒ずくめの華奢きゃしゃなシルエット。

　猫のような眦まなじりの切れ上がった目と目が合い、亨は声をあげた。

「彼方!?」
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　背後の梗一が「彼方？」と、やはり意表を突かれた声を出す。車の中の伊吹も驚いたように瞠目どうもくしている。

　カツコツと靴音を立ててまっすぐバンに歩み寄ってきた彼方が、梗一と亨の手前で足を止め、おもむろに口を開いた。

「留守録のメッセージ聞いたから」

「あ………」

「秋守が大変なんでしょう？」

「あ……あ……そう……だけど」

　まだ虚きょを衝つかれた衝撃を引ひき摺ずっていると、彼方が片方の眉を持ち上げる。

「何？　来ちゃいけなかった？」

「えっ……そ、そんなわきゃねーじゃん！」

　亨はあわてて否定した。

「今回人数少ないし、すげー助かるよ。マジで！」

　秋守に対する複雑な想いもあるだろうに、こうして来てくれた。

　予定や都合をさておき駆けつけてくれた。

　秋守を救い出すために、仲間が揃そろった。

　だんだん喜びが込み上げてきて、胸がじんわり熱くなる。万感胸に迫る思いで彼方の白い貌かおをじっと見つめた亨は、囁ささやくように言った。

「……ありがとう」

　つと眉をひそめた彼方がふいっと視線を逸そらす。

「俺だって鬼じゃないよ」

　そのまま低くぼそっとつぶやいた。

「……ライバルがこんな形でいなくなるのは本意じゃないしね」

「え？　何？　聞こえなかっ……」

「──亨、彼方、急がないと時間がないぞ」

　梗一の促しに「あ、うん」と返事をして、亨は運転席に乗り込んだ。彼方も後部座席に乗り込む。三人が着席し、シートベルトを締めたところで、亨はイグニッションキーを差し込んで回した。エンジン音を耳にパワーウィンドウを下ろし、梗一に告げる。

「んじゃ、行ってくる」

「頼むぞ。定期的に状況を報告してくれ。こっちもできるだけ援護えんごする」

「了解。──必ず、秋守を連れ帰ってくる」

　梗一がうなずき、亨はパワーウィンドウを閉めた。見送る梗一に片手を上げ、発車させる。

　月明かりに光る教会の十字架じゅうじかを背に、ライトバンは闇の中を走り出した。
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　伊吹いぶきのナビゲーションでライトバンを走らせる。

　時間帯のせいか高速は空すいており、車の流れもスムーズだった。この分ならば目的地に十一時前後にはつけそうだ。

（秋守あきもり……待ってろよ。今助けてやるから）

　前方の車のテールランプを見据みすえ、亨とおるは胸の中でつぶやいた。

　実のところ、今向かっている別荘に秋守がいるという確証はない。梗一きょういちの読みが外はずれだった場合、別の場所を虱潰しらみつぶしに当たるにしても、今夜中に回りきるのは不可能だ。

　明朝十時のリミットまでに秋守を救出できなかったら、山本やまもとさんは田辺たなべの指定口座に身代金を振り込むだろう。

　だけどそれで秋守が戻ってくる保証はない。どころか、味をしめた田辺が要求をエスカレートさせてくる可能性はなきにしもあらず。秋守の祖父母がスキャンダル発覚の覚悟を決めて警察に通報しない限り、恐喝は続く……。

　そんな事態になったら、ただでさえ血圧が高めのお祖父じいさんが、度重たびかさなるプレッシャーに耐えきれなくなる日がきてしまうかもしれない。

　秋守のお祖父さんとお祖母ばあさんが、自分たちハウス出身の元孤児こじと孫が親しくするのを快こころよく思っていないのは知っている。

　秋守を英国イギリスに留学させた理由のひとつに、過去のしがらみを断ち切らせようとする意図があったことも──。

　好かれていないのはわかっているけれど、だからといって彼らを憎く思うことはないし、何よりふたりは秋守の血の繋つながった肉親だ。

　もし、どちらか片方にでも何かあったら、秋守が悲しむ。

　そうさせてはならない。絶対に。

（とにかく）

　今は、別荘に秋守がいることを信じて、一刻も早く現地に着くしかない。

　決意も新たに運転に集中し、午後十一時を過ぎる頃に目的地付近に到着した。雪は降っていないが、周囲は一面の雪景色で、樹氷に覆おおわれた樹木がぼうっと白く光っている。もっとも、雪景色にじっくり見入る余裕は車内の誰にもなかった。

「ここからはカーブが多いから気をつけろよ。地面も凍こおっているぞ」

　伊吹の注意に「了解」と応じる。

　蛇行だこうした山道を、スピードを落として上がった。さすがにこんな時間ともなると、対向車線を下ってくる車はない。シンと静まり返った暗闇の中、雪の轍わだちが残る二車線を慎重しんちょうな運転で上ること十五分。

「そろそろ目的地だ」

　伊吹の合図で亨はさらにスピードを落とした。あまり車で近付きすぎると、敵に見つかる怖れがある。

「どこか車を停とめられそうな場所ある？」

「少し先に物見台がある。そこに停めよう。別荘までは徒歩で三分ほどだ」

　伊吹の言葉どおり、晴れた日中ならば展望がいいと思われる場所に、車を停められるスペースがあった。ガードフェンスと向かい合うようにベンチが設置されている。

　駐車スペースにライトバンを停めた亨は、エンジンを切り、サイドブレーキを上げた。ポケットから携帯を取り出し、梗一に連絡を入れる。

「もしもし、梗一？」

『亨か？』

「今現地に到着した。これから徒歩で別荘に向かう。うん、でさ、もし俺たちから一時間過ぎても連絡がなかったら、今から言う番号にかけてみてくれ」

　亨は口頭で数字を読み上げた。

『……誰の番号だ？』

「佐伯さえきさんの携帯の番号。もし通じたら事情を説明して助けを求めて欲しい。警察はあくまで最終手段ってことで」

『わかった。──亨』

「ん？」

『気をつけろ。相手はやくざだ。銃器を持っている可能性がある』

「わかってる」

　通話を切るとイヤホンマイクを右耳に押し込み、胸ポケットに小型インカムを忍ばせる。同じく、イヤホンマイクの装着そうちゃくを済ませた伊吹と彼方かなたに確認した。

「準備ＯＫ？」

　伊吹と彼方が無言で親指を立てる。

「よっしゃ、行こう！」










　剝むき出だしの丸太が積み重なった壁が特徴的なログハウス──それが田辺の別荘だった。

　山の中腹ちゅうふくにぽつんと建っており、見渡す限り他に人家らしき建物はない。すぐ後ろまで山の斜面しゃめんが迫ってきていて、周囲には背の高い樹木が林立している。急傾斜きゅうけいしゃの屋根は雪で白く覆おおわれ、高床式の床部分は積雪に埋うもれて見えなかった。

　平屋プラス屋根裏部屋といった造りで高さはないが、左右奥行き共にかなりの面積があり、それなりの部屋数はありそうだ。正面のいくつかの窓からオレンジ色の明かりが漏もれている。

（ここか）

　少し離れた位置に駐車されていたＳＵＶの陰からログハウスを見つめ、亨は無意識に小さく息を呑のんだ。傍かたわらでは、彼方がやはり息を潜ひそめて、ログハウスの様子を窺うかがっている。

　明かりが点ついているということは、中に人がいる。しかも、今自分たちが身を潜めているＳＵＶのナンバープレートは「品川しながわ」。東京から誰かが乗り付けたということだ。

　これは、秋守が中に囚とらわれている可能性が高い。

　ログハウスの外観から結論を導き出すと同時にドクンッと心臓が脈を打った。

（……秋守）

　無事なんだろうか。

　ここに来るまでは、とにかく一刻も早く目的地に着くことだけを念頭に置いてきた。

　秋守がどんな状況にいるのか、想像すれば平静でいられない自分をわかっていたから、それについては考えないようにして、敢あえて目を逸そらしてきた。

　でも、いざ目的地が目前に迫り、中に秋守がいる可能性が高まると、考えずにはいられなくなる。

　もしも酷ひどい暴行を受けていたら？　怪我けがをしていたら？

　頭に浮かんだ悪い想像に、背筋が急激に冷え、全身がぶるっと震えた。

　凍こごえるような冷気のせいだけじゃない震え──。

（駄目だめだ）

　亨は頭をふるっと振り、まとわりつくようなマイナス思考を振り払った。

　平常心を欠いていたら助けられるものも助けられなくなる。

　ニュートラルに気持ちを保って、できるだけ冷静に行動すること。

　心の中で唱となえてどうにか気持ちを切り替えた時、伊吹が偵察から戻って来た。

「積雪に備えてか側面に出入り口はなし。今確認してきたが、側面は窓もすべて雨戸が閉まっている。裏から入ろうにも背後は山だ。今回は図面を準備できなかったから、間取りもわからない。忍び込むのは無理だ」

「つまり、正面玄関から入るしかないってこと？」

　伊吹の考察を引き取り、彼方が結論を口にする。

「そうだな」

　とはいえ、招まねかれざる客である以上、すんなり通してくれるわけがない。

　当然、力尽くで押し入ることになる。

「さて、どうする？」

　今回は、事前に作戦を立てたり準備をしたりの猶予ゆうよはなかったので、現地に着いてから状況によってその場で判断しよう──という話になっていた。

「強行突破、いけるかな？」

　思案げに亨がつぶやくと、伊吹が冷静な回答を寄越した。

「敵が何名かは中に入ってみないとわからないが、ＳＵＶの乗車定員は最大五名。うち一名を秋守と考えると、敵は最大で四名。四対三。歯が立たない人数じゃない」

「でもきっと拳銃持ってるぜ？」

「逆を言えば、敵が銃器類を所持しているが故ゆえに、こっちが多少手荒な方法をとっても、警察に通報される可能性はないってことだ」

「そっか。そういう考えもあるか」

　伊吹と意見を交わしているうちに腹が定まった亨は、傍らの彼方を振り返って確認を取る。

「強行突破するけど、いい？」

「それしか方法がないんじゃ、しょうがないんじゃないの？」

　彼方らしいクールな返答にうなずき、中腰から体をまっすぐ起こす。ぐずぐず迷っている時間はない。

「行こう」

　ミシミシと雪を踏み締め、三人でゆっくりとログハウスに歩み寄った。伊吹を先頭に丸太を組んだ階段を上り、雪の積もったデッキに立つ。

　亨と彼方の顔を順番に見た伊吹が、行くぞ？　というふうに目で合図したのちに、ドアを拳こぶしで叩たたいた。

　ドンドンドン！　ドンドンドン！

　ややして中からドスを利きかせた声が「誰だ!?」と怒鳴る。亨がその誰何すいかに答えた。

「夜分にすみません。すぐそこで車がガス欠になっちゃって……途方に暮れてたら、このログハウスの明かりが見えたんで」

「……ガス欠だぁ？」

「少しでいいので、ガソリン分けてもらえないでしょうか？　ちゃんと代金は支払いますんでお願いします……」

　わざと頼りない声を出して哀れっぽく頼み込むと、ドア越しに、チッと聞こえよがしな舌打ちが響いた。続いてガチャッと鍵を回す音が聞こえ、ドアが外側に開く。

「ったく、燃料タンクちゃんと確認しとけ……っ」

　最後まで文句を言い切ることなく男の声が途切れた。伊吹がドアの隙間すきまにワークブーツの片足を嚙かませたからだ。

「なっ……なんだ、てめえっ」

　反射的にドアを閉めようとするのを許さず、逆に大きく開放させた伊吹が、男をどんっと押しのけ、室内に足を踏み込む。亨と彼方も伊吹に続いた。

　ログハウスの中は壁も床も剝き出しの木材でできており、正面の暖炉だんろの火がそのディテールを赤々と照らし出していた。十五畳じゅうごじょうほどのリビングのソファでくつろいでいた男が異変を察して立ち上がる。

「なんだ、てめえら!?」

　いかにもやくざ然とした凶悪なツラ構えの男が吠えた。背はさほど高くないが、筋肉質の引き締まった体つきをしている。顎髭あごひげを生はやして油っぽい黒髪をオールバックにしたこの男が、年齢的にもリーダー格と思われた。

「カチコミかぁ!?　どこの組のもんだ、あぁ!?」

　さっきドアを開けた際に伊吹が突き飛ばした下したっ端ぱらしきロン毛も立ち上がって怒鳴る。

「おまえたちが預かっているものを返してもらいに来た」

　伊吹の返答に、オールバックの顔色が変わった。

「おまえら……佐伯の手のもんか？」

　それには答えず、目の前のオールバックを眼光鋭く睨にらみ据すえ、伊吹が低く凄すごむ。

「……秋守はどこにいる？」

「…………」

「どこだ？　吐け!!」

　取り調べでの迫力を思わせる地を這はうような低音の怒声に、ロン毛がびくっと肩を揺ゆらし、ちらっと上を見た。あわててすぐに視線を戻したが、もちろん遅い。オールバックから目を離さずに伊吹が顎をしゃくる。

「亨、秋守は屋根裏だ。──行け。ここは俺と彼方で食い止める」

　二対二ならなんとかなるだろうととっさに判断した亨は「わかった」と応じた。

　男たちから視線を転じて、左斜ななめ前方にあるドアを見据える。ここにないということは、あのドアの向こうに屋根裏部屋に上がる階段があるはずだ。

「亨、ロン毛は俺が引き受けるから」

　彼方が対峙たいじするようにすっとロン毛の前に立ち、伊吹もオールバックにじりっと近づく。二組の男たちが殺気を発して睨み合ったその隙に、亨はダッシュをかけた。

「やんのか、チビ!?」

「今時ダッサいスカジャンとか着てるやつにチビ呼ばわりされたくないんだけど？」

「なんだと？　舐なめ腐くさりやがって！　その首へし折ってやる！」

「やれるもんならやってみれば？」

　挑発する彼方を視界の隅すみに、亨はドアノブに飛びついた。ドアを押し開け、廊下に飛び出す。

　予測どおり、廊下の先に階段があった。

　勢いよく階段まで駆け寄って一段目に足を掛けた時、階上からドタドタと足を踏み鳴らして誰かが下りてきた。

（もうひとりいたのか……くそっ）

　秋守の見張り役が階下の物音を聞きつけて下りてきたのだろう。

　階段の途中で見張り役が亨に気がつき、「誰だ、てめえっ」と怒鳴った。金髪をツンツンに逆立てて鼻ピアスをした若い男だ。

　血相を変えて駆け下りてきた金髪の腹に思いっきり頭突きを食らわす。「うっ」と呻うめき声ごえを出して男が前のめりに体を折った。すかさず身を引き、体を横にして躱かわすと、支えを失った金髪が「うわーっ」と悲鳴をあげて落ちていく。

　ドンッ!!　とログハウス全体が揺らぐような大きな音を立てて金髪が床に落下した。全身を強打して、そのまま動かなくなった男を見下ろし、亨は「死んでないよな？」とひとりごちる。念のために階段を下り、気を失っている金髪の首筋に指を当てた。

　生きているのを確かめるやすぐに身を翻ひるがえし、今度は階段を二段抜かしで一気に駆け上がる。

　階段を上りきった先は、天井てんじょうが斜めになった屋根裏部屋だった。壁に寄せられるようにしてベッドがひとつ置かれており、そのベッドの上にひとりの男が身を横たえている。

　男は両手を後ろ手に縛しばられていた。左足の足首には鉄の枷かせが嵌はめられ、鎖でベッドの支柱しちゅうに繋がれている。

「秋守！」

　探し求めていたその姿を見つけ、思わず大声で名前を叫んだ。

「亨!?」

　大きく両目を見開いた秋守が、身を起こそうとする。ベッドに駆け寄った亨は、斜めになった体を支えて、秋守を抱き起こした。

「……助けに来てくれたのか」

　まだどこか実感が湧わかないような、掠かすれた声でつぶやく秋守の全身を、亨は隈無くまなくチェックする。

「どこか怪我は？」

「大丈夫だ」

　今度はしっかりとしたいらえにほっとして脱力した。……よかった。いや、脱力している場合じゃない。気を引き締め直して告げる。

「今、手と足を自由にしてやるから」

　まずは背中に回った手首の紐ひもを解とき、次に腰のポケットから取り出したピックを使って足枷を外しにかかった。ピックでシリンダーを探っているうちにカチッと音がして鉄の枷がふたつに割れる。ジャラッ、ゴトンッと鎖付きの枷が床に落ちた。

　両手と足の拘束こうそくを解かれた秋守が、自由になった腕をさすりながら尋たずねてくる。

「どうしてここがわかった？」

「説明はあとでする。下で由利と彼方が食い止めてるから」

　行こう！　というふうに秋守の腕を引っ張った刹那せつな、階下でパン、パンッと爆竹が爆はぜたような音がした。

「………っ」

　秋守が眉まゆをひそめる。

「……銃声？」

　嫌な予感に顔を見合わせてから、弾はじけるようにしてふたりで階段を下りた。廊下の床に伸びている金髪のちんぴらを乗り越え、開け放たれたドアからリビングに飛び込む。

「由利ゆり！　彼方！」

「そこまでだ！　動くな！」

　ダミ声の一喝いっかつに亨はフリーズした。横に並んだ秋守もぴたりと止まる。

「………っ」

　視界に飛び込んできたのは、リビングの中程にこちらを向いて立つ伊吹の姿。痛みを堪こらえるような表情で、左の二の腕から血を流している。その斜め後ろでオールバックが、右手の拳銃の銃口を伊吹の後頭部に押しつけていた。

　少し離れた場所では、彼方とロン毛が組み合ったまま固まっている。

「由利……撃たれ……っ」

　一歩前に出ようとして、亨はオールバックに「おおっと、動くなよ、兄ちゃん」と制された。

「一歩でも近づいたら容赦ようしゃなくズドンといくぜ？」

「……くっ……」

　喉のどから息が漏れる。傍らの秋守も、険けわしく眉根を寄せている。

　ブラフじゃないことは、男のギラギラと殺気立った双眸そうぼうを見れば一目瞭然。

（……どうする？　どうやってこの場を切り抜ける？）

　奥歯を嚙み締め、懸命に打開策を探っていた亨は、ふと、不穏ふおんな気配を背後に感じて肩を揺らした。直後、後頭部にガツッと激しい衝撃を感じる。

「いっ……」

　眼裏まなうらに火花が散った。

　とっさに後頭部を押さえて背後を振り向くと、廊下で気絶していたはずの金髪が、拳銃を持った右手を振り上げている。

「さっきはよくもやってくれたな？」

　怒りに顔を引きつらせた金髪に殴打おうだされたのだと覚さとる間もなく、ふたたび拳銃が振り下ろされる。

（やられるっ！）

　そう思った瞬間、横合いからどんっと体当たりされた。体が浮く。

「うぁっ」

　床に倒れ込む寸前、体当たりした秋守が亨を腕の中に抱かかえ込こみ、自分がクッションになって転倒の衝撃から護まもってくれた。空振りした金髪がチッと舌を打つ。

「大丈夫か、亨!?」

　胸に抱き込んでいた亨ごと身を起こして、秋守が顔を覗のぞき込こんできた。

「…………」

　大丈夫だと答えたいのに声が出ない。意識が薄れていくのを感じた。

　視界が徐々に暗くなり、秋守の顔に紗しやがかかって……。

「亨！　しっかりしろ！　亨っ！」

　秋守の叫び声を耳に、亨はゆっくりとブラックアウトした。










「────亨」

　誰かが自分の名前を呼んでいる。ぴくっと目蓋まぶたが蠢うごめいた。

「………ん」

「──亨」

　耳許みみもとの囁ささやきにじわじわと薄目を開ける。焦点しょうてんのぼやけた視界に映り込んでいるのは……こんなにアップでも端整たんせいな貌かお。

「……秋守？」

「気がついたか？」

　心配そうな声の問いかけに頭をふるっと振る。と、ズキッと後頭部が痛んだ。

「ってぇ……」

「急に動くな。頭を強く殴られたんだ。痛いか？」

「くっそ……ぜってータンコブできてる」

　ズキズキ痛む場所を触さわろうとしたが、両手を後ろ手に縛られているらしく、果たせなかった。

　痛みに顔をしかめつつ、意識が途切れる前の記憶を辿たどる。金髪の二度目の殴打の寸前に秋守が体当たりをかけて……身を挺ていして庇かばってくれたことは覚えている。それでそのまま秋守の腕の中で意識を失って──。

　記憶が繋がったところで、自分が秋守の膝ひざに後頭部を乗せて横たわっていることに気がつく。秋守は壁に背を預け、床に直に胡座あぐらを搔かいていた。こちらも両手を後ろ手に拘束されている。

　仰向あおむけなので天井が見えるが、どうやら屋根裏部屋ではないようだ。

「ここ……どこだ？」

　腹筋を使ってそろそろと身を起こしながら亨はつぶやいた。ざっと見回した限り、六畳ほどの部屋で、剝き出しの木材の壁や床から察するに、ログハウスの中の一室であると思われる。

「一階の奥の部屋だ。やつらに携帯とインカムを取り上げられ、両手を縛られて、ふたり一組で閉じ込められた。由利と彼方は隣りの部屋だ」

　その状況説明で重要な件を思い出した。

「由利の怪我は大丈夫なのか？」

「……わからない」

　秋守が厳しい表情で首を横に振る。

「…………」

　怪我の程度にもよるが、伊吹は体力もあるし、止血さえしておけば、出血多量で死に至いたることはないはずだ。だが、いずれにせよ一刻も早くちゃんとした処置をしたほうがいいに決まっている。

　亨も険しい面持おももちで、秋守の隣りに胡座を搔き、背中を壁に預けた。

「……俺、どんくらい気を失ってた？」

「二時間ほどだ」

　二時間。

　突入の前に梗一に連絡を入れてから二時間半は経たっている。梗一はとうに佐伯の携帯に電話しているはずだ。無事に佐伯に連絡がつけば、救出に来てくれるかもしれない。

（けど、連絡がつかなかったら……）

　異変を感じた梗一がきっとなんとかしてくれる──そう思う側そばから焦燥しょうそうが背筋をじりじり這はい上あがってくる。過去の『ミッション』でここまでの窮地きゅうちに陥おちいった経験はなかった。

　もし、このまま助けが来なかった場合、自分たちがどんなふうに扱われるのか見当もつかない。

　相手はやくざだ。銃器の使用も辞さないことは、伊吹の怪我が証明している。

　大事な取引の材料である秋守はともかくとして、伊吹、彼方、そして自分の命の保証はない。

　下手へたをすると、三人とも殺されて、雪山に埋うめられて……。

　どんどんマイナスに転がる思考に歯止めをかけようと、縛られた両手をぎゅっと握にぎり締しめた時、横から「亨」と呼ばれた。

　首を捻ひねると、秋守の愁うれいを帯びた黒い瞳とぶつかる。物憂ものういような眼差まなざしで、しばらく亨の目を見つめてから、秋守が苦しい声を出した。

「すまない、俺のせいで……」

「秋守」

「帰宅途中──ドライブを兼ねてひとりで運転をしていた時、人通りのない細い裏道で前の車が急停車したんだ。何かトラブルかと思い、車から降りて様子を見に行ったら、不意に背後から羽交はがい締めにされて、抗あらがう間もなく何か液体の染みた布のようなもので口と鼻を塞ふさがれた。直後意識が薄れて……次に目覚めた時にはこの山小屋にいた」

　秋守から拉致らちされた際の経過を知らされた亨は、「首謀者は田辺だよ」と教えた。

「おまえを拉致して、身柄みがらと引き替えに士堂の家に大金を要求してきたんだ」

「やはりそうか」

　秋守が眉間みけんにくっと縦筋たてすじを刻きざむ。

「朝十時までに指定の口座に身代金を振り込めって要求してきている。俺はおまえと連絡が取れなくなって心配していたところに昨日の夕方山本さんから連絡をもらって、すぐにみんなに招集しょうしゅうをかけたんだ」

　亨の説明に、いよいよ秋守が苦渋くじゅうの表情を浮かべた。

「俺が……田辺を突っぱねたために……おまえたちまで巻き込んでしまった」

　項垂うなだれる秋守の苦悩の心中が手に取るようにわかって、亨も胸が苦しくなる。

「秋守、おまえは間違ってない。あんなやつに屈くっするべきじゃない」

「……しかし」

「おまえが負おい目めを抱いだく必要は全然ないんだって！」

　思うに任せないじれったさに、つい声が大きくなった。

　この手が自由だったら、肩を抱いてやるのに。

　抱き締めてやれるのに！

　そうできない自分をもどかしく思っていると、秋守が顔を上げた。亨の目を見つめて、呻くようにつぶやく。

「いつだっておまえを護りたいと思っているのに……現実はまるで逆だ」

「……秋守？」

「おまえのことを誰より大切にしたい。なのに実際はおまえに助けてもらってばかりだ。無力な自分が……不甲斐ふがいない」

「そんなことないって。おまえは充分俺の支えになってるよ。さっきだって助けてくれただろ？　おまえが体当たりしてくれなかったら、額ひたいをかち割られていたかもしれない」

　懸命にフォローしたが、秋守は苦しげな表情のまま言葉を紡つむぎ続つづける。

「そんなんじゃ足りない。もっと……もっとおまえのために……俺は……っ」

　やるせない想いを持て余し、煩悶はんもんするその様を見ているうちに、胸の深いところから熱い何かが込み上げてきて、気がつくと亨は「……そうじゃない」と零こぼしていた。

「別に何もしてくれなくていい。側にいてくれるだけでいいんだよ」

「……亨？」

「おまえが俺の前からいなくなってからの十二年間──頭の二年間は抜かして、あとはちゃんと普通に暮らして、留学もしたし、がんばって仕事して、時には仲間と遊んだりもしてたけど……でも心の中にどうしようもなく欠けた部分があって……何をしても、結局誰にも、その穴は埋められなかった」

　亨の独白に、秋守がわずかに目を瞠みはる。

「二年半前、おまえが戻ってきて、俺の中の死んでいた部分が息を吹き返した。やっと欠けていた半身が帰ってきたって……本当にうれしかった」

「……亨」

　見開いた目を、秋守が切なげに細めた。

「山本さんからおまえが攫さらわれたって聞いた時、もしまたおまえがいなくなっちゃったらどうしようって、それだけで心臓が痛くて胸が苦しくて……もう一度おまえを失ったら生きていけないって思った」

「…………」

「おまえがいないと駄目なのは、俺のほうだ」

　黒い瞳を見つめ、切々と訴える。

「おまえが側にいるだけでいい。それだけでいいんだ……秋守」

　秋守がきゅっと顔を歪ゆがめた。今にも泣き出しそうに見える表情の一瞬後、掠れた声が「亨」と名前を呼んだ。熱を孕はらんだ眼差しでまっすぐに亨を捉えて囁く。

「……愛してる」

　その言葉を聞いた刹那、胸の一番奥深くがびりびりと震えて、全身がじわっと熱くなった。

　胸が焼けそうなはどに狂おしく熱い「何か」が、急激に喉元まで迫り上がってくる。

　ずっとわからなかった。

　秋守をここまで必要とする自分の気持ちがなんなのか。

　なぜこんなにもこの男を失うことが怖いのか。

　でも今……わかった。

　あまりに昔から自分の中に存在し過ぎて、形にならなかった想い。

　ずっとずっと胸の奥底にあったのに、名前を知らなかった感情。

　その名前が……唐突にわかった。

　そして今伝えておかないと、また言えないままに引き裂かれてしまうかもしれない。今度こそ、二度と伝えるチャンスが巡めぐってこないかもしれない。

　焦燥に駆られた亨は、わななく唇くちびるを必死に開いて、喉元の熱い感情を押し出した。

「俺……俺も……秋守……俺もっ」

「亨」

「……おまえを……愛してる」

　虚を衝かれたような瞠目から一転、秋守の顔が歓喜に輝く。

「亨……っ」

　お互いに両腕が自由にならない歯がゆさの中、精一杯身を寄せ合った。ぴったりと体をくっつけた状態で秋守が顔を寄せてきて、もどかしげに唇を探ってくる。亨もそれに懸命に応こたえ、やっと唇と唇が触れ合った。
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　そっと上唇を吸い、下唇を啄ついばみ、探り合うようなキスを二、三度交わしたあと、しっかりと唇が重なり合う。

「……っ……」

　重ね合った唇から秋守の想いが流れ込んでくるようで、胸がじんじんと震えた。閉じた目蓋の下で、眼球が熱く潤うるむ。

　もし、このあと命を断たれたとしても後悔はしない。

　最後まで秋守と一緒なら構わない。

　この世でただひとり愛する男と一緒ならば……。

「……ふっ……」

　ゆっくりと、名残惜なごりおしげに唇を離した秋守が、こつんと額をぶつけてきた。

「……亨」

　今まで聞いた中で一番甘やかな声で紡がれた自分の名前に、くすぐったい気分で首を竦すくめる。至近距離で見つめ合っていると、不意にドアの向こうでガチッという音が響いた。

　甘い余韻よいんを打ち砕く解錠音かいじょうおんにびくっと身を揺らし、視線をドアに振り向ける。

　ふたりが注目する先で、ドアがギィーと開いた。

　顔を覗かせたロン毛が低い声で怒鳴る。

「出ろ！」










　亨が先頭、次に秋守という並び順で、拳銃を持ったロン毛に最後尾から促うながされ、廊下を歩かされる。

　どうにか隙を窺うかがって逃げられないかとも考えたが、両手を後ろ手に縛られている上にロン毛が銃器を持っている状況でそれを成なし遂とげるのは極めて困難だった。

　そうこうしている間にリビングに着く。十五畳ほどの室内にはすでに、伊吹と彼方の姿があった。ふたりとも、やはり後ろ手に縛られている。

「由利！」

　伊吹の二の腕には布が巻かれており、血は滲にじんでいたが、とりあえず止血してあることにほっとした。

「おまえ、大丈夫か？」

　問いかけに伊吹がうなずく。

「彼方も？」

　彼方は軽く肩を竦めて「腕の付け根が痛いけど」と言った。

　今のところはふたりとも大丈夫そうだ。

　仲間の無事を確認した亨は、視線を移動し、オールバックと金髪の他にもうひとり、さっきまではログハウスにいなかった男を認め、目を細めた。

　年齢は五十がらみ。がっちりと筋肉質の体を厚手のニットに包み、白髪混じりの頭を短く刈かり上あげている。黒光りする鞣なめし革がわのような肌。細い目。眼光が異様に鋭い。

　傍らに立つ秋守の「……田辺」というつぶやきで、亨は男の正体を知った。

（この男が……田辺）

　今回の拉致監禁・恐喝劇きょうかつげきの黒幕。

　おそらくは、亨たちの襲撃を仲間から知らされて、自分が気を失っている間に東京から駆けつけてきたのだろう。

「これで全部か？」

　田辺が嗄しわがれた声を発した。手下のオールバックが「カチコミかけてきたのはこの三人です」と答える。

　ふんと鼻を鳴らした田辺が、亨と伊吹、そして彼方を順番にじろじろと上から下まで見た。

「おまえら何者だ？　どうやらサツじゃなさそうだが……素人しろうとでもねぇな？」

「…………」

　素性すじょうを明らかにして、秋守との繋がりがばれ、パパや美国みくに教会に類が及ぶのだけは避さけたい。

　みんな考えることは同じなのだろう。

　申し合わせたように三人で無言を貫つらぬいていると、田辺が顎をしゃくった。

「マサル」

「へい」

　返事をしたロン毛に後ろからどんっと背中を押され、亨の足許がよろめく。

「亨！」

　秋守が焦燥を帯びた声を出した。

「ほう……坊ちゃんの友達か？　危険を顧かえりみずに救出に来てくれるとはいい友達を持っているな？　だが少々オイタが過ぎたようだ」

　皮肉げに口許を歪めた田辺が、「やれ」と命じる。

　さらにロン毛に小突かれ、数歩前に進んだところで膝の裏を蹴けられた。脚あしが砕け、がくっと前のめりに膝を突く。

「おら、吐け！　どこの何もんだ？　佐伯の身内か？」

　背中を後ろから蹴りつけられ、亨は顔から床に突っ込んだ。ごつっと額をぶつける。

「……ってぇ……」

「亨！」

　秋守が叫び、こちらに駆け寄ってこようとしたが、前に立ちはだかったオールバックに阻はばまれた。両手が使えないので押しのけることができず、苛立いらだった秋守が声を張り上げる。

「くそっ……退どけっ……亨！　亨！」

　一方の伊吹と彼方は、息を詰めて動向を見守っているようだ。情勢を見極め、ここぞという隙を突こうという腹だろう。

　冷静なふたりに反して、秋守は明らかに頭に血が上のぼっていた。

「亨は関係ない！　やるなら俺をやれ!!」

「せっかくの申し出だが大事な人質を傷つけるわけにはいかないんでね」

　田辺がせせら笑い、ロン毛に顎をしゃくって続きを促す。

「白状しろ、コラッ！」

　容赦なくガッ、ガッと蹴りつけられ、背骨が軋きしむ。

「……くっ……」

　舌を嚙まないよう奥歯をきつく嚙み締めて、亨は衝撃に耐えた。だが暴行シーンは、やられている当人より、見ているほうがキツかったようだ。

「やめろっ！　やめてくれ!!」

　これ以上は耐えられないと言うように、秋守が制止の声をあげる。

「俺が話す！　話すから亨を傷つけるな!!」

「秋守！　駄目だ！　言うな！」

　痛みを堪えながら叫んだ時だった。

「──ん？」

　にやにやと薄笑いを浮かべて足蹴あしげにされる亨を眺ながめていた田辺が、つと眉間にシワを寄せる。体をバッと振り向け、ドアのほうを見た。つられてロン毛も暴行を止める。

　一方的な暴力から解放された亨の耳にも、今やタイヤが雪をメリメリと軋ませる音が届いていた。

（……車？）

　それまではシンと静まり返っていた外がにわかに騒がしくなり、やがてガチャッ、ガチャッ、バン、バンッとドアを開閉する音が響く。

「こっちだ！」

「急げ！」

　複数の男の声も聞こえる。雪の中を数人がこちらに向かってくる気配。デッキの階段を駆け上がる足音。

「誰か来ます！」

　異変を知らせたオールバックに、憮然ぶぜんとした表情の田辺が「んなこたわかってる！」と怒鳴り返す。

「くそっ……サツか？」

　苦々しいつぶやきの間にも、パン、パンッと乾いた銃声が響き、ドアの鍵が壊こわされた。バンッと大きな音を立ててドアが開き、数人の男たちが雪崩なだれ込こんでくる。全員黒い服に身を包んでいるが、警察官ではないことは、男たちが纏まとう一種独特な雰囲気で察せられた。

「なんだ、てめえらっ!?」

　威嚇いかくの声をあげた田辺が、直後はっと息を呑む。銃を構える黒服の男たちの後ろから、ロングコートを着た長身の男が姿を現したからだ。

「佐伯！」

「佐伯さん！」

　亨も思わず叫ぶ。両腕を縛られ床に転がされた亨に視線を向けた佐伯が、眉をひそめ、険しい顔つきのまま歩み寄ってきた。片膝を突いて抱え起こしてくれる。

「大丈夫ですか？　怪我は？」

　それには答えずに訊きき返かえした。

「梗一から連絡が？」

　佐伯がうなずきながら、亨の拘束を解き始める。

「上海シャンハイから戻ってきたところに連絡をもらって……事情を聞き、すぐにこちらに向かいました」

「警察よりも先に連絡がついて……よかった」

「秋守のために危ない真似まねをさせてしまってすみませんでした。私たちの争いごとに堅気かたぎの方々を巻き込んでしまった。本当に申し訳ない」

　沈痛な面持ちで謝罪をした佐伯が、秋守のほうに視線を向ける。

「無事か？」

　秋守が「はい」と答えると、安堵あんどの表情を浮かべた。だがすぐに顔を厳しく引き締めて体を起こす。おもむろ田辺に歩み寄り、その少し手前で足を止めた佐伯が、自分より頭ひとつ身長の低い男を鋭く睨みつけた。

「……どういうつもりだ？　田辺」

　佐伯の殺気を躱すようにふんっと鼻を鳴らした田辺が、胸を反そらす。

「何かと目障めざわりなおまえの弱点を探っていたら、期待以上のとんでもない大物が釣つれたって話だ。正直、さすがの俺も驚いたぜ」

　得意げに嘯うそぶく田辺に、佐伯が双眸を鈍く光らせた。

「…………」

　黙り込んだ相手に自分の優位を確信したのか、田辺がいよいよしたり顔で継つぐ。

「予定外の展開だがちょうどいい。むしろ手間が省はぶけたってもんだ。どうせおまえと話をつけるつもりだったからな。──佐伯、おまえたちの繋がりをマスコミにバラされたくなかったら、とっとと代紋だいもん返上して引退しろ」

「その台詞セリフ、そっくりそのまま返してやる」

「あ？」

　佐伯の切り返しに、得意満面だった田辺が訝いぶかしげな声を出した。

「次期会長の座を狙うおまえが、私の弱点を摑つかむために犬を放ち、こそこそと身辺を嗅かぎ回まわらせているのはわかっていた」

　感情がわかりやすい田辺とは裏腹に、佐伯は無表情で声にも抑揚よくようがない。しかしだからこその凄みがあった。亨も秋守も伊吹も彼方も、そして田辺の部下たちも、固唾かたずを呑んで、宿敵対決の行く末を見守っている。

「私がそれを知りながらなんの手も打たずに放置していたと思うか？」

「……何？」

　田辺が不機嫌そうに鼻にシワを寄せる。

「悪いが田辺、おまえの弱みも摑ませてもらった」

「弱みだぁ？」

「おまえが密入国の中国人を使って捌さばかせているご禁制の品」

　田辺の肩がぴくりと揺れ、それまでは余裕を見せていた男の顔色が変わった。その赤らんだ顔を揺るぎなく見据え、佐伯が低い声を落とす。

「極衆会きょくしゅうかいは麻薬の扱いは御法度ごはっとだ。幹部のおまえが知らないわけじゃなかろう？」

「ヤクだと？　……どこに証拠がある？」

　しらばっくれる田辺に冷ややかな眼差しを据えたまま、佐伯が部下に命じた。

「連れて来い」

「はい」

　ひとりの黒服がログハウスを飛び出していく。ほどなく中年男を連れて戻って来た。黒服に引っ立てられた男の顔はひどく腫はれ上あがり、全体的に憔悴しょうすいの色が濃い。

　足許もよろよろと覚束おぼつかない男の姿を見た田辺が形相ぎょうそうを変える。

「武藤むとう……！」

　武藤と呼ばれた男が顔を歪め、「田辺さん、すんませんっ」と叫んだ。

「この男がすべて吐いた」

　武藤を一瞥いちべつした佐伯が、ふたたび田辺に視線を戻す。

「証拠のブツも押さえてある。この件を会長に報告すればおまえはただじゃ済まない。裏切り者への制裁がどんなものか、おまえが誰よりも一番よく知っているはずだ」

　みるみる血の気の引く田辺に、静かに問いかけた。

「すべてを呑み込んで黙って消えれば見逃みのがしてやる。裏切り者として生き恥を晒さらすか、自みずから引退して生き延びるか──どちらを選ぶ？」

「くっ……」

　田辺が悔くやしげにぎりっと歯嚙みをする。

　しばらく両手の拳を握り締めて震えていたが、どう足搔いても逆境をひっくり返せないと覚ったかのように、男は首をがっくりと前に落とした。







　　　８







　すっかり意気消沈した田辺たなべたちがＳＵＶでログハウスを去ったあと、残った一行も現地解散となった。

　彼方かなたは、梗一きょういちとパパに経緯けいいを説明するためにライトバンで教会に向かったが、亨とおると伊吹いぶきは佐伯さえきの知り合いの医者に傷を診みてもらうことになった。特に伊吹は銃傷なので、一般の病院で診察を受けるわけにはいかないからだ。

　秋守あきもりも同行したがったが、屋敷で待っている山本やまもとや祖父母に一刻も早く顔を見せて安心させるべきだと佐伯に説得され、彼の部下に送られて、渋々と自宅に戻っていった。

　伊吹と共に佐伯の車で都心に向かった亨は、当直の医者に後頭部の傷を診せ、背中の打ち身ともども処置をしてもらった。

　心配していた伊吹の傷は幸いにも浅く、全治二週間との診断だった。傷口から雑菌が入らないよう気をつけてくださいと念を押されていたが、日常生活や仕事に著いちじるしく支障が出ることはなさそうだ。

　ほっと安堵あんどして、梗一に「ふたりとも大丈夫だから」と連絡を入れる。秋守にも心配しないようにメールを入れ、警察の寮に戻る伊吹と病院の前で別れた。

　佐伯が用意してくれたハイヤーでアパートに辿たどり着ついたのが明け方の五時。

　もはや一眠りしている時間はないので、少しでも疲れを癒いやすためにぬるめの風呂にじっくり浸つかる。ハイヤーの中で寝たこともあり、風呂から出た時にはずいぶん頭がすっきりしていた。

　そのまま朝食を食べて出勤。

『ミッション』の影響が仕事に出ないようにと気を張っていたせいか、さしたるミスもなく一日の業務をつつがなく終了した。

「お疲れ様でーす」

「お疲れっす」

「おー、お疲れ。お先ー」

　まだ後片付け中のマリと敦志あつしに手を振って店を出る。心なしか足取りが軽い。

（ホワイトデーの新商品もオーナーのＧＯサインが出たし）

　何より、秋守の件の片がついたのが大きい。

　胸の大きな閊つかえがすっと下りた感じ。

　ほとんど寝ていない割には軽やかな足取りで、アパートの階段を上る途中、二階の廊下の突き当たりに人影を見つけた亨は「あれ？」とひとりごちた。

　ロングコートを羽織はおった長身の男が、亨の部屋の前の鉄柵に手をついて月を眺ながめている。

（前にも、こんなことあった）

　デジャ・ビュを覚える光景に、小さく「秋守？」と声をかけた。その声が聞こえたのか、男がこちらを振り向く。刹那せつな、男の顔がぱあっと輝いたような気がした。実際は暗くて、表情なんて見えなかったけれど。

「亨」

　耳に心地いい深みのある低音。

　やっぱり秋守だ。

　確信するのと同時に、トクンッと鼓動こどうが跳はねる。そのまま早鐘はやがねを打ち始めた心臓を意識しつつ階段を上りきった亨は、秋守に歩み寄った。

　近づくにつれ、形のいい眉まゆの下の黒い瞳と、すっきり通った鼻筋、ノーブルな唇くちびるが明らかになる。

（ああ……秋守だ）

　その実感に胸の奥がじんわり温もった。

　拉致らちされて以降ずっと不自由な監禁生活を強しいられていたのだから、もちろん疲れているだろうけど、今朝の別れ際より顔色はだいぶいい。

　田辺がこのまま大人しく引退するかどうかはまだわからないが、監禁状態から解放され、今後佐伯の件で強請ゆすられる可能性もなくなった。いずれお祖父じいさんの血圧も落ち着いてくるだろうし……。

　憂慮ゆうりょすべき事項が一気に片づいた解放感は、秋守もおそらく同じなんだろう。

　よかった。元気になって。

　とはいえ事前の知らせもなく、不意打ちの訪問には戸惑とまどいが先立つ。

「……どうしたんだよ？　連絡もなしにいきなり」

　上目遣うわめづかいに問うと、熱っぽい目でじっと亨を見つめていた秋守が、ふっと息を吐ついた。

「ごめん……どうしても会いたくて……来てしまった」

　そんなふうに言われれば、余計に心臓が騒がしくなる。

　それは、自分だって同じだ。

　今朝は急いでいたのもあってバタバタと落ち着きなく別れてしまったし、その後は病院でメールを一本ずつ送り合って、お互いの状況を確認するので精一杯だった。

　だからやっと一日の仕事から解放された帰り道、ロードバイクを漕こぎながら、亨だって秋守に会いたいと思っていた。仕事中だってずっと、秋守のことを考えてた。

　けど、まさか今朝の今日で会えるとは思っていなかったから……照れも手伝い、ついつっけんどんな物言いが口をついてしまう。

「にしたって、メールくれれば何時に帰るか知らせたのに」

「うん。……でも待っていたかったんだ」

「え？」

「おまえを、待っていたかった」

　嚙かみ締しめるように静かに繰くり返かえされ、なぜかじわっと顔が熱くなる。まっすぐに向けられる視線に灼やかれて、頰ほおからこめかみにかけてがぼわっと火照ほてる。

　熱を孕はらんだ脳裏のうりに蘇よみがえる──今朝のやりとり。

　──……愛してる。

　──俺……俺も……秋守……俺もっ。

　──亨。

　──……おまえを……愛してる。

（うおお……）

　あの時は、今言わないともうチャンスがないかもしれないと思って夢中で口にしてしまったけど。

　改めて思い起こすと、めっちゃ恥ずかしい。

　秋守は英国イギリス暮らしが長いから、あんまり抵抗がないのかもしれないけど自分は違う。

　あ、愛してるなんて言葉……恋愛ごとに疎うとい自分が口にする日がやってくるなんて思いもしなかった。

　いや……もちろん、そういう意味合いで秋守を好きなのは本当だが。

　自覚したばっかりで、まだその感情に慣なれてないっていうか。気持ちに体が追いついていかないっていうか。

　顔が……熱い。

　きっとすげー赤くなってる。

　今にも火を噴ふきそうな顔を秋守から背そむけ、亨はダウンジャケットのポケットに手を突っ込んだ。鍵を取り出し、鍵穴に差し込む。かすかに震える手でドアノブを回し、ドアを開けた。

「……入れよ」

　俯うつむき加減に秋守を促うながして、先に玄関に入る。靴くつを脱いで室内に上がり、キッチンの電気を点つけた。

　ダウンジャケットを脱ぎながらリビング兼寝室の八畳間はちじょうまに足を踏み入れ、電気を点けてカーテンを閉める。脱いだダウンをベッドの上に投げてからハンガーを手に取った。空あいているほうの手を秋守のほうに差し出す。

「コート貸して。掛けるか……らっ」

　その手を摑つかまれて、ぐいっと引っ張られた。

「あっ……」

　よろめいた体を反転させられ、引き寄せられて──気がつくと亨は秋守の胸の中にいた。硬い胸板に触ふれた直後、ぎゅっと抱きすくめられて息を呑のむ。

「………っ」

「……亨……」

「……あ、き……」

「亨……っ」

　首筋に、吐息混じりの切ない囁ささやきが落ちた。

（……なんで？）

　なんでそんなに苦しそうな声を出すんだ？

　混乱のまま、どんどん締めつけがきつくなる抱擁ほうように、亨は小さく「苦し……」と訴えた。

「なぁ……少し力……緩ゆるめて」

　漸ようやく腕の力が緩む。それを察して秋守の胸を手でゆるく押し返した。

「な、なんか飲み物……用意……」

「今日は飲み物はいいから」

　少し苛立いらだった口調で制され、亨はますます戸惑った。

　なんだか、いつもの秋守と違う？

「…………」

「亨……顔上げて」

　乞こわれて、おずおずと顔を上げる。思い詰めたような双眸そうぼうと目が合った。しばらくの間、黙って亨の目を見つめてから、秋守が思い切ったように口を開く。

「──今朝の言葉は本当か？」

「今朝の言葉？」

「おまえも……俺のことを愛してるって言ってくれた」

　ついさっき羞恥しゅうちに身悶みもだえていた発言にストレートに言及げんきゅうされ、うっと喉のどが詰まった。

「そっ……それは……その……」

　狼狽うろたえていると、秋守の顔がふっと翳かげりを帯びる。

「今日一日ずっと考えていたんだ。……あの時、おまえがそう言ってくれて、もうこのまま死んでもいいってくらいにうれしかったけれど……もしかしたらあれは、特殊なシチュエーションがおまえに言わせた言葉だったのかもしれないと」

「秋守？」

「考えれば考えるほどそんな気がしてきて……何も手につかず、仕事どころじゃなくなった。おまえに直接確かめずにはいられずに、こうして会いに来てしまった」

　秀麗な眉まゆが苦しそうに歪ゆがんだ。「もし」と口にして、続きを言いい淀よどむように間を作る。ややして険けわしい顔つきのまま、秋守は言葉を継ついだ。

「もしそうならば……待つしかない。もう一度、おまえに言ってもらえる日を待つしかない」

　自分に言い聞かせるみたいに低く繰り返す。

「待つよ、亨。……いつまでも待つ」

「…………」

「一生でも待つって決めたから」

（一生って……）

　そんなに待ったらふたりともじいさんになっちゃうじゃん。

　そう突っ込むことすら憚はばかられるほど、真剣な顔。

　決意を秘めた真摯しんしな表情を見つめ返しているうちに、腹の底から、くすぐったいような、甘ったるいような気分が込み上げてきた。背中がむずむずする。

「……馬鹿」

「亨？」

「おまえ、ほんと馬鹿だな」

　人並み以上に賢いくせに、そんな簡単なこともわからない目の前の男が、愛いとおしくてたまらない。

「それでも本当にハーバードＭＢＡかよ？」

　何を責められているのかわからないといった戸惑いの表情に手を伸ばし、熱っぽい頰に手のひらで触れた。

「言っただろ？　おまえがいないと駄目だめなのは俺のほうだって」

　頰の手を首に滑すべらせ、項うなじを摑んでそっと引き寄せる。同時に自分から顔を寄せて、秋守にくちづけた。

　重ねた唇をちゅくっと音を立てて啄ついばみ、離す。

　ゆるゆると双眸を見開く──愛しい男を至近から見つめて亨は囁いた。

「まだ信じられないのかよ？」

「…………」

　その濡ぬれたような黒い瞳はいまだ拭ぬぐいきれない不安に揺ゆれている。長く待たせてしまったから、それも致いたし方かたないのかもしれない。

「……しょうがねぇな」

　亨は小さく苦笑した。

「信じられないなら、何度でも言ってやる」

　この際、多少の気恥ずかしさは我慢して、そんなに聞きたいっていうなら、何度でも言ってやる。大奮発だ。

「……愛してる」

「……亨」

「おまえを……愛してる」

　やっと実感を得たかのように、視線の先の美貌びぼうが甘やかに蕩とろけていくのを、亨は幸せな気分で見つめた。幸せなのに、なんだかちょっと泣きそうになる。

「好きだよ……秋守」

　気がつくと零こぼれていた心の声に秋守が瞳を輝かせた。

「……亨……っ」

　感極まったみたいに名前を呼び、亨をぎゅうっと抱き締める。

「……だから苦しいって」

　亨の甘えの潜んだ文句に少し腕の力を緩めた秋守が、今度は自分から顔を近づけ、ゆっくりとくちづけてきた。










　部屋の真ん中で立ったまま強く抱き合い──角度を変えては何度も短いキスを繰り返す。

「……ふっ……」

　さっきは自分から仕掛けたものの、まだ初心者マークの亨を気遣きづかうように、秋守はしばらくやさしいキスを繰り返していたが、やがてだんだんと深いくちづけを求めてきた。

　ついに唇を割った秋守の舌先で歯列をつつかれ、亨はぴくんっと震える。

（開けろってこと？）

　求めに応じて口を開けると、待ちわびていたように熱い舌が押し入ってきた。反射的に逃げを打った舌をすぐに搦からめ捕とられ、絡からめられる。亨の頭の後ろに添えられていた秋守の手にぐっと力が入って、より交接が深くなった。

「ん……ふっ……」

　くちゅくちゅと濡れた音が鼓膜こまくに響き、くぐもった声が鼻から抜ける。

　口の中を蠢うごめく舌は熱くて、少し荒々しかった。

　眠っている官能を搔かき立たてるような動きに煽あおられ、いつしか亨も夢中で舌を差し出して、秋守の求めにおずおずと応こたえる。まだコートを着たままの秋守の背中に腕を回し、しがみつくように体を密着させた。

　秋守も亨の口の中を愛撫あいぶしながら、背中をさすったり、時折もどかしげに髪を搔き混ぜたりする。

　お互いの熱を分け合うみたいに舌を絡ませ合い、唾液だえきを混ぜ合わせているうちに、ジンジンと頭の芯が痺しびれてきた。

　舌をきゅうっと吸い上げられて、背筋にピリピリと電流が走る。

　もはやどちらのものかもわからなくなった唾液が、口の端から滴したたる。

　体中が……どこもかしこも……熱い。

　心臓が……痛いくらいにドクドク脈打って……足が震える。腰の奥が重く疼うずく。

（もう……立ってられな……）

　くちづけを解ほどかれた時には、膝ひざの力が完全に抜けてしまい、秋守の体にしがみついて立っているのがやっとだった。

「……はぁ……はぁ」

　こちらも鼓動が早い胸に顔を埋うずめて呼吸を整ととのえていると、頭の天辺てっペんに口をつけて熱い息を吐いた秋守が「……亨」と囁く。

　のろのろと顔を上げて、秋守と目が合った。

　自分を熱っぽく見下ろす黒い瞳の奥に、明らかな欲情の色を見つけ、息を呑む。

　初めて見る──秋守の雄オスの顔。

　男の色気が滴るような艶つやめいた表情かおに、こくっと喉が鳴った。

　でもたぶん……自分も今、同じような表情かおをしている。

（きっと……やらしい顔してる）

　羞恥に駆られた時、秋守が口を開いた。

「……欲しい」

　掠かすれた懇願こんがんに、ぴくっと肩が揺れる。

「……秋……」

「おまえが……欲しい」

　思い詰めた双眸で繰り返され、亨はじわっと顔を赤らめた。

　物慣ものなれていて何事にもスマートな秋守がこんな直截ちょくさいな台詞セリフを口にするなんて、本当に切羽詰まっているんだと思ったからだ。

　亨の性的経験値はほぼゼロに近い。過去、積極的な女の子に迫られた経験がなかったわけではないが、なんとなくその気になれず（今にして思えば秋守が原因だったとわかるが）仕事が忙しいのもあって機会を逸いっしているうちにここまできてしまった。

　もちろん健康な男として人並みの欲望はあるし、定期的に処理してもいるけれど、自分以外の誰かに吐精とせいを促うながされたのは、昨年の秋守との「あの夜」が最初で最後。それだって秋守は正気を失っていたから、完全にアクシデントみたいなもので、カウントに入らないと言ってもいい。

　いわんや男同士でのセックスについては、本当にうっすら朧おぼろげな知識しかなかった。

　正直、未知な行為は怖い。

　抱き合うことによって自分たちがどうなってしまうのかがわからないから……怖い。

　でも、こんなふうに秋守が必死な顔で、自分を求めてくれるのは純粋にうれしかった。

　そして何より自分も秋守を求めている。

　もっと深いところで秋守を知りたいと思っている。

　視線の先の心持ち緊張した顔を見つめて、亨は小さくうなずいた。

「……うん」

「亨？」

「いいよ」

　自分で懇願しておきながら、秋守が虚きょを衝つかれたように両目を見開く。喉を上下させてから、嗄しわがれた声を出した。

「いい……のか？」

　亨はもう一度首を縦たてに振る。

「俺も……おまえとしたい」

　そう言い終わるか終わらないかのタイミングで腕を摑まれ、ぐいっと引っ張られた。

「なっ……何っ」

　わずか二歩で部屋の隅すみのベッドまで辿たどりつき、体を反転させられる。向き合うやいなや秋守に両肩を上から押さえつけられ、ベッドの縁ふちにぺたんと尻餅しりもちをついた。

　やや強引に亨を座らせておいて、秋守自身は立ったままコートを脱ぐ。コートに続いてジャケットも脱ぎ、両方とも床に落とした。

　秋守らしくないぞんざいな扱いにちょっと驚きつつ、その勢いに気圧けおされる気分でぼんやり所作しょさを眺めていると、急せいた手つきでネクタイのノットに指をかけて緩め、シャツの襟えりからしゅっと引き抜く。外したシルクのネクタイもまた床に落とした。

　首許くびもとをくつろげ、シャツとスラックス姿になった秋守が、ふたたび亨の肩に手を置き、今度は押し倒すように体重をかけてくる。

　ベッドに乗り上げてきた男に、亨は仰向あおむけに組み伏せられた。

　ここまで、わずか一分足らず。

　まるで、亨の気が変わるのを恐れているかのような早業はやわざだ。

（そんなに焦あせらなくても大丈夫なのに）

　なんてことを思ったのも一瞬。

　覆おおい被かぶさってきた硬い体にぎゅっと抱き締められ、子供の頃から慣れ親しんだ秋守の匂においに包まれて、亨は息を詰めた。

（ああ……秋守だ）

　戻って来たんだ。

　俺のもとに……帰って来た。

（取り返したんだ）

　今頃なぜだか急激に実感が湧わいて、亨もまたきつく抱き締め返す。

「……亨……亨……」

「うん……秋守……」

　耳許の譫言うわごとのような連呼に応え、やわらかい黒髪を撫なでてやった。

　しばらくそうやってぴったりと体を密着させていると、お互いの熟が伝播でんぱしたみたいに体温が上がっていく。

　秋守の重みと体温が気持ちよくて、だんだん眠くなってきた。目蓋まぶたが重くなり、目を閉じかけた時、首筋をざらりと舐なめ上あげられて、ひぁっと変な声が出る。

　ちゅ、ちゅ、と首のラインをキスで埋めた秋守が、耳の裏を舌の先でぺろぺろと舐めた。

「ちょ……くすっぐったいって……秋守っ」

　子犬同士がじゃれ合うような愛撫に身を捩よじっていた亨は、不意にひくんっと身を震わせた。

　秋守が耳朶じだを甘嚙みしたからだ。ゆるく歯を立てられた部分からじわっと生まれた熱に戸惑っていると、さらに秋守の手がカットソーの裾すそから入り込んできて、脇腹を撫で上げる。

　しっとり湿った手のひらにさすられると同時に、耳の中に濡れた舌が入ってきて、思わず鼻にかかった声が「んっ」と漏もれた。

　くすぐったいんだけど、ただこそばゆいだけじゃない……なんか背筋がうずうずする。

　もどかしさに悶える亨の耳殻じかくを舌先でぴちゃぴちゃと濡らしながら、秋守の手がカットソーをたくし上げた。胸の上まで捲まくり上あげられ、肌はだに触れる冷気に小さく身震いした直後、両方の乳首を指で摘つままれる。

「………っ」

（な……何？）

　わけがわからず、亨は混乱した。

　男の胸なんか弄いじっても意味ないじゃん……そう思っている間にも、秋守の指が先端を摘み、揉もみ立たてる。

　指の腹で先端せんたんをくにゅっと潰つぶされたり、強弱をつけて乳頭を引っ張られたりと、好き放題に弄られているうちに、乳首の先がジンジン痺れてきた。背中のうずうずもさっきより激しくなってきて、生まれて初めての感覚に、亨の頭はいよいよ混乱を来きたす。

　これって……まさか俺、乳首で感じてんの？

（えええー？）

　亨の小さなパニックをよそに秋守はゆっくりと体を下にずらしていく。胸のあたりで動きが止まったかと思うと、突然、右の乳首がぬるっと濡れてあたたかい何かに包まれた。

「なっ……何っ」

　驚いて下を向いて、赤ん坊が母親のお乳に吸いつくみたいに、秋守が自分の乳首を口に含んでいるのを認める。

（うっそ）

　そのビジュアルは、秋守の顔がノーブルに整ととのっているからこそ、なんだか生々しかった。

　居たたまれずにぎゅっと目を瞑つむる。しかし、そうしたことで却かえって秋守の唇や舌の動きをリアルに感じてしまう。

　吸って、舐めて、唇で食はんで、舌先で突いて……。

　執拗しつようと言っていい愛撫にどんどん追い立てられていく。さらに口での愛撫と平行して左の乳首を指で弄られ、秒速で体温が上がっていく。

（先っぽがジリジリ、ヒリヒリする）

　二十九年の人生で、こんなにも乳首の存在を意識したのは生まれて初めてだ。ずっと無用の長物だと思っていたのに、自分にだって使い道があるのだと主張されているようで……。

　と、疼く先端に歯を立てられ、びくんっと背中が浮き上がった。

「あっ……」

　口をついた一オクターブ高い声に、あわてて喉を締めていると、秋守がちゅくっと音を立てて唇を離した。

「……硬くなってきた」

「え？」

　囁きに誘われて見れば、確かに両方の乳首がツンと勃たっている。心なしかぷっくりと腫はれて……特に右だけ唾液に塗まみれて光っているのがなんとも言えずにいやらしい。

　常つねならぬ自分の状態を直視した刹那、ドクンッと下半身が脈打った。

　ただでさえ胸の刺激で生まれた「熱」がじわじわと拡散して、ヤバいことになりつつあるのに。

「こっちも……」

　それを察知したらしい秋守が、亨のジーンズの股間こかんに触れてきた。布地の上からやんわりと握られただけで、腰がびくっと跳ねる。

（……ヤバ……）

　今ので一気にテンションが上がってしまった。狭せまい布の中で、欲望がみるみる張り詰めていくのを感じる。このところずっと忙しくて抜いていなかったから……。

「……苦しい？」

　掠れた声の問いかけに、やはり掠れた声で「……う、ん」と答える。正直、張り詰め過ぎて痛いほどだった。

「下、脱ごうか？」

　宥なだめるような声に促されるがままにジーンズのボタンを外はずし、ファスナーを下げたものの、最後の最後で躊躇ちゅうちょしていたら、焦じれた秋守に下着ごとぐいっと下ろされる。足から引き抜かれたジーンズが、床に落とされた。

　一糸いっしまとわぬ下半身が恥ずかしくて、もじもじと摺すり合あわせた膝を摑まれる。左右に開脚させようとする圧力がかかって亨はあわてた。

「ちょ……待って！」

　力任せに開こうとする秋守と揉み合った末、結局は負けて大きく割り開かれてしまう。

「………っ」

　薄い茂しげみの中から勃ち上がった欲望を暴かれ、顔が火を噴いた。

「馬、鹿っ……見るなっ」

　照れ隠しに怒鳴ったけれど、秋守は目を逸そらさない。ふるふると頼りなく揺れるペニスに熱っぽい眼差まなざしをじっと注そそいで動かない。明るい照明の下、染み出た先走りで光る先端までをつぶさに観察され、亨は憤死ふんししそうになった。

「手、放せ！　見るなって！　見……ッ」

　張り上げた声は、いきなり秋守の口に含まれた衝撃で途切れる。

「秋……っ」

　熱く濡れた口腔こうこうに包み込まれ、フリーズしたまま心の中で叫びまくった。

（うわーっ！　うわーっ！）

　前にも一度、秋守に口でされたことがあるけれど、あの時は秋守も正気じゃなかったし、亨自身とにかくびっくりしたのと気が動転したのとで、わけがわからないままにイカされてしまった感じだった。

　でも今は、秋守にもちゃんと意識があって、その上で自発的に自分のものを咥くわえている。

　そう思ったら、たまらない羞恥が込み上げてきて、亨は無意識に赤い顔を左右に振った。

「秋守……やだ……ねぇ……やだ」

　なんとか解放されたくて「嫌だ」を繰り返し、肩を摑んで揺さぶってみたけれど、秋守はびくともしない。体を退どけるどころか、より深く咥え込んで舌を動かし始める。

　軸の根元からカリまで、裏筋をぬるっと舐め上げられ、「あっ」と声が漏れた。括くびれた敏感な部分に尖とがらせた舌先をちろちろと這はわされ、ひくっと喉が震えた。

　窄すぼめた口からねっとりと出し入れされて、それだけでも充分に刺激が強すぎるのに、その上手までも使われる。

　輪っかを形作った指で二、三度扱しごかれただけで、たちまち欲望に血液が集まっていく。眦まなじりが熱を持ち、黒目が潤うるんだ。

　ぼうっと霞かすんだ視界の中、秋守は頭を前後に揺らしながら一心不乱に口を動かしている。秀ひいでた額ひたいに落ちた一筋の黒髪。伏せた長いまつげ。すっきり通った鼻筋。形のいい眉をうっすらひそめた秋守が、顎あごが疲れるんじゃないかと心配するほど熱心に愛撫を施ほどこす。

　セレブエリートが無心に口で奉仕する姿って。

（なんか……エロい）

　だけど、そんなふうに秋守を観察していられたのも束つかの間まだった。

　つぷっと先端から溢あふれた蜜みつを舌先で舐め取られ、鈴口すずぐちをぐりっと抉えぐられて、強烈な刺激にたまらず亨は秋守の髪をぎゅっと摑んだ。

「んっ……んっ……あぁ」

　縋すがるように黒髪を握り締める。

　気持ち……いい。こんなの……頭がおかしくなりそうだ。

「は……あ」

　仰向いた喉から熱い吐息が漏れた。

　──熱い。

　爛ただれたみたいに熱い粘膜ねんまくに引ひき絞しぼられて、内股うちまたに力が入る。シャフトを扱いている手とは別の手が、快感にきゅっと縮ちぢんだ袋を包み、双球を転がすように揉み込んだ。押し出された先走りが先端からじゅくっと溢れる。浅い切れ目に盛り上がったそれを、すかさず舌先で舐め取られ、啜すすられた。

　頭が白く霞んで、眼裏まなうらがチカチカする。

（も……駄目）

　我慢の限界だった。もう先っぽまで来てる。

「あっ……出……出るっ」

　切ない声を発し、亨は喉を反らした。

「出ちゃうっ……秋守……秋っ……お願……放してっ」

　懸命に訴うったえて、頭を必死に押しのけたのに、秋守は退ひいてくれない。あまつさえ唇できつめに軸を扱かれ、股の内側の皮膚ひふが小刻みにひくひくと痙攣けいれんした。

「あっ……あっ……あぁっ」

　腰をぶるっと大きく震わせ、秋守の口の中に射精する。とぷっ、とぷっと二回に分けて精を放った。

「はっ……はっ……はっ」

　胸を忙せわしく喘あえがせ、潤んだ両目をぱちぱちと瞬しばたたかせながら、秋守の喉が大きく上下するのを、ぼんやりと眺める。

「の……呑んだ？」

「ああ」

　なんでもないことのように、秋守がうなずいた。呑み込みきれずに唇の端から零れた精液を、長い指で拭う。

（呑んだんだ）

　秋守の口の中に出すのは二度目だけど、だからって慣れるものでもないはずだ。

「……ごめん」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになった亨が謝ると、秋守が慈愛に満ちた微笑ほほえみを浮かべた。

「おまえが謝る必要ないよ。俺が呑みたいから呑んだんだし……それに、美味うまかった」

「嘘つけ」

　そんなの、えぐくてめちゃくちゃ不味まずいに決まってる。自分だったら、かろうじて受け止めてもたぶん口から出してしまうだろう。

「それより……気持ちよかったか？」

　心配そうに問われて、亨は素直にうなずいた。

「……ん、すごくよかった」

　実際、頭がどうかなりそうによかった。自分でやっても、絶対にこんなに気持ちよくならない。秋守は器用でなんでもそつなくこなすけど、こんなことまで上手うまいんだと、妙な感心をしてしまうくらいだ。

「そうか。よかった」

　ほっとしたように秋守が笑った。その、心から満足そうな顔を見たら、胸にきゅんっと甘い疼うずきが走る。

　相手が気持ちいいのが自分のことみたいにうれしいっていう心境が亨にもわかって。

　本当に、今までで一番気持ちよかったけど。いや、だからこそ。

（秋守にさせるだけでいいのか？）

　片方だけが気持ちいいのは、セックスって言わないよな？

　自問自答の末、亨は心を決めた。

「お、俺も……」

　小さく口の中でつぶやいて、おそるおそる秋守のスラックスの股間に手を伸ばす。触れた瞬間、秋守はびくっと身じろいだが、予想どおりにそこは熱く漲みなぎっていた。布地の上からもそのテンションがわかり、さっき弾はじけていったんは収束したはずの脈拍がまた早くなる。

　ベルトを外して前をくつろげようとして、しかし、その手を秋守に阻はばまれた。

「……いいから」

「え？　でもおまえだって……」

　出さないと辛つらいだろう？

　そう思って顔を上げ、秋守の切なげな眼差しとぶつかる。

　そんな目をしているくせに「おまえはしなくていい」なんて言う秋守に、手加減されているみたいで、ちょっとむっとした。

　そりゃあ、おまえみたいに上手くないかもしれないけど、俺だっておまえに気持ちよくなって欲しい。その気持ちでは負けないつもりなのに。

「なんで駄目？」

「そこまでする必要はない」

「そこまでって……じゃあ、おまえはどうしたいんだよ？」

　秋守がじわりと眉根を寄せた。

「俺が欲しいんじゃなかったのかよ？」

　心中に葛藤かっとうを抱かかえているような目の前の顔を睨にらみ据すえ、挑いどむように告げる。

「俺、自分だけ気持ちいいのとか嫌だから。ちゃんと……おまえと一緒に高まりたい」

「…………」

　しばらく、何かを思い悩むような表情で亨の視線を受け止めていた秋守が、つと顔を背けた。そのまま身を起こしてベッドから下りる。

「……ちょっと待っていてくれ」

　そう言い置くとキッチンへ向かい、ややして何かを手に持って戻って来た。見覚えのある緑色の瓶びんだ。

「何？」

　ふたたびベッドに乗り上げてきた秋守に、亨は訝いぶかしげに訊きいた。

「オリーブオイルだ」

「わかってるけど……何に使うの？」

「急場凌しのぎだが……潤滑じゅんかつジェル代わりに使う」

「……潤滑ジェル？」

　耳慣れない単語に首を傾かしげ、しばらく頭を巡めぐらせていて、唐突に回答が閃ひらめく。

（あっ……そうか）

　秋守が躊躇ためらっていた理由。「おまえが……欲しい」の意味。求めていることが「それ」なのだと、ことここに至いたって漸ようやく気づき、亨はこくっと喉を鳴らした。

「ちゃんと……おまえと一緒に高まりたい」などと口にしておいて、具体的にそれがどういうことなのかわかっていなかった自分に臍ほぞを嚙む。

　考えてみれば、最終的にそこに行き着くのは男なんだから当たり前だ。

　しかも、自分と秋守だったら、突っ込まれるのは経験値的に未熟な自分だろうという見解に達し、軽く目眩めまいを覚える。逆はどう考えても無理だ。やれと言われても自信がない。

　あれこれ考えてひそかに狼狽ろうばいしていると、亨の心の動揺どうようを感じ取ったらしい秋守が真剣な面持おももちで口を開いた。

「亨……ここから先に進んだら、もう引き返せない。始めてしまったら、途中で自分を抑える自信がない」

「…………」

「だから、やめるなら今だ。無理そうなら今言ってくれ」

　秋守の切々とした懇願を聞きながら、徐々じょじょに胸の不規則な動悸どうきが鎮まり、腹が据わってくるのを感じた。

　自分が「無理」と言ったら、たぶん秋守は引いてくれる。自分の欲望より亨の気持ちを優先する──そういう男だ。

（でも、それでいいのか？）

　もうこれまでも秋守は充分に待ってくれた。

　それに、その問いに対する答えはさっきすでに出ていたはずだ。

　何より自分がもっと深いところで秋守を知りたいと思っている──それが答えのすべて。

「……うん。わかった」

　気がつくと亨の口からは承諾の言葉が落ちていた。

「わかったから……ちゃんと最後までしよう」

　秋守の両目が見開かれる。虚を衝かれた様子の男に亨は微笑みかけた。

「ただし電気は暗くしてくれ」










　枕元の間接照明だけに絞ったオレンジ色の部屋の中で、残りの衣類をすべて脱ぎ取った。

　子供の頃は一緒に風呂に入って、お互いの裸なんて見馴みなれていたけど、今、この状態で見る秋守の裸体は、ちょっと気恥ずかしくて直視できなかった。

　視界の片隅でちら見した限り、しっかり鍛えられていて、筋肉とかも張り詰めた感じでかっこいい。盛り上がるべきところは盛り上がり、締まるべきところは引き締まっている。かといってマッチョ過ぎず、あくまでスタイリッシュな肉体美の域でとどまっているところが、秋守らしい。

　対する自分は、肉体労働の割に筋肉が付かず、全体的に薄っぺらい感は否いなめず…亨はこっそり、かつては自分より小さくて細かった幼なじみの成長ぶりにコンプレックスを抱いだいた。

（照明暗くしてよかった）

　そんなことを思っていると、二の腕を摑まれ、シーツの上に四つん這ばいの格好にさせられる。

「な……何？」

「準備するから協力してくれ」

　準備ってなんだろう？

　疑問を抱きつつ、羞恥を堪えて恥ずかしいポーズ（なんだか動物みたいだ）を取っていた亨は、自分の後ろに回った秋守に、ぐいっと尻を持ち上げられ「なっ……」と声をあげた。

「何する……っ」

「動かないで」

　抗議の声をぴしゃりと封じられ、ぐっと言葉を呑み込んでいると、とろりと生ぬるい液体が腰から尻にかけてを濡らす。

「な……」

「オリーブオイルだ」

　ふたたび抗議の声をあげる前に、秋守が答えを寄越した。

（そっかオリーブオイルかって……納得してる場合か！）

　ただでさえ屈辱的くつじょくてきな格好なのに、その上尻の狭間はざまをオリーブオイルでぬらぬらにされ、さらにそのオイルを塗ぬり広ひろげるように何か硬いものが後孔こうこうの周まわりを蠢き始める。

　にちにちと卑猥ひわいな音を立てて蠢くそれが秋守の指だと気がついた刹那、ぶわっと体中の産毛うぶげが逆立さかだった。

「やっ……やめろって……汚な……！」

　そんなところを秋守に弄られるなんて恥ずかしくて、全身がカッと熱くなる。

　体を揺すって逃のがれようとしたが、秋守の手が腰をがっしり押さえ込んでいて動けなかった。なおさら真面目まじめな声で「この準備を怠おこたると亨が辛いんだ。協力してくれ」と言われてしまえば耐えるしかない。

　固い窄まりの周辺を撫でさするみたいにして解ほぐしていた指が、頃合いを見計みはからってか、オイルの滑りを借りてつぷっと中に入ってきた。

「ひっ」

　異物の挿入に抗あらがい、尻の孔あなに力を入れて押し出そうと足搔いたが叶わず、逆にずぶずぶと呑み込んでしまう。

「やっ……やだっ……やっ」

「中を傷つけてしまうから動かないで」

　常にない強い声でそう諫いさめた秋守が、亨の背中に覆い被さるようにして、ゆっくりと指を出し入れし始めた。

「んっ……んんっ」

　枕に顔を押しっけて奥歯を嚙み締め、指がぬぷぬぷと出入りする強烈な違和感に耐える。ほどなく指を二本に増やされ、その二本がそれぞれ角度を変えて動くにつれ、奥のほうでくちゅっ、にちゅっと粘ねばついた水音が聞こえ始めた。

　秋守は、時折亨の肩口や背中に宥めるようなキスを落としたり、髪を撫でたりしつつ、根気強く指を動かし続ける。

「く……う」

　どれくらい、体の中をまさぐられる屈辱に耐えていたのか。中を解すように蠢いていた秋守の指のどちらか片方が、あるポイントを引っ搔いた瞬間だった。そこからびりっと電流が走る。

「ああっ」

　とっさに高い声が口から飛び出し、腰が大きく跳ねた。

　なんでそうなったのか、亨自身はわけがわからなかったけれど、秋守はどうやら理屈りくつがわかっているらしい。

「……このあたり？」

　耳許に低く問いかけながら、そこをまた擦こすった。覚えずぴくんっと腰が揺れる。

「ここ……擦るとどんな感じ？」

「び、びりびりってする」

　混乱した亨のたどたどしい返答に、どこか安堵したような声で「わかった」と応じて、秋守はもう片方の手を前に回してきた。くったりとしたペニスを摑み、扱き始める。それと同時に、さっきのびりびりするポイントを執拗に弄ってきた。

「あっ、あっ」

　指の腹で押され、擦られた場所から、今まで体感したことのない刺激が生まれて全身に広がっていく。扱かれた性器から生まれる甘やかな快感と、体の内側から伝わる未知の刺激とが綯ない交まぜになって、亨の半開きの唇からは熱く忙しい吐息が漏れた。

「はっ……ふっ」

　いつしか勃ち上がっていた欲望からも、先走りが糸を引いてシーツに滴り落ちる。

　無意識にゆらゆらと腰が揺れてしまうのを止められない。恥ずかしいのに、どうしても我慢できなかった。

（なんだこれ？　俺の体、どうなっちゃったんだ？）

　生まれて初めての官能を持もて余あまし、どうしていいかわからずに、ぎゅっとシーツを摑む。

　熱い。腰の奥に熾火おきびがあるみたいに熱くて……重くて苦しい。

　下腹から断続的に突き上げてくる激しい疼きをどうにかして欲しくて、亨は秋守の名前を泣きそうな声で呼んだ。

「秋守……秋守……っ」

　と、不意に後ろから指がずるっと抜ける。突然の喪失感に身震いした直後、指の代わりに後孔に灼熱しゃくねつの塊かたまりを宛あてがわれ、息を呑んだ。

（これ……秋守の？）

　前にも一度同じような状況になったことがある。だけどその時とは比べものにならないほどの猛々たけだけしさにたじろいだ。

「亨……いい？　入れるよ？」

　欲望に掠れた声が頭上から降ってくる。その声から、秋守がもう限界ぎりぎりなことを察して、亨は覚悟を決めた。こくりとうなずく。

「できるだけ……力を抜いて」

　くちゅんっと先端を食まされる。

　続いて、めりっと体を割られた。

「……っ……っ──っ」

　覚悟をしていても、予想を上回る衝撃に、ぶわっと生理的な涙が眦に盛り上がる。喉を突いてしまいそうな悲鳴をありったけの自制心で呑み込んだ。一言でも「痛い」なんて言ったら、やさしい秋守が身を引いてしまうと思ったからだ。

「辛いか？」

　自分も苦しそうな問いかけにかぶりを振る。

「だ……じょ……ぶ」

　秋守が首筋にくちづけてきて、「ごめん」と小さく囁いた。

「辛いよな……ごめん。……なるべく痛くないようにするから」

　息を詰め、全身を痛みに強こわばらせて固まる亨の股間に手を伸ばし、秋守が衝撃に萎なえたペニスを握る。ゆるゆると何度か扱かれると、手のひらで擦られた場所から快感がじわり、じわりと染み出し、ガチガチに強ばっていた四肢ししから少しずつ力が抜けた。

「……ふっ……」

　だんだん呼吸もできるようになる。幾分いくぶん緊張がやわらいだのを感じ取ったらしい秋守が、ゆっくりと体を進めてくる。

「んっ……くっ……あ」

　一番の難所である張り出したカリをどうにか呑み込めば、あとはずいぶんと楽だった。最後は腰を揺すりながら、秋守が根元までぐっと押し込む。ぱんっと腰骨と尻肉がぶつかる鈍にぶい音がした。

「……入った」

　吐息混じりの秋守のつぶやきを耳に、亨のほうは声にならない。はぁはぁと胸を喘がせるだけだ。

　真冬なのに、ふたりとも全身びっしょりと汗で濡れている。フルマラソンを終えた直後みたいに息が荒くて心臓が早い。

　そして、腹の中いっぱいの秋守の圧迫感がすごかった。

　火傷やけどしそうに熱くて、ドクドクと脈打っている。中から溶かされそうだ……。

　それでも、ぴったりと体を重ねた秋守が肩胛骨けんこうこつにちゅっとくちづけ、愛おしそうに「亨」と呼ぶ──その幸せそうな声を聞いたら、痛みと疲労感が吹き飛ぶ気がした。
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「……やっと……ひとつになれた」

　秋守の顔は見えないけれど、きっと満ち足りた笑みを浮かべているに違いない。

「うん……やっと」

　本当に長かった。

　でも後悔はしていない。自分たちには必要な時間だったと思うから。

　不器用なふたりなりに、一生懸命考え、悩み、それぞれの答えを模索して、覚悟を決め、漸くここまで辿り着いた。

　その結果、今、揺るぎなく秋守とひとつになっている。

　込み上げてきた実感にじわっと胸が熱くなる。

「秋守……好き」

　思わず口をついた言葉で、腹の中の秋守がぐんっと質量を増すのを感じてあわてた。これ以上大きくなったら……。

「亨……ごめん、動いていいか？」

　切羽詰まった声の伺うかがいに、「……ん……動いて」と答えた。亨自身、このままでは辛い。

　ゆるやかな抽挿ちゅうそうが始まった。一番奥まで押し込まれたあと、みちみちに秋守を食んだ肉を巻き込むようにしてずるっと引き抜かれ、ひくんっと喉を反らす。

「あっ……あっ」

　はじめは異物感と圧迫感がすごくて他は何も感じられなかった。

　だけど腰を摑んだ秋守に背後から揺さぶられているうちに、擦られている狭い場所からじわじわと快感の芽が生まれてくるのを感じる。

　生まれた時はまだ小さかったその芽が、ゆっくり少しずつ成長して──蕾つぼみが綻ほころぶように一差しごとに官能が増し、とりわけ、さっき指でも感じた場所を硬い切っ先で突かれると、ぴりっと脳天まで貫つらぬくような甘い刺激が走った。

「んッ……ぁ、んっ」

　ぞくぞくと肌が粟立あわだち、甲高かんだかい嬌声きょうせいが迸ほとばしる。隣室を気遣い、声を抑えようとしてもできなかった。

　気持ちいい。

　気持ちよくて、無意識に腰が前後に揺れてしまう。さらなる抽挿をねだるみたいに、内襞うちひだが秋守にまとわりつくのがわかって、羞恥で瞳が濡れた。欲望の先端からもとろとろと蜜が溢れ、シーツにシミを作っている。

「秋守……俺、変」

「変？」

「ん、……なんか変だ……」

　どう説明していいかわからなくて、亨は稚拙ちせつな言葉で訴えた。

「……気持ちいい？」

　耳許に囁かれ、「……うん」と素直に認める。

「気持ちいい……すごくよくて……どうかなっちゃいそう」

　背後でくっと息を呑む気配がして、出し抜けに秋守が身を剝はがした。体の中を支配していたものをずるっと引き抜かれ、「あっ」と非難の声が出る。

「何？　なっ……」

　何がどうなっているのか状況を把握はあくできないままに体を反転させられた。秋守と向かい合うなり両脚を大きく開かされ、濡れて光る後孔に猛々しい欲望をねじ込まれる。

「アッ……ひっ」

　ずぶずぶと剛直を呑み込まされ、亨は背中を引きつらせて仰のけ反ぞった。

「はっ……はっ……」

　涙にけぶった双眸を開くと、秋守らしからぬ、獰猛どうもうな光を湛たたえた黒い瞳と目が合う。

「……秋……」

　熱っぽい眼差しで亨をまっすぐ射抜いたまま、秋守が動き始めた。いきなりの激しい抽挿に、喉の奥から高い声が飛び出す。

「あっ、あっ、あっ」

　腰を激しく打ちつけられ、中をぐちゃぐちゃに搔き混ぜられた。結合部分から、あられもない水音が漏れるのにも煽られる。

「亨……亨っ」

　何かを堪えるように眉根をきつく寄せた秋守が、苦しそうに名前を呼んだ。

「秋守……っ」

　振り落とされないように硬い首にしがみつく。両脚を秋守の胴どうに絡めた状態で奥を小刻みに突かれ、熱い痺れが背筋を走り抜けた。秋守を食んでいる粘膜がざわめき、急ピッチで官能が膨ふくらんでいく。

「あっ……あっ……」

　自分ではコントロールできない快感の波に翻弄され、全身がおこりのようにビクビクと震えた。

「だめ……変に……なっちゃう……」

　その切なる訴えに応えるように、腰を抱え直した秋守がピッチを上げる。とろとろに潤んだ中をガツガツと穿うがたれ、激しく打ち据えられて、射精感が一気に押し寄せてきた。

「も、う……い…く……あぁ……っ」

　絶頂の津波に押し流された亨は、首に巻きつけた腕にぎゅうっと力を入れる。ひときわ強く突き上げられた刹那、ふわりと体が浮くような錯覚に囚とらわれた。

「いっ……──……っっ」

　声にならない声をあげ、全身をぶるっと激しく震わせる。

　白濁がびゅるっと迸ほとばしり、秋守の腹を汚した。

「……くっ……」

　亨が絶頂を迎えるのとほぼ同時に、秋守もまた亨の中で弾はじける。秋守が放ったもので体の奥が熱く濡れる感覚に、亨は小さく身震いした。

　生まれて初めて「達いった」余韻よいんと、ふたりで一緒に高まった達成感にしばらく放心していると、秋守がゆっくりと覆い被さってくる。

「…亨」

　濡れた髪を指で搔き上げられ、ちゅくっと唇を吸われた。

「……ん」

「愛してる」

　額と額をくっつけてきた秋守が、その貌かおに蕩とろけるような微笑みを浮かべ、甘い声で囁く。

「……うん。俺も……」

　秋守の体温と心地いい気怠けだるさに包まれ、亨はこの上なく満ち足りた気分で目を閉じた。
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「ヘー、都心にもこんな静かな場所があるんだ」

　助手席の亨とおるの感嘆かんたんしたような声に、秋守あきもりがステアリングを切りながら「住宅街の外はずれだから車の往来おうらいも少ないしな」と答える。

「ここなら落ち着けるよな。緑も多いし」

「ああ。もう散ってしまったが桜も見事だった」

『隆抄寺りゅうしょうじ』と書かれた立派な門構えを通過して境内けいだいに車を進ませた秋守が、空すいている駐車場にポルシェを停とめた。

　エンジンを切ってシートベルトを外す。亨もシートベルトを外し、後部座席に置いてあった花束を摑つかんだ。白い百合の花束を手にポルシェを降りて、晴れた空を見上げる。

「晴れてよかったなー」

　四月の第二水曜日。今週はずっと雨が降っていたので心配したが、今日は朝からすっきりと晴れた。うららかな陽射しの中、色とりどりの花も目につく。

「亨──こっちだ」

　先に歩き出した秋守に呼ばれ、亨もスーツ姿の長身を追った。秋守は正面の本堂には立ち寄らずに、石段を使って墓地へ下りていく。

　春のお彼岸ひがんの際、祖父母と一緒にご本尊へお参りをして法要も済ませているので、今日は直接お墓に行くという話だった。

　階段を下りきったところにある手洗い場で手を洗い、手桶ておけとひしゃくを取る。

　亨自身、育ったのは教会で、周まわりもクリスチャンが多いせいか、こういった仏教系の墓地をお参りした経験はほとんどなかった。

　それでも、この墓地が普通の墓地と違うことは一目でわかる。

　さすがは士堂しどう家の菩提寺ぼだいじだけあって、立派な墓石が多く、一区画のスペースもそれぞれ広い。きっとどれも由緒正しい名家のお墓なんだろう。

　そういえば、さっき外から見た本堂も豪壮な建物だった。

　そんなことを考えながら、自分たち以外に人の気配のない墓地を歩いていると、先を行く秋守の背中が止まった。そこだけで墓地の総面積の十分の一ほどはありそうな区画の前だ。

　石の柵で囲まれた区画の一面に、緑の芝が敷かれている。手入れの行き届いた芝の中央に美しい彫刻の施ほどこされた石の塔が聳そびえているが、どうやらそれが墓石のようだ。

（やっぱ士堂家先祖代々の墓はスケールが違うな）

　その堂々たる風格に圧倒されていると、秋守が柵で囲まれた敷地の中に足を踏み入れた。踏み石を辿たどって中央の墓石に歩み寄る。亨もあとに続いた。

　墓石の礎いしずえの部分は石の台になっており、銀製の花瓶が左右対称に据すえられている。花瓶の中の色とりどりの花はまだ新しく、供そなえたばかりに見えた。墓石も顔が映りそうなはどにぴかぴかに磨みがき上あげられていて、芝にも塵ちりひとつ落ちていない。

「お花、誰かがあげてくれたばっかりみたいだな」

　亨のつぶやきに秋守がうなずいた。

「でもせっかく持ってきたから供えよっか」

「そうだな」

　幸い花瓶にまだ余裕があったので、持参の百合をふたつに分けて供えた。その間、秋守は手桶から水を掬すくって、墓石にかける。

　手が届く範囲で満遍まんべんなく濡ぬらしたあと、線香に火を点つけ、ふたり並んで墓前に手を合わせた。

（はじめまして。日鷹ひだか亨といいます）

　頭こうべを垂たれ、心の中で秋守の亡き母に話しかける。

（秋守くんとは幼なじみで、いつもすごく世話になっています。……なのに、こんなにご挨拶あいさつが遅くなってすみません。秋恵あきえさん、いつも秋守を見守っていてくださって、ありがとうございます。この前の田辺たなべの事件の時も、秋守のこと護まもってくださったんですよね。おかげでみんな無事でしたし、由利ゆりの怪我けがも治りました。本当にありがとうございました。田辺も我が身かわいさで極衆会きょくしゅうかいの本部長を辞任して、すっかり大人しくなっているようです）

　まずは挨拶と感謝の言葉を述のべて、次に本題に入った。

（それで……あの、俺……秋守のことが大切で、この先もできれば一緒に生きていきたいと思っています。男同士だし難しいのはわかっていますが、認めていただけたらうれしいです。お願いします。息子さんのこと、大切にします。一生かけて幸せにします）

　心から「お願い」して、頭を深く下げる。

（いきなり不躾ぶしつけなお願いしちゃってすみません。でも今日はお参りできてよかったです。またお話ししに来ます）

　目を開けて横を見ると、秋守はまだ真剣な面持おももちで手を合わせていた。

　亨は姿勢を元に戻し、墓石を見つめた。

　秋恵さんに挨拶できて、よかった。

　ずっと気にかかっていたので、ちょっと心が軽くなった。

　本当はお彼岸の時にお参りしたかったのだが、秋守と休みがなかなか合わず、結局、今日になってしまったのだ。

　漸ようやく報告を終えたらしい秋守に、「何を話したの？」と訊きいた。

　秋守が小さく笑って「いろいろ」と答える。

「おまえのこと紹介したり」

「なんて言って紹介したんだよ？」

「……内緒」

「なんだよ、内緒って」

「行こうか」

　手桶を持った秋守に促うながされ、腑ふに落ちない顔つきで振り返った亨は、直後「あっ」と声をあげた。

　そこに黒の袈裟けさをまとった、剃髪ていはつ姿の男性が立っていたからだ。

　見覚えのあるその男性に、秋守が虚きょを衝つかれたような面持ちでつぶやく。

「……お父さん」










「出家すると聞いてはいましたが……本当だったんですね」

　しみじみとした声を出す秋守に、佐伯さえきが穏やかに微笑ほほえむ。髪を剃そり落としたことで、知的な風貌ふうぼうがいよいよ際立ち、以前は眼光鋭かった双眸そうぼうも心なしか凪ないで見える。

　肩を並べてゆったりと歩む秋守と佐伯の一歩後ろを、亨もゆっくりと歩いた。

「お彼岸の時はお会いしなかったので、さっきは驚きました」

「まだあの時は山にいたからな」

「いつからここに？」

「得度式とくどしきを終えて下山したのが先週末だ」

「そうですか」

　うなずいた秋守が、改めて傍かたわらの剃髪姿に視線を向け、感じ入ったような声を出した。

「それにしても……思い切った決断をされましたね」

　亨自身、秋守を通じて知らされた時も、にわかに信じられなかった。

　極衆会の幹部で、ある意味頂点を極めた佐伯がやくざ業界から足を洗い、その上出家するなんて──。

　でも、こうして目まの当あたりにすれば、本当なんだと実感が湧わいてくる。
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「ここの住職様に前科も含めてすべてを包み隠さずお話しして、出家したいと相談したところ、真剣に教義を勉強するつもりがあるならば、師匠になってもよいと言ってくださった」

　こうと決めてからの佐伯の行動は早かったようだ。

　自分の組のトップの座を片腕に譲ゆずり、極衆会の副会長の任もあっさりと退しりぞいた。そうして多方面からの慰留いりゅうの声にも一切耳を傾かたむけず、さっさと山に籠こもってしまった──らしい。

「もしかして……俺のせいですか？」

　秋守の問いかけに、佐伯は首を横に振った。

「おまえのことを知る前から身を退ひく潮時しおどきを窺うかがっていた。だが、おまえの存在と田辺の件が引き金になったことは確かだ。今回は田辺の口を封ふうじることができたが、今後も似たような輩やからが出てこないとは限らない。私があの世界にいる限り、おまえの足を引っ張ることになる。それだけは親としてしてはならないことだ」

「本当にそれで……よかったんですか？」

「逆を言えば、私がおまえにしてやれることはこれだけだ。──それに」

　足を止め、佐伯が秋恵さんが眠る墓を振り返る。

「ここでの修行の間は、秋恵と一緒にいられる」

　静かな充足を湛たたえた横顔を見つめ、秋守が言った。

「あなたとの血の繋つながりを否定するつもりはありません。あなたと俺は遺伝子上の親子だ。でも『家族』じゃない。俺の心の中の『家族』は今でも……俺を拾い育ててくれたパパと、ハウスの仲間たちです」

　佐伯が双眸を細めて首肯しゅこうする。

「それでいい」

「お父さん」

「おまえのことは、今後は秋恵と共に陰ながら見守っていくつもりだ。──私の安否あんぴを気にかける必要はない。秋守、おまえは側そばで支えてくれる人を大切にしなさい」

　息子にそう諭さとした佐伯が振り返り、亨に視線を向けた。

「危機の際に我が身の危険を顧かえりみずに手を差し伸べてくれる仲間は生涯の宝だ。失ってはいけない……決して」

　念を押すようなその言葉に、秋守が深くうなずいた。










「しっかしびっくりしたなー。なんだか雰囲気変わったね、佐伯さん」

　佐伯と別れて駐車場に戻り、停めてあったポルシェに乗り込んだ亨は、シートベルトを装着しながら秋守に話しかけた。

「…………」

「顔つきがやさしくなった気がしない？」

「…………」

　返事がないことを訝いぶかしみ、運転席を見る。秋守は、何かを考え込むように正面を見つめていた。

「秋守？　どうかしたか？」

　思惟しいから立ち還るように緩慢な瞬まばたきをした秋守が、亨を顧みる。数秒じっと亨の顔を見つめてから、やおら口を開いた。

「亨……話がある」

「改まってなんだよ？」

「ずっと以前からいつか話そうと思っていたんだが、なかなかきっかけが摑めなくて……」

　その台詞セリフを聞いた瞬間、脳裏のうりにふっと閃ひらめくものがあった。

「もしかして、かなり前に電話で『話がある』って言ってたあれ？」

「そうだ。……俺はおまえに謝らなくちゃいけないことがあるんだ」

（謝らなくちゃいけないこと？）

　真剣な顔つきに戸惑とまどいつつ、心当たりがない亨は「何？」と訊き返した。

「おまえとの約束を破ったことだ」

「約束？」

「十四歳の冬、士堂の家に行く前に、俺はおまえに約束した。だが、その約束を守れなかった。すまない」

「あ………」

　──亨が望めば、いつだって会いに戻ってくる。

　──神様に誓う。

「おまえのことは一瞬だって忘れたことはなかった。広いばかりで寒々しい屋敷の中で、俺はおまえやパパや仲間たちのことばかり考えていた。できればすぐにでもみんなのもとへ……おまえのところに戻りたかった。でも……帰れなかった」

　当時の辛つらさが蘇よみがえってきたかのように、秋守が眉まゆをひそめる。

「……なんで？」

　問い返す声が思わず震えた。

　それは、長らく亨の中に巣くっていた疑問だったから。

　思い返せばいとも簡単に、当時のやるせなくも辛い気持ちが蘇ってくる。

　なんで秋守は連絡を寄越さないんだろう。会いに来ないんだろう。

　なぜ自分に何も言わずに留学してしまったんだろう、と。

「祖父に……言われたんだ」

「お祖父じいさんに？」

「昔の仲間に会いに行ったら教会に補助が下りないようにすると」

「………っ」

　美国みくに教会はパパの私財と信者からの寄付で成り立っている。だが、養護施設『美国ハウス』には国からの補助金が出ている。寄付だけではとても運営できないからだ。

　その補助を止められてしまったら、ハウスの子供たちは行き場を失う。

「そんな……っ」

「当時の祖父の力を以もってすれば、簡単なことだ」

　秋守が低くつぶやく。

（それは、確かにそうだろうけど）

　つまり秋守は、ハウスに残った俺たちのために、身を引いたのか。

　──あんなやつ、金に目が眩くらんで俺たちを捨てた裏切り者じゃない。

　いつかの、侮蔑ぶべつを帯びた彼方かなたの台詞が耳に還かえる。

　でも、もしかしたら秋守の行動如何いかんで、『美国ハウス』は解散となり、自分たちはバラバラになっていたかもしれないのだ。

　十五年の月日を経へて、今にして知る真実に、亨は言葉を失った。喉のどが急激に渇かわくのを感じる。

「そ、そこまでして……俺たちを引き裂きたかったってこと？」

「孤児こじとして育った俺を士堂家の跡継あとつぎに仕立て直すためには、過去のしがらみをすべて断ち切る必要があると、祖父は考えたんだろう。今にして思えば、俺にやくざの血が流れていると知っていたからこそ、徹底して一から教育し直さなければならないと思ったのかもしれない」

「…………」

「出生の秘密をマスコミに探られるのを回避する意図もあり、祖父の強い希望で、俺はロンドンへ渡った。英国イギリスでの暮らしは、祖父母に監視される日本での息苦しい生活よりはずっと自由で開放的だった。しかしその自由を以てしても相殺そうさいできないおまえが傍らにいない寂さびしさを、俺は勉学に打ち込むことで紛まぎらわせた。いや……そうじゃない。勉強や仕事に没頭することで、おまえを忘れようとした。自分のおまえへの執着しゅうちゃくが常軌じょうきを逸いっしていると薄々気がついていたからだ。……ケイトとつきあったのも、おまえを頭から追い出そうとして……」

　ケイトという名前を発する時、秋守の顔がひときわ苦しげに歪ゆがむ。見ている亨の胸も痛んだ。

「だが……忘れることはできなかった」

「……秋守」

　それは……俺だって同じだ。

　離れていた十二年間。一度だってその存在を忘れたことはなかった。

「そうしている間に祖父が年を取り、俺が士堂グループを継ぐことが正式に決定した。帰国が決まった瞬間、俺は、今まで抑おさえつけていた欲求が堰せきを切って溢あふれ出だすのを感じた」

「……秋……」

「会いたい。おまえに会いたい……」

　二年半前の再会を思い出す。

　──俺のこと、覚えてる？

　──覚えていてくれてうれしいよ。

　あの時、秋守はそんな複雑な事情と想いを胸に秘め、会いに来ていたのか。

　今更に切なく胸が騒ぐ。

「もう誰にも邪魔はさせない」

　いつの間にか亨を見つめていた秋守が、揺ゆるぎない声で告げる。

「絶対に、誰にも邪魔はさせない」

　宣言するように繰くり返かえす、決意に満ちた顔を亨は見つめ返した。

　お祖父さんの力が弱まった分、秋守の発言力は増していく。

　経済界を左右するような秋守の立場で、同性の恋人を持つことが果たして許されるのか……わからない。

　自分の存在が足を引っ張ることになったら？　秋守の名声を穢けがすことになったら？

　不安は尽きない。

　この先も、様々な問題が起こるだろう。決して平坦な道じゃないことは確かだ。

　それでも……どうしても一緒にいたいから。

　離れることはできないから。

「うん、わかった」

　亨はしっかりとうなずいた。

　先のことはわからない。明日のことさえわからない。

　でも、ただひとつ確かなことがある。俺にとってのおまえが、唯一無二の、掛け替えのない存在であること。

（だから）

「俺も……おまえと一緒に生きていくためにがんばるよ」

　その言葉の重みを理解しているのであろう恋人が、うれしそうに笑う。その笑顔が共に暮らした昔と同じで、胸が甘やかに疼うずいた。

　どちらからともなく顔を寄せ合って、やさしいキスをする。

　ゆっくりと離した唇に、亨は「秋守」と囁ささやいた。

「ん？」

「帰ろう。俺たちの『家族』のところへ」

　パパと仲間が待つ美国教会へ──。

「まだ陽が高いし、今日はチビたちと遊んでやろうぜ」

「そうだな」

　微笑んだ秋守が亨の頰ほおに軽く指先で触ふれたあとで、『家族』のもとへ帰るためにステアリングを握にぎった。
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　聖職に従事じゅうじする者にとって、年間の二大行事といえば、復活祭と降誕祭こうたんさいである。

　特に降誕祭は、信者ではない一般の人々もたくさん教会を訪おとずれる特別な日だ。

　その日ばかりは、普段は質素で飾り気のない聖せいヨセフ・美国みくに教会も、イエスの生誕を祝うためにクリスマス用のデコレーションを施ほどこし、近隣の人たちを迎え入れる準備をする。

　昨年の秋に古い洋館を改築して聖ヨセフ教会を開いた美国凜太郎みくにりんたろうにとっては、二度目の降誕祭だ。

　一度目の時は、何分なにぶん初めてのことで勝手がわからず、段取りが悪かったとあとで反省したが、今年は昨年の教訓を生かして、ひと月前から入念な準備をしてきた。

　それでも緊張のせいか、今朝はいつもより三十分早く目が覚めてしまった。

　まだ人のいない教会堂きょうかいどうで朝のデボーションを済ませた凜太郎は、今日と明日の日程を口に出して復唱した。

「まず、朝十時半から、クリスマス聖餐式せいさんしきと祝会。夕方五時からクリスマスイブ礼拝。そして十一時半より深夜聖餐式。明日は朝八時から早朝聖餐式。引き続き、十時三十分からは降誕日聖餐式」

　こうして口にしただけでも、相当にハードなスケジュールだが、とりわけ凜太郎の気合いが入っているのはクリスマスイブ礼拝だ。

　この礼拝では、子供たちによる降誕劇が行われる予定になっている。これは、子供たちが三ヶ月前から一生懸命練習してきたものなので、できるだけ多くの人たちに観みてもらいたい。

「昨日オルガンの調律ちょうりつもしたし、聖歌隊も特訓済み……大丈夫だ」

　子供たちには礼拝のあと、ささやかなクリスマスプレゼントとして、手作りのクッキーと聖書の一節がイラストで描かれたハンカチを配ることになっている。星や天使の形に型抜きにしたクッキーは、信者の女性たちがそれぞれ自宅で焼いて持ち寄ってくれたが、それをハンカチと一緒に袋詰めにしてリボンを結んだのは凜太郎だ。昨日はそれで半日が潰つぶれてしまったが、そんな手間も、子供たちが喜んでくれると思えば苦ではない。

　凜太郎には、四歳の息子がひとりいるが、本当はもっとたくさん子供が欲しかった。だがその願いは、妻が第一子を出産後に病を患わずらったことにより、叶わぬ夢となった。

　その妻とも現在は離れて暮らしており、この一年余あまりは独ひとり身みだ。

　叶わぬ夢の代わりに、凜太郎は今年の秋、教会の敷地内に養護施設『美国ハウス』を作った。

　まだ立ち上げたばかりで運用に至っていないが、いずれは肉親に恵まれない子供たちを預かり、育てていきたいと思っている。

　教会堂から牧師館ぼくしかんに戻り、私室で説教用の原稿に目を通していると、扉がコンコンとノックされた。

「入りなさい」

　ガチャッと扉が開き、小さな子供が顔を覗のぞかせる。

「梗一きょういち、起きたのかい？」

　亜麻色あまいろの髪とバラ色の頰ほおを持つ子供が、凜太郎に近づいてきて、祭服さいふくの裾すそにそっと触ふれた。

「お父様、おはよう」

「おはよう。今朝は早起きだね」

「今日はイエス様のお誕生日なんだよね？」

「お誕生日は明日だよ。今日はイブだ。梗一も劇に出るだろう？」

「僕、上手うまくできるかしら？」

　不安そうな息子の頭に手を置き、凜太郎は勇気づけるように微笑ほほえみかけた。

「大丈夫。一生懸命たくさん練習したからね。イエス様は、行いの良い子供をちゃんと見守っていてくださるよ」










　クリスマス聖餐式と祝会、そしてクリスマスイブ礼拝が無事に終わった。子供たちの劇は、たくさんの観客の温かい拍手を受け、主役を務めた梗一もほっとしたようだ。今は女性信者にもらったクッキーをうれしそうにほおばっている。

　ここまではつつがない進行だ。あとは十一時半からの深夜聖餐式が済めば、降誕祭前日の予定はひとまず終了する。

　親に手を引かれ、帰っていく子供たちを見送っていた凜太郎は、最後の親子に手を振り、その姿が見えなくなったところで踵きびすを返した。さっきまではたくさんの人で賑にぎわっていた教会も、今は静寂せいじゃくを取り戻している。

　さて、深夜聖餐式に出席する信者たちが集つどってくるまでに、準備をしなければ。

　早足で教会堂に向かいかけていた足が、ふと止まる。風の音に紛まぎれて、どこからか、か細い泣き声が聞こえたような気がしたからだ。

　子猫の泣き声のようにも聞こえる泣き声に導かれ足を進めているうちに、か細かった声は徐々じょじょに大きくなり、ついにははっきりと耳に届くようになった。

　猫じゃない。人間だ。

　そう確信した凜太郎は、声の発信源を探って耳を澄ませた。

　オギャー、オギャーという泣き声は、教会堂の扉の陰から聞こえてくる。あわてて駆け寄り、扉の向こう側を覗き込んだ。

　石段の上に籐とうのバスケットが置かれている。バスケットの中には、白い御包おくるみにくるまれた赤ん坊が入っていた。見たところ、まだ生まれて間もない赤子に見える。

「おお……神よ」

　思わず声が漏もれた。

　誰かが忘れていったということは考えられない。どこの世に、乳飲み子を寒空に置き忘れていく母親がいるだろうか。

　ということは、この赤子は故意にここに置かれたのだ。養護施設のことを聞きき及およんだ母親が、よんどころない事情故ゆえに、我が子を教会に託たくしたのだろうか。

　自みずからの存在を知らしめるように、声を限りに泣き叫ぶ赤ん坊を、凜太郎はそっと抱き上げた。

「寒かっただろう……かわいそうに」

　真っ赤な顔で泣き続ける赤ん坊に囁ささやきかけると、凜太郎は白い御包みを抱かかえ、急いで牧師館へと走った。










　赤ん坊は男の子だった。はじめの見立てどおりに、生後一ヶ月、いっていたとしても二ヶ月というところだろう。衰弱すいじゃくしていたら病院に連れていこうと思っていたのだが、泣き声が元気で安心した。

　梗一が「うちにイエス様が来たの？」としきりに尋たずねてくる。自分が演じた劇と目の前の赤ん坊を重ねているのかもしれない。

　母の乳を求めて泣く赤子に、哺乳瓶ほにゅうびんでなんとかミルクを飲ませ（事情を知った女性信者が、自分の子供が使っていた哺乳瓶やおむつを持ってきてくれたので助かった）、その後は赤ん坊を抱いたまま一晩中牧師館の中を行ったり来たりした。明け方近くに漸ようやく寝入ってくれたので、梗一のベッドに寝かせる。

　結局一睡いっすいもできず、しかも赤ん坊が寝たからといって、ほっと息をつく余裕はなかった。七時半には信者が集まってくるので、それまでに梗一に朝食を食べさせ、早朝聖餐式の準備をしなければならない。

　牧師館と教会堂を慌ただしく行き来している間も、凜太郎の頭からは、赤ん坊のことが離れなかった。朝一番で警察に届けるべきか。いや、待て。もう少し待ってみよう。もしかしたら母親が改心して、引き取りに来るかもしれない。そうでなくとも、我が子がちゃんと拾われたかどうかを、こっそり窺うかがいにくる可能性もある。

　ふと、誰かの気配を感じて、教会堂の両開きの扉を押し開ける。まだ朝靄あさもやの立ちこめる中庭を見回し、人影がないことを確認した凜太郎は、気のせいかと思いつつも念のために扉の裏側を覗き込んだ。

「………っ」

　息を呑のむ。そこにはまるで昨夜の再現のように、白い産着うぶぎに包まれた赤ん坊が置かれていたからだ。

　一瞬、幻かと思ってごしごしと目を擦こすった。しかし、赤ん坊は消えない。

　二日続けて教会に捨て子？

　そんなことがあるんだろうか。

　すぐには信じられない心持ちで腰を屈かがめ、白い産着ごと赤ん坊を抱き上げる。頰に触れると、温かかった。指先に人肌ひとはだを感じると同時に、これは現実なのだという実感が湧わいてくる。

　ふたり目の赤子は、ひとり目とは違って泣きもせずに、じっとつぶらな黒い瞳で凜太郎を見つめてきた。目鼻立ちのしっかりとした赤ん坊だ。

　もうひとつ、ひとり目と違ったのは、手紙が添えてあったことだ。

　端正たんせいな女性の字で「事情があって手放します。この子をどうかよろしくお願い致します」と書かれていた。『秋守あきもり』という名前で、十月二十二日生まれであることも書き添えてあった。短く、感情を抑おさえた文面から、却かえって我が子を手放さなければならない母の切ない心情が滲にじみ出でている気がして、よほどの事情があったのだろうと思わせる。

　ふたり目を牧師館に連れて帰ると、梗一がびっくりしたみたいに両目を見開き、「イエス様がふたりも？」とつぶやいた。

　イブと降誕祭に自分に託されたふたりの赤ん坊。

　これは偶然なのか、それとも神の思おぼし召めしか。

　いずれにせよ、託された以上は、責任を持って面倒を見なければならない。

「おまえに弟ができるかもしれない。いいかい？」

　凜太郎の問いかけに、梗一がちょっと悩む素振そぶりをしたあとで、「うん、いいよ」と言った。

「妹よりはいい。女の子は嫌いだ」








†　†　†









　後日、ふたりの赤ん坊を美国ハウスで預かることが正式に決まった。その際、名前がなかったひとり目に、凜太郎は『亨とおる』という名をつけた。

　──祈りの心が神に通じるという意味だ。










　　　　あ　と　が　き







　こんにちは。初めまして。岩いわ本もと薫かおるです。このたびは「プリティ・ベイビィズ３」をお手に取ってくださいまして、ありがとうございました。

　前巻からだいぶ間が空あいてしまって申し訳ありません。

　やっとやっと３巻をお届けできます。

　そしてこちらもやっとやっと、秋守あきもりと亨とおるのじれじれな関係に決着をつけることができました。

　な、長かった……！　一カップル成立までに三冊（１、２巻はまるまるではないにせよ）かけるなんて本当にひさしぶりでした。でも、おかげさまでふたり（主に亨）が恋に落ちるまでの経緯をじっくりと書かせていただくことができ、個人的にはとても楽しかったです。こういった機会を与えてくださいましたディアプラス編集部様、そして読者の皆様、本当にありがとうございました。あとは、皆様にも楽しんでいただくことができれば、これ以上の喜びはないのですが。ドキドキ（今、神様に祈るような心境です）。

　さて、今回はお知らせがたくさんございます。

　まず、この文庫の発売の少しあと、一月十四日発売のディアプラス二月号にて、「プリティ・ベイビィズ」のコミカライズがスタートいたします。

　作画はもちろん麻ま々ま原はら絵え里り依い先生です。

　主役は主税ちからと梗一きょういち。警察犬×ツン牧師の恋（そもそも恋なの？　という感はありますが）に発展はあるのか？　ぜひぜひ、チェックしてみてくださいませ。

　私も今からもうわくわくで、発売日を正座して待ちたいと思っております。

　そのディアプラス二月号には、主税（羽は多た野の渉わたるさん）×梗一（森もり川かわ智とし之ゆきさん）のふろくドラマＣＤが付きます。そして、現在発売中の小説ディアプラス・フユ号には、プリティ小特集掲載＆秋守（小こ西にし克かつ幸ゆきさん）×亨（吉よし野の裕ひろ行ゆきさん）の、ふろくドラマＣＤが付いております。

　さらにさらに、この春には「プリティ・ベイビィズ２」のドラマＣＤが発売になります。

　亨、秋守、梗一、主税の他、伊吹いぶき（安やす元もと洋ひろ貴きさん）、彼方かなた（神かみ谷や浩ひろ史しさん）、パパ（沢さわ木き郁いく也やさん）という豪華キャストで新書館様より発売予定ですので、ご興味を持たれた方はこちらもよろしくお願いいたします。

　というわけで、今年のプリティはなんだか盛り沢山だくさんです。どうしちゃったの急にそんな華やかな展開……と戸惑われる方もいらっしゃるかもしれませんが、ここはひとつ「お祭り」ということで、参加していただけますととてもうれしいです。

　麻々原先生。このたびは漫画でもお世話になることになりまして……いろいろと……本当にいろいろとありがとうございます。ベイビィたち（＋主税）が麻々原先生の絵で動くなんて夢みたいです♡　もはやただのファンと化しておりますが、今後ともどうかよろしくお願いいたします。

　お世話になりました編集担当様をはじめ、本書の制作にご尽力くださいましたすべての皆様に、心からの感謝を捧げます。ありがとうございました。

　次は誰のお話になるのか、ちょっとまだ構想が固まっていないのですが、できればまた次の本でお会いできますように（祈）。

　ハンパないと噂の今年の花粉が切実に心配ですが、皆様もどうかお元気で。
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